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show isakmp ipsec-over-tcp stats
IPsec over TCPの実行時統計情報を表示するには、グローバルコンフィギュレーションモード
または特権 EXECモードで show isakmp ipsec-over tcp statsコマンドを使用します。

show isakmp ipsec-over-tcp stats

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応グローバルコ

ンフィギュ

レーション

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

show isakmp ipsec-over-tcp statsコマンドが追加されました。ASA仮想
(1)

show isakmp ipsec-over-tcp statsコマンドが廃止されました。show crypto isakmp
ipsec-over-tcp statsコマンドは、それに置き換わるものです。

7.2(1)

マルチコンテキストモードのサポートが追加されました。9.0(1)

使用上のガイドライン このコマンドの出力には、次のフィールドが含まれています。

• Embryonic connections

• Active connections

• Previous connections

• Inbound packets

• Inbound dropped packets

• Outbound packets

• Outbound dropped packets
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• RST packets

• Received ACK heart-beat packets

• Bad headers

• Bad trailers

• Timer failures

• Checksum errors

• Internal errors

例 次の例をグローバルコンフィギュレーションモードで入力すると、ISAKMP統計情報
が表示されます。

ciscoasa(config)# show isakmp ipsec-over-tcp stats
Global IPsec over TCP Statistics
--------------------------------
Embryonic connections: 2
Active connections: 132
Previous connections: 146
Inbound packets: 6000
Inbound dropped packets: 30
Outbound packets: 0
Outbound dropped packets: 0
RST packets: 260
Received ACK heart-beat packets: 10
Bad headers: 0
Bad trailers: 0
Timer failures: 0
Checksum errors: 0
Internal errors: 0
ciscoasa(config)#

関連コマンド 説明コマンド

すべての ISAKMPコンフィギュレーションをクリアしま
す。

clear configure crypto isakmp

すべての ISAKMPポリシーコンフィギュレーションをク
リアします。

clear configure crypto isakmp policy

IKEランタイム SAデータベースをクリアします。clear crypto isakmp sa

IPsecピアが ASAと通信するインターフェイス上の
ISAKMPネゴシエーションをイネーブルにします。

crypto isakmp enable

アクティブな ISAKMPコンフィギュレーションをすべて
表示します。

show running-config crypto isakmp
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show isakmp sa
IKEランタイムSAデータベースを表示するには、グローバルコンフィギュレーションモード
または特権 EXECモードで show isakmp saコマンドを使用します。

show isakmp sa [ detail ]

構文の説明 SAデータベースに関する詳細出力を表示します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応グローバルコ

ンフィギュ

レーション

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

show isakmp saコマンドが追加されました。7.0(1)

このコマンドは廃止されました。show crypto isakmp saコマンドは、それに置き換
わるものです。

7.2(1)

マルチコンテキストモードのサポートが追加されました。9.0(1)

使用上のガイドライン このコマンドの出力には、次のフィールドが含まれています。

detailオプションを指定しない場合

状態RkyDirタイ

プ

IKE Peer

MM_ActiveNoInitL2L209.165.200.225

detailオプションを指定した場合
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Lifetime認証HashEncrypt状態RkyDirタイ

プ

IKE Peer

86400preshrdmd53desMM_ActiveNoInitL2L209.165.200.225

例 次の例をグローバルコンフィギュレーションモードで入力すると、SAデータベース
に関する詳細情報が表示されます。

ciscoasa(config)# show isakmp sa detail
IKE Peer Type Dir Rky State Encrypt Hash Auth Lifetime
1 209.165.200.225 User Resp No AM_Active 3des SHA preshrd 86400
IKE Peer Type Dir Rky State Encrypt Hash Auth Lifetime
2 209.165.200.226 User Resp No AM_ACTIVE 3des SHA preshrd 86400
IKE Peer Type Dir Rky State Encrypt Hash Auth Lifetime
3 209.165.200.227 User Resp No AM_ACTIVE 3des SHA preshrd 86400
IKE Peer Type Dir Rky State Encrypt Hash Auth Lifetime
4 209.165.200.228 User Resp No AM_ACTIVE 3des SHA preshrd 86400
ciscoasa(config)#

関連コマンド 説明コマンド

すべての ISAKMPコンフィギュレーションをクリアします。clear configure isakmp

すべての ISAKMPポリシーコンフィギュレーションをクリアし
ます。

clear configure isakmp
policy

IKEランタイム SAデータベースをクリアします。clear isakmp sa

IPsecピアが ASAと通信するインターフェイス上の ISAKMPネ
ゴシエーションをイネーブルにします。

isakmp enable

アクティブな ISAKMPコンフィギュレーションをすべて表示し
ます。

show running-config isakmp
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show isakmp stats
実行時統計情報を表示するには、グローバルコンフィギュレーションモードまたは特権EXEC
モードで show isakmp statsコマンドを使用します。

show isakmp stats

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応グローバルコ

ンフィギュ

レーション

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

show isakmp statsコマンドが追加されました。ASA仮想
(1)

このコマンドは廃止されました。show crypto isakmp statsコマンドは、それに
置き換わるものです。

7.2(1)

マルチコンテキストモードのサポートが追加されました。9.0(1)

使用上のガイドライン 各カウンタは、関連する cikePhase1GWカウンタにマッピングします。これらのカウンタの詳
細については、「CISCO-IPSEC-FLOW-MONITOR-MIB.my」を参照してください。

• Active/Standby Tunnels：cikePhase1GWActiveTunnels

• Previous Tunnels：cikePhase1GWPreviousTunnels

• In Octets：cikePhase1GWInOctets

• In Packets：cikePhase1GWInPkts

• In Drop Packets：cikePhase1GWInDropPkts
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• In Notifys：cikePhase1GWInNotifys

• In P2 Exchanges：cikePhase1GWInP2Exchgs

• In P2 Exchange Invalids：cikePhase1GWInP2ExchgInvalids

• In P2 Exchange Rejects：cikePhase1GWInP2ExchgRejects

• In P2 Sa Delete Requests：cikePhase1GWInP2SaDelRequests

• Out Octets：cikePhase1GWOutOctets

• Out Packets：cikePhase1GWOutPkts

• Out Drop Packets：cikePhase1GWOutDropPkts

• Out Notifys：cikePhase1GWOutNotifys

• Out P2 Exchanges：cikePhase1GWOutP2Exchgs

• Out P2 Exchange Invalids：cikePhase1GWOutP2ExchgInvalids

• Out P2 Exchange Rejects：cikePhase1GWOutP2ExchgRejects

• Out P2 Sa Delete Requests：cikePhase1GWOutP2SaDelRequests

• Initiator Tunnels：cikePhase1GWInitTunnels

• Initiator Fails：cikePhase1GWInitTunnelFails

• Responder Fails：cikePhase1GWRespTunnelFails

• System Capacity Fails：cikePhase1GWSysCapFails

• Auth Fails：cikePhase1GWAuthFails

• Decrypt Fails：cikePhase1GWDecryptFails

• Hash Valid Fails：cikePhase1GWHashValidFails

• No Sa Fails：cikePhase1GWNoSaFails

このコマンドの出力には、次のフィールドが含まれています。

• Global IKE Statistics

• Active Tunnels

• In Octets

• In Packets

• In Drop Packets

• In Notifys

• In P2 Exchanges

• In P2 Exchange Invalids
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• In P2 Exchange Rejects

• In P2 Sa Delete Requests

• Out Octets

• Out Packets

• Out Drop Packets

• Out Notifys

• Out P2 Exchanges

• Out P2 Exchange Invalids

• Out P2 Exchange Rejects

• Out P2 Sa Delete Requests

• Initiator Tunnels

• Initiator Fails

• Responder Fails

• System Capacity Fails

• Auth Fails

• Decrypt Fails

• Hash Valid Fails

• No Sa Fails

例 次の例をグローバルコンフィギュレーションモードで入力すると、ISAKMP統計情報
が表示されます。

ciscoasa(config)# show isakmp stats
Global IKE Statistics
Active Tunnels: 132
Previous Tunnels: 132
In Octets: 195471
In Packets: 1854
In Drop Packets: 925
In Notifys: 0
In P2 Exchanges: 132
In P2 Exchange Invalids: 0
In P2 Exchange Rejects: 0
In P2 Sa Delete Requests: 0
Out Octets: 119029
Out Packets: 796
Out Drop Packets: 0
Out Notifys: 264
Out P2 Exchanges: 0
Out P2 Exchange Invalids: 0
Out P2 Exchange Rejects: 0
Out P2 Sa Delete Requests: 0
Initiator Tunnels: 0
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Initiator Fails: 0
Responder Fails: 0
System Capacity Fails: 0
Auth Fails: 0
Decrypt Fails: 0
Hash Valid Fails: 0
No Sa Fails: 0
ciscoasa(config)#

関連コマンド 説明コマンド

すべての ISAKMPコンフィギュレーションをクリアします。clear configure isakmp

すべての ISAKMPポリシーコンフィギュレーションをクリアし
ます。

clear configure isakmp
policy

IKEランタイム SAデータベースをクリアします。clear isakmp sa

IPsecピアが ASAと通信するインターフェイス上の ISAKMPネ
ゴシエーションをイネーブルにします。

isakmp enable

アクティブな ISAKMPコンフィギュレーションをすべて表示し
ます。

show running-config isakmp
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show isis database
IS-ISリンクステートデータベースを表示するには、特権 EXECモードで show isis databaseコ
マンドを使用します。

show isis database [{ detail | verbose }[ ip [ unicast ] | ipv6 [ unicast ]][ topology base ]][
level-1 | level-2 ]

構文の説明 （任意）レベル 1の IS-ISリンクステートデータベースを示します。level-1

（任意）レベル 2の IS-ISリンクステートデータベースを示します。level-2

（オプション）IPv4アドレスファミリの IS-ISリンクステートデータベースを
表示します。

ip

（オプション）IPv6アドレスファミリの IS-ISリンクステートデータベースを
表示します。

ipv6

（任意）各リンクステートパケット（LSP）のコンテンツを表示します。detail

（オプション）IS-ISデータベースに関する追加情報を表示します。verbose

（オプション）MTRトポロジを表示します。topology
base

（オプション）ユニキャストアドレスファミリを表示します。unicast

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.6(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、IS-ISリンクステートデータベースを表示します。
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例 次に、 show isis databaseコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show isis database
IS-IS Level-1 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
c1.00-00 0xea19d300 0x3d0d 674 0/0/0
routerA.00-00 0x1b541556 0xa349 928 0/0/0
c3.00-00 0x9257c979 0x9952 759 0/0/0
c2.00-00 *0xef11e977 0x3188 489 0/0/0
c2.01-00 *0xa8333f03 0xd6ea 829 0/0/0
IS-IS Level-2 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
c1.00-00 0x63871f24 0xaba2 526
0/0/0
routerA.00-00 0x0d540b55 0x81d7 472 0/0/0
routerA.00-01 0xffffff01 0xe20b 677 0/0/0
c3.00-00 0x002e5434 0xb20a 487 0/0/0
c2.00-00 *0x74fd1227 0xbb0f 742 0/0/0
c2.01-00 *0x7ee72c1a 0xb506 968 0/0/0

表 1 : show isis databaseのフィールド

説明フィールド

LSPの ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成したルータのシステム IDを形
成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバイトが非ゼロの場合、LSPはシ
ステムからのリンクを記述します。ゼロの場合は、LSPは、いわゆる非疑似
ノード LSPです。このメカニズムは、Open Shortest Path First（OSPF）プロト
コルのルータリンクステートアドバタイズメント（LSA）に類似しています。
LSPは、送信元ルータの状態を記述します。

各 LANに対して、その LANの指定ルータは疑似ノード LSPの作成およびフ
ラッドを行い、その LANに接続されたすべてのシステムを記述します。

最後のオクテットは LSP番号です。単一の LSPに収容可能な量を超えるデー
タがある場合は、LSPは複数の LSPフラグメントに分割されます。各フラグ
メントには、異なるLSP番号が割り当てられます。アスタリスク（*）は、そ
の LSPが、このコマンドの送信元のシステムによって生成されたことを示し
ます。

LSPID

他のシステムが発信元から最新情報を受信しているか判断できる、LSPのシー
ケンス番号。

LSP Seq Num

LSPパケットのチェックサム。LSPChecksum

LSPが有効である時間（秒単位）。LSPHoldtimeがゼロである場合は、LSPが
パージされて、すべてのルータのリンクステートデータベース（LSDB）から
削除されていることを示します。この値は、パージされた LSPが、完全に削
除されるまでに LSDB内に存在する時間を示します。

LSP Holdtime
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説明フィールド

Attachビット。このビットは、そのルータがレベル2ルータでもあるため、他
のエリアに到達できることを示します。レベル1だけのルータ、および他のレ
ベル 2ルータとの接続を失ったレベル 1-2ルータは、Attachビットを使用して
最も近いレベル2ルータを検出します。ルータは、最も近いレベル2ルータへ
のデフォルトルートを示します。

ATT

Pビット。中継システムが修復可能なエリアパーティションであるかどうか
を検出します。シスコおよび他のベンダーは、エリアパーティション修復を

サポートしません。

P

過負荷ビット。ISが混雑しているかどうかを判断します。過負荷ビットがセッ
トされると、他のルータは、ルータを計算しているときに中継ルータとしてこ

のシステムを使用しません。過負荷になっているルータに直接接続された宛先

のパケットだけが、このルータに送信されます。

OL

次に、 show isis database detail コマンドの出力例を示します。出力に示されるよう
に、 show isis database コマンドで表示される情報に加えて、 show isis database detail
コマンドにより各 LSPのコンテンツが表示されます。

ciscoasa# show isis database detail
IS-IS Level-1 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
c1.00-00 0xea19d301 0x3b0e 1189 0/0/0

Area Address: 49.0001
NLPID: 0xcc
Hostname: c1
IP Address: 10.22.22.1
Metric: 10 IP 10.22.22.0 255.255.255.0
Metric: 10 IS c2.01

routerA.00-00 0x1b541556 0xa349 642 0/0/0
Area Address: 49.0001
NLPID: 0xcc
Hostname: routerA
IP Address: 10.22.22.5
Metric: 10 IP 10.22.22.0 255.255.255.0
Metric: 10 IS c2.01

表 2 : show isis database detailのフィールド

説明フィールド

ルータから到達可能なエリアアドレス。レベル 1 LSPの場合は、送信元ルータ
上で手動により設定されるエリアアドレスになります。レベル2LSPの場合は、
このルータが属するエリアのすべてのエリアアドレスになります。

Area
Address

送信側ルータとアドバタイズされたネイバー間の隣接関係のコスト用の IS-ISメ
トリック、またはアドバタイズ元のルータからアドバタイズ対象の宛先（IPア
ドレス、エンドシステム [ES]、または CLNSプレフィックス）に到達するコス
ト用のメトリック。

メトリック
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次に、 show isis database detail コマンドの出力例を示します。この LSPは、レベル 2
LSPです。エリアアドレス 39.0001は、ルータが存在するエリアのアドレスです。

ciscoasa# show isis database 12 detail
IS-IS Level-2 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
c1.00-00 0x63871f25 0xa9a3 1076 0/0/0

Area Address: 49.0001
NLPID: 0xcc
Hostname: c1
IP Address: 10.22.22.1
Metric: 10 IS c2.01

routerA.00-00 0x0d540b56 0x7fd8 941 0/0/0
Area Address: 49.0001
NLPID: 0xcc
Hostname: routerA
IP Address: 10.22.22.5
Metric: 10 IS c2.01
Metric: 0 IP-External 1.1.1.0 255.255.255.0
Metric: 0 IP-External 2.1.1.0 255.255.255.0
Metric: 0 IP-External 2.2.2.0 255.255.255.0
Metric: 0 IP-External 3.1.1.0 255.255.255.0

次に、 show isis database verbose コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show isis database verbose
IS-IS Level-1 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
c1.00-00 *0xea19d301 0x3b0e 644 0/0/0
Area Address: 49.0001
NLPID: 0xcc
Hostname: c1
IP Address: 22.22.22.1
Metric: 10 IP 22.22.22.0 255.255.255.0
Metric: 10 IS c2.01

routerA.00-00 0x1b541557 0xa14a 783 0/0/0
Area Address: 49.0001
NLPID: 0xcc
Hostname: routerA
IP Address: 22.22.22.5
Metric: 10 IP 22.22.22.0 255.255.255.0
Metric: 10 IS c2.01

show is～ show m
14

show is～ show m
show isis database



表 3 : show isis database verboseのフィールド

説明フィールド

リンクステートパケット（LSP）ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバイトがゼロの場合は、LSPはシ
ステムからのリンクを記述します。ゼロでない場合は、LSPは非疑似ノード
LSPです。これは、Open Shortest Path First（OSPF）のルータ LSAと類似して
おり、LSPは送信元ルータの状態を記述します。各LANに対して、そのLAN
の指定ルータは疑似ノード LSPの作成およびフラッドを行い、その LANに
接続されたすべてのシステムを記述します。

最後のオクテットはLSP番号です。すべてのデータが単一のLSPに収容でき
ない場合は、そのLSPは複数のLSPフラグメントに分割されます。各フラグ
メントには、異なる LSP番号が割り当てられます。アスタリスク（*）は、
このコマンドを送信したシステムが LSPを生成したことを示します。

LSPID

他のシステムが発信元から最新情報を受信しているか判断できる、LSPのシー
ケンス番号。

LSP Seq Num

LSPパケットのチェックサム。LSP Checksum

LSPが有効である時間（秒単位）。LSP Holdtimeがゼロである場合は、LSP
がパージされて、すべてのルータのリンクステートデータベース（LSDB）
から削除されていることを示します。この値は、パージされた LSPが、完全
に削除されるまでに LSDB内に存在する時間を示します。

LSP Holdtime

Attachビット。このビットは、そのルータがレベル 2ルータでもあるため、
他のエリアに到達できることを示します。レベル 1ルータは、Attachビット
を使用して、最も近いレベル 2ルータを検出します。ルータは、最も近いレ
ベル 2ルータへのデフォルトルートを設定します。

ATT

Pビット。このビットは、ISがエリアパーティションを修復できるかどうか
を検出します。シスコおよび他のベンダーは、エリアパーティション修復を

サポートしません。

P

過負荷ビット。このビットは、ISが混雑しているかどうかを判断します。過
負荷ビットがセットされると、他のルータは、ルータを計算しているときに、

中継ルータとしてこのシステムを使用しません。過負荷になっているルータ

に直接接続された宛先のパケットだけが、このルータに送信されます。

OL

ルータから到達可能なエリアアドレス。レベル 1 LSPの場合は、送信元ルー
タ上で手動により設定されるエリアアドレスになります。レベル 2 LSPの場
合は、このルータが属するエリアのすべてのエリアアドレスになります。

Area Address

ネットワーク層プロトコル ID。NLPID
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説明フィールド

ノードのホスト名。Hostname

ノードのトラフィックエンジニアリングルータ ID。ルータ ID

インターフェイスの IPv4アドレス。IP Address

発信元ルータとアドバタイズされるネイバー間の隣接のコストの IS-ISメト
リック、またはアドバタイズするルータからアドバタイズされる宛先までに

かかるコストのメトリック（IPアドレス、エンドシステム（ES）、またはコ
ネクションレス型ネットワークサービス（CLNS）のプレフィックスを指定
できます）。

メトリック

フラッドされているリンク属性フラグ。アフィニティ

リンクの帯域幅容量（ビット/秒）。Physical BW

このリンクの予約可能帯域幅。Reservable BW

予約可能帯域幅。BWUnreserved

関連コマンド 説明コマンド

パッシブインターフェイスをアドバタイズするようにASAを
設定します。

advertise passive-only

IS-ISエリア認証パスワードを設定します。area-password

IS-ISの認証をグローバルで有効にします。authentication key

グローバルな IS-ISインスタンスに対して IS-ISパケットで使
用される認証モードのタイプを指定します。

authentication mode

グローバルな IS-ISインスタンスでは、送信される（受信では
なく）IS-ISパケットでのみ認証が実行されるように設定しま
す。

authentication send-only

IS-ISデータ構造をクリアします。clear isis

IS-ISルーティングドメインへのデフォルトルートを生成しま
す。

default-information originate

IS-ISプロトコルにより発見されたルートに割り当てられるア
ドミニストレーティブディスタンスを定義します。

distance

IS-ISドメイン認証パスワードを設定します。domain-password

IS-IS LSPがフルになるように設定します。fast-flood

show is～ show m
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説明コマンド

IS-IS helloをフルMTUサイズに設定します。hello padding

IS-ISダイナミックホスト名機能を有効にします。hostname dynamic

内部チェックサムエラーのある IS-IS LSPを受信した場合に
LSPをパージするのではなく無視するように ASAを設定しま
す。

ignore-lsp-errors

IS-IS隣接関係の確立をフィルタ処理します。isis adjacency-filter

IS-ISインターフェイスで、LSPアドバタイズメントを使用し
て接続中のネットワークの IS-ISプレフィックスをアドバタイ
ズします。

isis advertise-prefix

インターフェイスに対する認証を有効にします。isis authentication key

インターフェイスごとに、インスタンスに対して IS-ISパケッ
トで使用される認証モードのタイプを指定します。

isis authentication mode

送信される（受信ではなく）IS-ISパケットに対してのみ認証
を実行するように、インターフェイスごとの IS-ISインスタン
スを設定します。

isis authentication send-only

IS-ISで使用される隣接関係のタイプを設定します。isis circuit-type

ブロードキャストインターフェイス上で定期的にCSNPパケッ
トが送信される間隔を設定します。

isis csnp-interval

IS-ISが連続してhelloパケットを送信する時間の長さを指定し
ます。

isis hello-interval

ネイバーが見落とすことができる IS-IS helloパケット数の最大
値を指定します。見落とされたパケット数がこの値を超える

と、ASAは隣接がダウンしていると宣言します。

isis hello-multiplier

IS-IS helloをインターフェイスごとのフルMTUサイズに設定
します。

isis hello padding

インターフェイスごとの連続する IS-IS LSP送信間の遅延時間
を設定します。

isis lsp-interval

IS-ISメトリックの値を設定します。isis metric

インターフェイスの認証パスワードを設定します。isis password

インターフェイスでの指定された ASAのプライオリティを設
定します。

isis priority

show is～ show m
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説明コマンド

インターフェイスごとに IS-ISプロトコルを無効にします。isis protocol shutdown

インターフェイス上の各 IS-IS LSPの再送信間の時間を設定し
ます。

isis retransmit-interval

インターフェイス上の各 IS-IS LSPの再送信間の時間を設定し
ます。

isis retransmit-throttle-interval

IPプレフィックスが LSPに挿入されたときに、インターフェ
イスに設定された IPアドレスにタグを設定します。

isis tag

IS-ISルーティングプロセスのルーティングレベルを割り当て
ます。

is-type

NLSPIS-IS隣接関係がステートを変更（アップまたはダウン）
する際に、ASAがログメッセージを生成できるようにします。

log-adjacency-changes

PDUがフルになったときに、抑制されるルートを設定します。lsp-full suppress

LSP生成の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。lsp-gen-interval

LSPの更新間隔を設定します。lsp-refresh-interval

IS-ISエリアの追加の手動アドレスを設定します。max-area-addresses

LSPが更新されずに ASAのデータベース内で保持される最大
時間を設定します。

max-lsp-lifetime

IS-ISのマルチパスロードシェアリングを設定します。maximum-paths

すべての IS-ISインターフェイスのメトリック値をグローバル
に変更します。

metric

新規スタイル、長さ、および値オブジェクト（TLV）を生成
し、TLVのみを受け入れるように、IS-ISを稼働しているASA
を設定します。

metric-style

ルーティングプロセスの NETを指定します。net

パッシブインターフェイスを設定します。passive-interface

PRCの IS-ISスロットリングをカスタマイズします。prc-interval

インターフェイス上で隣接関係を形成して LSPデータベース
をクリアすることができないように、IS-ISプロトコルをグロー
バルで無効にします。

protocol shutdown

特にレベル 1からレベル 2へ、またはレベル 2からレベル 1
へ、IS-ISルートを再配布します。

redistribute isis
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説明コマンド

IS-IS IPプレフィックスにハイプライオリティを割り当てま
す。

route priority high

IS-ISルーティングをイネーブルにします。router isis

レベル 1とレベル 2間のルータが Attachビットを設定する必
要がある場合の制約を指定します。

set-attached-bit

SPF計算の中間ホップとして使用できないことを他のルータに
通知するように ASAを設定します。

set-overload-bit

CLNS固有の情報を表示します。show clns

IS-ISの情報を表示します。show isis

IS-ISルートを表示します。show route isis

SPF計算の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。spf-interval

IS-ISの集約アドレスを作成します。summary-address
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show isis hostname
IS-ISルータのルータ名とシステム IDのマッピングテーブルエントリを表示するには、特権
EXECモードで show isis hostnameコマンドを使用します。

show isis hostname

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.6(1)

使用上のガイドライン IS-ISルーティングドメインでは、各ルータはシステム IDにより表されます。システム IDは、
IS-ISルータごと構成されている Network Entity Title（NET）の一部です。たとえば、NET
49.0001.0023.0003.000a.00が設定されているルータのシステム IDが 0023.0003.000aであるとし
ます。ネットワーク管理者にとって、ルータでのメンテナンスやトラブルシューティングの

間、ルータ名とシステム IDの対応を覚えているのは難しいことです。show isis hostnameコマ
ンドを入力すると、ルータ名とシステム IDのマッピングテーブルに含まれるエントリが表示
されます。

no hostname dynamicコマンドを入力してダイナミックホスト名機能が無効にされていない場
合は、マッピングはダイナミックホストマッピングテーブルで構成されます。

例 次に、ciscoASAのホスト名を変更し、NET 49.0001.0050.0500.5005.00を ciscoASAに割
り当てる例を示します。

ciscoasa(config)# hostname ciscoASA
ciscoASA(config)# router isis
ciscoASA(config-router)# net 49.0001.0050.0500.5005.00
ciscoASA(config-router)# hostname dynamic
ciscoASA(config-router)#

show is～ show m
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show isis hostnameコマンドを入力すると、ダイナミックホストマッピングテーブル
が表示されます。ダイナミックホストマッピングテーブルは、ciscoASA、c2、c3お
よび routerAという名前のローカルルータの、ルータ名とシステム IDのマッピング
テーブルエントリを表示します。このテーブルは、c3がレベル-1ルータであり、その
ホスト名がレベル-1（L1）リンクステートプロトコル（LSP）によりアドバタイズさ
れることも示します。c2はレベル-2ルータであり、そのホスト名は L2 LSPによりア
ドバタイズされます。ASA ciscoASAのレベルの下に表示される *記号は、これが、
ASAのルータ名とシステム IDのマッピング情報であることを示します。

ciscoASA# show isis hostname
Level System ID Dynamic Hostname (c1)

* 0050.0500.5005 ciscoASA
1 0050.0500.5007 c3
2 0050.0500.5006 routerA
2 0050.0500.5008 c2

関連コマンド 説明コマンド

パッシブインターフェイスをアドバタイズするように ASAを
設定します。

advertise passive-only

IS-ISエリア認証パスワードを設定します。area-password

IS-ISの認証をグローバルで有効にします。authentication key

グローバルな IS-ISインスタンスに対して IS-ISパケットで使用
される認証モードのタイプを指定します。

authentication mode

グローバルな IS-ISインスタンスでは、送信される（受信ではな
く）IS-ISパケットでのみ認証が実行されるように設定します。

authentication send-only

IS-ISデータ構造をクリアします。clear isis

IS-ISルーティングドメインへのデフォルトルートを生成しま
す。

default-information originate

IS-ISプロトコルにより発見されたルートに割り当てられるアド
ミニストレーティブディスタンスを定義します。

distance

IS-ISドメイン認証パスワードを設定します。domain-password

IS-IS LSPがフルになるように設定します。fast-flood

IS-IS helloをフルMTUサイズに設定します。hello padding

IS-ISダイナミックホスト名機能を有効にします。hostname dynamic

内部チェックサムエラーのある IS-ISLSPを受信した場合にLSP
をパージするのではなく無視するように ASAを設定します。

ignore-lsp-errors
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説明コマンド

IS-IS隣接関係の確立をフィルタ処理します。isis adjacency-filter

IS-ISインターフェイスで、LSPアドバタイズメントを使用して
接続中のネットワークの IS-ISプレフィックスをアドバタイズし
ます。

isis advertise-prefix

インターフェイスに対する認証を有効にします。isis authentication key

インターフェイスごとに、インスタンスに対して IS-ISパケット
で使用される認証モードのタイプを指定します。

isis authentication mode

送信される（受信ではなく）IS-ISパケットに対してのみ認証を
実行するように、インターフェイスごとの IS-ISインスタンスを
設定します。

isis authentication send-only

IS-ISで使用される隣接関係のタイプを設定します。isis circuit-type

ブロードキャストインターフェイス上で定期的に CSNPパケッ
トが送信される間隔を設定します。

isis csnp-interval

IS-ISが連続して helloパケットを送信する時間の長さを指定し
ます。

isis hello-interval

ネイバーが見落とすことができる IS-IS helloパケット数の最大
値を指定します。見落とされたパケット数がこの値を超えると、

ASAは隣接がダウンしていると宣言します。

isis hello-multiplier

IS-IS helloをインターフェイスごとのフルMTUサイズに設定し
ます。

isis hello padding

インターフェイスごとの連続する IS-ISLSP送信間の遅延時間を
設定します。

isis lsp-interval

IS-ISメトリックの値を設定します。isis metric

インターフェイスの認証パスワードを設定します。isis password

インターフェイスでの指定されたASAのプライオリティを設定
します。

isis priority

インターフェイスごとに IS-ISプロトコルを無効にします。isis protocol shutdown

インターフェイス上の各 IS-ISLSPの再送信間の時間を設定しま
す。

isis retransmit-interval

インターフェイス上の各 IS-ISLSPの再送信間の時間を設定しま
す。

isis
retransmit-throttle-interval

show is～ show m
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説明コマンド

IPプレフィックスがLSPに挿入されたときに、インターフェイ
スに設定された IPアドレスにタグを設定します。

isis tag

IS-ISルーティングプロセスのルーティングレベルを割り当て
ます。

is-type

NLSP IS-IS隣接関係がステートを変更（アップまたはダウン）
する際に、ASAがログメッセージを生成できるようにします。

log-adjacency-changes

PDUがフルになったときに、抑制されるルートを設定します。lsp-full suppress

LSP生成の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。lsp-gen-interval

LSPの更新間隔を設定します。lsp-refresh-interval

IS-ISエリアの追加の手動アドレスを設定します。max-area-addresses

LSPが更新されずにASAのデータベース内で保持される最大時
間を設定します。

max-lsp-lifetime

IS-ISのマルチパスロードシェアリングを設定します。maximum-paths

すべての IS-ISインターフェイスのメトリック値をグローバルに
変更します。

metric

新規スタイル、長さ、および値オブジェクト（TLV）を生成し、
TLVのみを受け入れるように、IS-ISを稼働している ASAを設
定します。

metric-style

ルーティングプロセスの NETを指定します。net

パッシブインターフェイスを設定します。passive-interface

PRCの IS-ISスロットリングをカスタマイズします。prc-interval

インターフェイス上で隣接関係を形成して LSPデータベースを
クリアすることができないように、IS-ISプロトコルをグローバ
ルで無効にします。

protocol shutdown

特にレベル1からレベル2へ、またはレベル2からレベル1へ、
IS-ISルートを再配布します。

redistribute isis

IS-IS IPプレフィックスにハイプライオリティを割り当てます。route priority high

IS-ISルーティングをイネーブルにします。router isis

レベル 1とレベル 2間のルータがAttachビットを設定する必要
がある場合の制約を指定します。

set-attached-bit
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説明コマンド

SPF計算の中間ホップとして使用できないことを他のルータに
通知するように ASAを設定します。

set-overload-bit

CLNS固有の情報を表示します。show clns

IS-ISの情報を表示します。show isis

IS-ISルートを表示します。show route isis

SPF計算の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。spf-interval

IS-ISの集約アドレスを作成します。summary-address

show is～ show m
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show isis lsp-log
新しい LSPをトリガーしたインターフェイスの、レベル 1およびレベル 2の IS-ISリンクス
テートパケット（LSP）ログを表示するには、特権 EXECモードで show isis lsp-logコマンドを
使用します。

show isis lsp-log

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.6(1)

使用上のガイドライン 新しい LSPをトリガーしたインターフェイスのレベル 1およびレベル 2の IS-ISリンクステー
トパケット（LSP）のログを表示します。

例 次に、show isis lsp-logコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show isis lsp-log
Level 1 LSP log

When Count Interface Triggers
04:16:47 1 subint CONFIG NEWADJ DIS
03:52:42 2 subint NEWADJ DIS
03:52:12 1 subint ATTACHFLAG
03:31:41 1 subint IPUP
03:30:08 2 subint CONFIG
03:29:38 1 subint DELADJ
03:09:07 1 subint DIS ES
02:34:37 2 subint NEWADJ
02:34:07 1 subint NEWADJ DIS
Level 2 LSP log

When Count Interface Triggers
03:09:27 1 subint CONFIG NEWADJ
03:09:22 1 subint NEWADJ
02:34:57 2 subint DIS
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02:34:50 1 IPUP
02:34:27 1 subint CONFIG DELADJ
02:13:57 1 subint DELADJ
02:13:52 1 subint NEWADJ
01:35:58 2 subint IPIA
01:35:51 1 AREASET IPIA

表 4 : show isis lsp-logのフィールド

説明フィールド

LSPが生成されてからの経過時間。When

このときに発生したイベントの数。Count

LSPを再び生成したインターフェイス。インターフェイ

ス

LSPのフラッドをトリガーしたイベント。次のような、LSPに可能なトリ
ガー。

• AREASET：アクティブエリアセットが変更されました。

• ATTACHFLAG：Attachビットの状態が変更されました。

• CLEAR：ある形式の手動の clearコマンドが送信されました。

• CONFIG：任意のコンフィギュレーションが変更されました。

• DELADJ：隣接関係がダウンしました。

• DIS：DISが変更されたか、または疑似ノードが変更されました。

• ES：エンドシステムの隣接関係が変更されました。

• HIPPITY：LSPDB過負荷ビットの状態が変更されました。

• IF_DOWN：新しい LSPが必要です。

• IP_DEF_ORIG：元のデフォルト情報が変更されました。

• IPDOWN：直接接続されている IPプレフィックスがダウンしました。

• IP_EXTERNAL：再配布された IPルートが現れたか、または失われまし
た。

• IPIA：エリア間 IPルートが現れたか、または失われました。

• IPUP：直接接続されている IPプレフィックスが起動しました。

• NEWADJ：新しい隣接関係が現れました。

• REDIST：再配信されたレベル-2 CLNSルートが変更されました。

• RRR_INFO：RRR帯域幅リソース情報。

Triggers
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関連コマンド 説明コマンド

パッシブインターフェイスをアドバタイズするように ASAを
設定します。

advertise passive-only

IS-ISエリア認証パスワードを設定します。area-password

IS-ISの認証をグローバルで有効にします。authentication key

グローバルな IS-ISインスタンスに対して IS-ISパケットで使用
される認証モードのタイプを指定します。

authentication mode

グローバルな IS-ISインスタンスでは、送信される（受信ではな
く）IS-ISパケットでのみ認証が実行されるように設定します。

authentication send-only

IS-ISデータ構造をクリアします。clear isis

IS-ISルーティングドメインへのデフォルトルートを生成しま
す。

default-information originate

IS-ISプロトコルにより発見されたルートに割り当てられるアド
ミニストレーティブディスタンスを定義します。

distance

IS-ISドメイン認証パスワードを設定します。domain-password

IS-IS LSPがフルになるように設定します。fast-flood

IS-IS helloをフルMTUサイズに設定します。hello padding

IS-ISダイナミックホスト名機能を有効にします。hostname dynamic

内部チェックサムエラーのある IS-ISLSPを受信した場合にLSP
をパージするのではなく無視するように ASAを設定します。

ignore-lsp-errors

IS-IS隣接関係の確立をフィルタ処理します。isis adjacency-filter

IS-ISインターフェイスで、LSPアドバタイズメントを使用して
接続中のネットワークの IS-ISプレフィックスをアドバタイズし
ます。

isis advertise-prefix

インターフェイスに対する認証を有効にします。isis authentication key

インターフェイスごとに、インスタンスに対して IS-ISパケット
で使用される認証モードのタイプを指定します。

isis authentication mode

送信される（受信ではなく）IS-ISパケットに対してのみ認証を
実行するように、インターフェイスごとの IS-ISインスタンスを
設定します。

isis authentication send-only

IS-ISで使用される隣接関係のタイプを設定します。isis circuit-type

show is～ show m
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説明コマンド

ブロードキャストインターフェイス上で定期的に CSNPパケッ
トが送信される間隔を設定します。

isis csnp-interval

IS-ISが連続して helloパケットを送信する時間の長さを指定し
ます。

isis hello-interval

ネイバーが見落とすことができる IS-IS helloパケット数の最大
値を指定します。見落とされたパケット数がこの値を超えると、

ASAは隣接がダウンしていると宣言します。

isis hello-multiplier

IS-IS helloをインターフェイスごとのフルMTUサイズに設定し
ます。

isis hello padding

インターフェイスごとの連続する IS-ISLSP送信間の遅延時間を
設定します。

isis lsp-interval

IS-ISメトリックの値を設定します。isis metric

インターフェイスの認証パスワードを設定します。isis password

インターフェイスでの指定されたASAのプライオリティを設定
します。

isis priority

インターフェイスごとに IS-ISプロトコルを無効にします。isis protocol shutdown

インターフェイス上の各 IS-ISLSPの再送信間の時間を設定しま
す。

isis retransmit-interval

インターフェイス上の各 IS-ISLSPの再送信間の時間を設定しま
す。

isis
retransmit-throttle-interval

IPプレフィックスがLSPに挿入されたときに、インターフェイ
スに設定された IPアドレスにタグを設定します。

isis tag

IS-ISルーティングプロセスのルーティングレベルを割り当て
ます。

is-type

NLSP IS-IS隣接関係がステートを変更（アップまたはダウン）
する際に、ASAがログメッセージを生成できるようにします。

log-adjacency-changes

PDUがフルになったときに、抑制されるルートを設定します。lsp-full suppress

LSP生成の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。lsp-gen-interval

LSPの更新間隔を設定します。lsp-refresh-interval

IS-ISエリアの追加の手動アドレスを設定します。max-area-addresses
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説明コマンド

LSPが更新されずにASAのデータベース内で保持される最大時
間を設定します。

max-lsp-lifetime

IS-ISのマルチパスロードシェアリングを設定します。maximum-paths

すべての IS-ISインターフェイスのメトリック値をグローバルに
変更します。

metric

新規スタイル、長さ、および値オブジェクト（TLV）を生成し、
TLVのみを受け入れるように、IS-ISを稼働している ASAを設
定します。

metric-style

ルーティングプロセスの NETを指定します。net

パッシブインターフェイスを設定します。passive-interface

PRCの IS-ISスロットリングをカスタマイズします。prc-interval

インターフェイス上で隣接関係を形成して LSPデータベースを
クリアすることができないように、IS-ISプロトコルをグローバ
ルで無効にします。

protocol shutdown

特にレベル1からレベル2へ、またはレベル2からレベル1へ、
IS-ISルートを再配布します。

redistribute isis

IS-IS IPプレフィックスにハイプライオリティを割り当てます。route priority high

IS-ISルーティングをイネーブルにします。router isis

レベル 1とレベル 2間のルータがAttachビットを設定する必要
がある場合の制約を指定します。

set-attached-bit

SPF計算の中間ホップとして使用できないことを他のルータに
通知するように ASAを設定します。

set-overload-bit

CLNS固有の情報を表示します。show clns

IS-ISの情報を表示します。show isis

IS-ISルートを表示します。show route isis

SPF計算の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。spf-interval

IS-ISの集約アドレスを作成します。summary-address
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show isis neighbors
IS-ISネイバーに関する情報を表示するには、特権 EXECモードで show isis neighborsコマンド
を使用します。

show isis neighbors [ detail ]

構文の説明 （任意）IS-ISネイバーの詳細情報を表示します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.6(1)

使用上のガイドライン show isis neighborsコマンドは、接続されている IS-ISルータに関する簡潔な情報を表示するた
めに使用されます。detailキーワードを入力すると、さらに詳細な情報が表示されます。

例 isis neighbors commandを入力して、IS-ISネイバーの routerAに関する情報を表示しま
す。

ciscoasa# show isis neighbors
System Id Type Interface IP Address State Holdtime Circuit Id
routerA L1 subint 22.22.22.5 UP 21 c2.01
routerA L2 subint 22.22.22.5 UP 22 c2.01
c2 L1 subint 22.22.22.3 UP 9 c2.01
c2 L2 subint 22.22.22.3 UP 9 c2.01

show isis neighbors detailコマンドを入力して、IS-ISネイバーの routerAに関する詳細
情報を表示します。

ciscoasa# show isis neighbors detail
System Id Type Interface IP Address State Holdtime Circuit Id
routerA L1 subint 22.22.22.5 UP 23 c2.01
Area Address(es): 49.0001

show is～ show m
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SNPA: 0025.8407.f2b0
State Changed: 00:03:03
LAN Priority: 64
Format: Phase V
Remote TID: 0
Local TID: 0
Interface name: subint

routerA L2 subint 22.22.22.5 UP 22 c2.01
Area Address(es): 49.0001
SNPA: 0025.8407.f2b0
State Changed: 00:03:03
LAN Priority: 64
Format: Phase V
Remote TID: 0
Local TID: 0
Interface name: subint

表 5 : show isis neighborsのフィールド

説明フィールド

エリア内のシステムを識別する 6バイト値。System Id

レベルのタイプ。IS-ISネイバーがレベル 1、レベル-1-2、またはレベル 2
のルータのいずれであるかを示します。

タイプ

システムが学習されたインターフェイス。インターフェイス

ネイバールータの IPアドレス。IP Address

IS-ISネイバーの状態がアップかダウンか示します。状態

リンクステートパケット（LSP）のホールド時間。LSPが有効である時間
（秒単位）。

Holdtime

IS-IS近接ルータがどのようにローカルルータに接続されているかを示す、
IS-IS近接ルータのポートロケーション。

Circuit Id

ルータから到達可能なエリアアドレス。レベル 1 LSPの場合は、送信元
ルータ上で手動により設定されるエリアアドレスになります。レベル 2
LSPの場合は、このルータが属するエリアのすべてのエリアアドレスに
なります。

Area Address(es)

サブネットワークポイントオブアタッチメント。これはデータリンク

アドレスです。

SNPA

状態が変化しました。State Changed

LANのプライオリティ。LAN Priority

近接ルータトポロジの ID。Remote TID

ローカルルータトポロジの ID。Local TID
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関連コマンド 説明コマンド

パッシブインターフェイスをアドバタイズするように ASAを
設定します。

advertise passive-only

IS-ISエリア認証パスワードを設定します。area-password

IS-ISの認証をグローバルで有効にします。authentication key

グローバルな IS-ISインスタンスに対して IS-ISパケットで使用
される認証モードのタイプを指定します。

authentication mode

グローバルな IS-ISインスタンスでは、送信される（受信ではな
く）IS-ISパケットでのみ認証が実行されるように設定します。

authentication send-only

IS-ISデータ構造をクリアします。clear isis

IS-ISルーティングドメインへのデフォルトルートを生成しま
す。

default-information originate

IS-ISプロトコルにより発見されたルートに割り当てられるアド
ミニストレーティブディスタンスを定義します。

distance

IS-ISドメイン認証パスワードを設定します。domain-password

IS-IS LSPがフルになるように設定します。fast-flood

IS-IS helloをフルMTUサイズに設定します。hello padding

IS-ISダイナミックホスト名機能を有効にします。hostname dynamic

内部チェックサムエラーのある IS-ISLSPを受信した場合にLSP
をパージするのではなく無視するように ASAを設定します。

ignore-lsp-errors

IS-IS隣接関係の確立をフィルタ処理します。isis adjacency-filter

IS-ISインターフェイスで、LSPアドバタイズメントを使用して
接続中のネットワークの IS-ISプレフィックスをアドバタイズし
ます。

isis advertise-prefix

インターフェイスに対する認証を有効にします。isis authentication key

インターフェイスごとに、インスタンスに対して IS-ISパケット
で使用される認証モードのタイプを指定します。

isis authentication mode

送信される（受信ではなく）IS-ISパケットに対してのみ認証を
実行するように、インターフェイスごとの IS-ISインスタンスを
設定します。

isis authentication send-only

IS-ISで使用される隣接関係のタイプを設定します。isis circuit-type
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説明コマンド

ブロードキャストインターフェイス上で定期的に CSNPパケッ
トが送信される間隔を設定します。

isis csnp-interval

IS-ISが連続して helloパケットを送信する時間の長さを指定し
ます。

isis hello-interval

ネイバーが見落とすことができる IS-IS helloパケット数の最大
値を指定します。見落とされたパケット数がこの値を超えると、

ASAは隣接がダウンしていると宣言します。

isis hello-multiplier

IS-IS helloをインターフェイスごとのフルMTUサイズに設定し
ます。

isis hello padding

インターフェイスごとの連続する IS-ISLSP送信間の遅延時間を
設定します。

isis lsp-interval

IS-ISメトリックの値を設定します。isis metric

インターフェイスの認証パスワードを設定します。isis password

インターフェイスでの指定されたASAのプライオリティを設定
します。

isis priority

インターフェイスごとに IS-ISプロトコルを無効にします。isis protocol shutdown

インターフェイス上の各 IS-ISLSPの再送信間の時間を設定しま
す。

isis retransmit-interval

インターフェイス上の各 IS-ISLSPの再送信間の時間を設定しま
す。

isis
retransmit-throttle-interval

IPプレフィックスがLSPに挿入されたときに、インターフェイ
スに設定された IPアドレスにタグを設定します。

isis tag

IS-ISルーティングプロセスのルーティングレベルを割り当て
ます。

is-type

NLSP IS-IS隣接関係がステートを変更（アップまたはダウン）
する際に、ASAがログメッセージを生成できるようにします。

log-adjacency-changes

PDUがフルになったときに、抑制されるルートを設定します。lsp-full suppress

LSP生成の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。lsp-gen-interval

LSPの更新間隔を設定します。lsp-refresh-interval

IS-ISエリアの追加の手動アドレスを設定します。max-area-addresses
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説明コマンド

LSPが更新されずにASAのデータベース内で保持される最大時
間を設定します。

max-lsp-lifetime

IS-ISのマルチパスロードシェアリングを設定します。maximum-paths

すべての IS-ISインターフェイスのメトリック値をグローバルに
変更します。

metric

新規スタイル、長さ、および値オブジェクト（TLV）を生成し、
TLVのみを受け入れるように、IS-ISを稼働している ASAを設
定します。

metric-style

ルーティングプロセスの NETを指定します。net

パッシブインターフェイスを設定します。passive-interface

PRCの IS-ISスロットリングをカスタマイズします。prc-interval

インターフェイス上で隣接関係を形成して LSPデータベースを
クリアすることができないように、IS-ISプロトコルをグローバ
ルで無効にします。

protocol shutdown

特にレベル1からレベル2へ、またはレベル2からレベル1へ、
IS-ISルートを再配布します。

redistribute isis

IS-IS IPプレフィックスにハイプライオリティを割り当てます。route priority high

IS-ISルーティングをイネーブルにします。router isis

レベル 1とレベル 2間のルータがAttachビットを設定する必要
がある場合の制約を指定します。

set-attached-bit

SPF計算の中間ホップとして使用できないことを他のルータに
通知するように ASAを設定します。

set-overload-bit

CLNS固有の情報を表示します。show clns

IS-ISの情報を表示します。show isis

IS-ISルートを表示します。show route isis

SPF計算の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。spf-interval

IS-ISの集約アドレスを作成します。summary-address
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show isis rib
特定のルートのパス、または IPローカルルーティング情報ベース（RIB）に格納されているメ
ジャーネットワーク下での全ルートのパスを表示するには、特権 EXECモードで show isis rib
コマンドを使用します。

show isis [ *| ip [ unicast ] | ipv6 [ unicast ]] rib [ redistribution [ level-1 | level-2 ]][ network_ip
[ mask ]]

構文の説明 （オプション）すべての IS-ISアドレスファミリを表示します。*

（オプション）IPv4アドレスファミリを表示します。ip

（オプション）IPv6アドレスファミリを表示します。ipv6

（オプション）レベル 1再配布 RIBを表示します。level-1

（オプション）レベル 2再配布 RIBを表示します。level-2

（オプション）ネットワークの RIB情報を表示します。network_ip [mask
]

（オプション）IS-IS IP再配布 RIB情報を表示します。redistribution

（オプション）ユニキャストアドレスファミリを表示します。unicast

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.6(1)

使用上のガイドライン IPグローバルRIB内に存在する IPプレフィックスアップデートが、IS-ISローカルRIB内で更
新されたことを確認するには、 show isis ribコマンドを入力します。

show is～ show m
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例 次に、IS-ISローカル RIB内に格納されたすべてのルートを表示する場合の show isis
rib コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show isis rib
IPv4 local RIB for IS-IS process
IPV4 unicast topology base (TID 0, TOPOID 0x2) = = = = = = = = = = = = = =
10.10.0.0 255.255.0.0
[115/L2/10] via 10.22.22.5(subint), from 10.22.22.5, tag 0, LSP[12/524]

10.1.2.0 255.255.255.0
[115/L2/10] via 10.22.22.5(subint), from 10.22.22.5, tag 0, LSP[12/524]

10.3.2.0 255.255.255.0
[115/L2/10] via 10.22.22.5(subint), from 10.22.22.5, tag 0, LSP[13/149]

次に、IS-ISローカル RIB内に格納されている、IPアドレスが 10.3.2.0のメジャーネッ
トワーク 10.0.0.0下の全ルータを表示する場合の show isis rib コマンドの出力例を示
します。

ciscoasa# show isis rib 10.3.2.0
IPv4 local RIB for IS-IS process
IPV4 unicast topology base (TID 0, TOPOID 0x2) = = = = = = = = = = = = =
Routes under majornet 10.0.0.0 255.0.0.0:
10.1.2.0 255.255.255.0
[115/L2/10] via 10.22.22.5(subint), from 10.22.22.5, tag 0, LSP[12/524]

10.3.2.0 255.255.255.0
[115/L2/10] via 10.22.22.5(subint), from 10.22.22.5, tag 0, LSP[13/149]

次に、IS-ISローカル RIB内に格納されている、IPアドレスマスクが 10.3.2.0
255.255.255.0のネットワーク下の全ルータを表示する場合の show isis ribコマンドの
出力例を示します。

ciscoasa# show isis rib 10.3.2.0 255.255.255.0
IPv4 local RIB for IS-IS process
IPV4 unicast topology base (TID 0, TOPOID 0x2) = = = = = = = = = = = = =
10.3.2.0 255.255.255.0
[115/L2/10] via 10.22.22.5(subint), from 10.22.22.5, tag 0, LSP[13/149]

関連コマンド 説明コマンド

パッシブインターフェイスをアドバタイズするようにASAを
設定します。

advertise passive-only

IS-ISエリア認証パスワードを設定します。area-password

IS-ISの認証をグローバルで有効にします。authentication key

グローバルな IS-ISインスタンスに対して IS-ISパケットで使
用される認証モードのタイプを指定します。

authentication mode

グローバルな IS-ISインスタンスでは、送信される（受信では
なく）IS-ISパケットでのみ認証が実行されるように設定しま
す。

authentication send-only

IS-ISデータ構造をクリアします。clear isis
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説明コマンド

IS-ISルーティングドメインへのデフォルトルートを生成しま
す。

default-information originate

IS-ISプロトコルにより発見されたルートに割り当てられるア
ドミニストレーティブディスタンスを定義します。

distance

IS-ISドメイン認証パスワードを設定します。domain-password

IS-IS LSPがフルになるように設定します。fast-flood

IS-IS helloをフルMTUサイズに設定します。hello padding

IS-ISダイナミックホスト名機能を有効にします。hostname dynamic

内部チェックサムエラーのある IS-IS LSPを受信した場合に
LSPをパージするのではなく無視するように ASAを設定しま
す。

ignore-lsp-errors

IS-IS隣接関係の確立をフィルタ処理します。isis adjacency-filter

IS-ISインターフェイスで、LSPアドバタイズメントを使用し
て接続中のネットワークの IS-ISプレフィックスをアドバタイ
ズします。

isis advertise-prefix

インターフェイスに対する認証を有効にします。isis authentication key

インターフェイスごとに、インスタンスに対して IS-ISパケッ
トで使用される認証モードのタイプを指定します。

isis authentication mode

送信される（受信ではなく）IS-ISパケットに対してのみ認証
を実行するように、インターフェイスごとの IS-ISインスタン
スを設定します。

isis authentication send-only

IS-ISで使用される隣接関係のタイプを設定します。isis circuit-type

ブロードキャストインターフェイス上で定期的にCSNPパケッ
トが送信される間隔を設定します。

isis csnp-interval

IS-ISが連続してhelloパケットを送信する時間の長さを指定し
ます。

isis hello-interval

ネイバーが見落とすことができる IS-IS helloパケット数の最大
値を指定します。見落とされたパケット数がこの値を超える

と、ASAは隣接がダウンしていると宣言します。

isis hello-multiplier

IS-IS helloをインターフェイスごとのフルMTUサイズに設定
します。

isis hello padding
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説明コマンド

インターフェイスごとの連続する IS-IS LSP送信間の遅延時間
を設定します。

isis lsp-interval

IS-ISメトリックの値を設定します。isis metric

インターフェイスの認証パスワードを設定します。isis password

インターフェイスでの指定された ASAのプライオリティを設
定します。

isis priority

インターフェイスごとに IS-ISプロトコルを無効にします。isis protocol shutdown

インターフェイス上の各 IS-IS LSPの再送信間の時間を設定し
ます。

isis retransmit-interval

インターフェイス上の各 IS-IS LSPの再送信間の時間を設定し
ます。

isis retransmit-throttle-interval

IPプレフィックスが LSPに挿入されたときに、インターフェ
イスに設定された IPアドレスにタグを設定します。

isis tag

IS-ISルーティングプロセスのルーティングレベルを割り当て
ます。

is-type

NLSPIS-IS隣接関係がステートを変更（アップまたはダウン）
する際に、ASAがログメッセージを生成できるようにします。

log-adjacency-changes

PDUがフルになったときに、抑制されるルートを設定します。lsp-full suppress

LSP生成の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。lsp-gen-interval

LSPの更新間隔を設定します。lsp-refresh-interval

IS-ISエリアの追加の手動アドレスを設定します。max-area-addresses

LSPが更新されずに ASAのデータベース内で保持される最大
時間を設定します。

max-lsp-lifetime

IS-ISのマルチパスロードシェアリングを設定します。maximum-paths

すべての IS-ISインターフェイスのメトリック値をグローバル
に変更します。

metric

新規スタイル、長さ、および値オブジェクト（TLV）を生成
し、TLVのみを受け入れるように、IS-ISを稼働しているASA
を設定します。

metric-style

ルーティングプロセスの NETを指定します。net
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説明コマンド

パッシブインターフェイスを設定します。passive-interface

PRCの IS-ISスロットリングをカスタマイズします。prc-interval

インターフェイス上で隣接関係を形成して LSPデータベース
をクリアすることができないように、IS-ISプロトコルをグロー
バルで無効にします。

protocol shutdown

特にレベル 1からレベル 2へ、またはレベル 2からレベル 1
へ、IS-ISルートを再配布します。

redistribute isis

IS-IS IPプレフィックスにハイプライオリティを割り当てま
す。

route priority high

IS-ISルーティングをイネーブルにします。router isis

レベル 1とレベル 2間のルータが Attachビットを設定する必
要がある場合の制約を指定します。

set-attached-bit

SPF計算の中間ホップとして使用できないことを他のルータに
通知するように ASAを設定します。

set-overload-bit

CLNS固有の情報を表示します。show clns

IS-ISの情報を表示します。show isis

IS-ISルートを表示します。show route isis

SPF計算の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。spf-interval

IS-ISの集約アドレスを作成します。summary-address
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show isis spf-log
ルータがフル最短パス優先（SPF）計算を実行した頻度と理由を表示するには、特権 EXEC
モードで show isis spf-logコマンドを使用します。

show isis [ *| ip [ unicast ] | ipv6 [ unicast ]] spf-log

構文の説明 （オプション）すべての IS-ISアドレスファミリを表示します。*

（オプション）IPv4アドレスファミリを表示します。ip

（オプション）IPv6アドレスファミリを表示します。ipv6

（オプション）ユニキャストアドレスファミリを表示します。unicast

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.6(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、ルータがフル最短パス優先（SPF）計算を実行した頻度と理由を表示します。

例 次に、 show isis ipv6 spf-log コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show isis ipv6 spf-log
TID 0 level 1 SPF log

When Duration Nodes Count First trigger LSP Triggers
00:15:46 3124 40 1 milles.00-00 TLVCODE
00:15:24 3216 41 5 milles.00-00 TLVCODE NEWLSP
00:15:19 3096 41 1 deurze.00-00 TLVCODE
00:14:54 3004 41 2 milles.00-00 ATTACHFLAG LSPHEADER
00:14:49 3384 41 1 milles.00-01 TLVCODE
00:14:23 2932 41 3 milles.00-00 TLVCODE
00:05:18 3140 41 1 PERIODIC
00:03:54 3144 41 1 milles.01-00 TLVCODE
00:03:49 2908 41 1 milles.01-00 TLVCODE
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00:03:28 3148 41 3 bakel.00-00 TLVCODE TLVCONTENT
00:03:15 3054 41 1 milles.00-00 TLVCODE
00:02:53 2958 41 1 mortel.00-00 TLVCODE
00:02:48 3632 41 2 milles.00-00 NEWADJ TLVCODE
00:02:23 2988 41 1 milles.00-01 TLVCODE
00:02:18 3016 41 1 gemert.00-00 TLVCODE
00:02:14 2932 41 1 bakel.00-00 TLVCONTENT
00:02:09 2988 41 2 bakel.00-00 TLVCONTENT
00:01:54 3228 41 1 milles.00-00 TLVCODE
00:01:38 3120 41 3 rips.03-00 TLVCONTENT

表 6 : show isis spf-logのフィールド

説明フィールド

今からどれくらい前（時間：分：秒）にフル SPF計算が発生したか。直近
20回分の発生内容が記録されます。

When

今回のSPF実行を完了させるために必要なミリ秒数。経過時間は実経過時間
であり、CPU時間ではありません。

持続時間

今回の SPF実行で計算されるトポロジを生成するルータおよび疑似ノード
（LAN）の数。

ノード

今回のSPF実行をトリガーしたイベントの数。トポロジが変更されると、複
数のリンクステートパケット（LSP）が短時間で受信されます。ルータは、
フル SPFを実行するまでに 5秒待機し、すべての新しい情報を保持できるよ
うにします。この数は、ルータがフル SPFを実行するまで 5秒待機する間に
発生した（新しい LSPの受信のような）イベントの数を意味します。

Count

新しい LSPの到着でフル SPF計算がトリガーされると、常にルータは LSP
IDを保存します。LSP IDは、エリア内でルーティングが不安定である原因
の手掛かりを提供できます。複数のLSPが 1つの SPFを実行すると、最後に
受信された LSPの LSP IDだけが記憶されます。

First trigger LSP

フルSPF計算をトリガーしたすべての理由のリスト。トリガーに関する次の
表を参照してください。

Triggers

表 7 : spf-log Triggers

説明Trigger

このルータは、レベル 2バックボーンに接続されるているか、または、レベ
ル 2バックボーンとの接続を失ったばかりです。

ATTACHFLAG

このルータの IS-ISプロセスに、別のアドミニストレーティブディスタンス
が設定されました。

ADMINDIST

このエリアの学習されたエリアアドレスの設定が変更されました。AREASET
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説明Trigger

IPプレフィックスが失われました。ルータはそのプレフィックスに到達する
ために別の方法があることを知っていますが、そのバックアップルートを保

存していません。別のルートを見つける唯一の方法は、フル SPFの実行で
す。

BACKUPOVFL

このルータで、clear isis *コマンドが発行されました。DBCHANGED

IPルートが失われましたが、これは IS-ISを介してではなく、優れたアドミ
ニストレーティブディスタンスを持つ別のプロトコルを介して学習されまし

た。IS-ISはフル SPFを実行し、失われた IPプレフィックスまでの IS-ISルー
トをインストールします。

IPBACKUP

このルータで、clear ip routeコマンドが発行されました。IPQUERY

リンクステートデータベース（LSDB）内のいくつかの LSPの期限が切れま
した。

LSPEXPIRED

LSPヘッダー内の ATT/P/OLビットまたは ISタイプが変更されました。LSPHEADER

このルータが、別のルータとの新しい隣接関係を作成しました。NEWADJ

このルータに、新しいエリアが（NetworkEntityTitle [NET]を介して）設定さ
れました。

NEWAREA

このルータに、（ISタイプを介して）新しいレベルが設定されました。NEWLEVEL

トポロジ内に新しいルータまたは疑似ノードが現れました。NEWLSP

このルータのインターフェイスに、新しいメトリックが設定されました。NEWMETRIC

このルータに、（NETを介して）新しいシステム IDが設定されました。NEWSYSID

ルータは通常、15秒ごとの間隔でフル SPF計算を実行します。PERIODIC

このルータで、clear clns routeコマンドが発行されました。RTCLEARED

TLVコードの不一致であり、最新バージョンの LSPに異なる TLVが含まれ
ていることを示します。

TLVCODE

TLVのコンテンツが変更されました。これは通常、エリア内で隣接関係が
アップまたはダウンしたこを示します。「First trigger LSP」カラムは、不安
定な状態が発生した可能性のある場所を示します。

TLVCONTENT

関連コマンド 説明コマンド

パッシブインターフェイスをアドバタイズするようにASAを
設定します。

advertise passive-only
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説明コマンド

IS-ISエリア認証パスワードを設定します。area-password

IS-ISの認証をグローバルで有効にします。authentication key

グローバルな IS-ISインスタンスに対して IS-ISパケットで使
用される認証モードのタイプを指定します。

authentication mode

グローバルな IS-ISインスタンスでは、送信される（受信では
なく）IS-ISパケットでのみ認証が実行されるように設定しま
す。

authentication send-only

IS-ISデータ構造をクリアします。clear isis

IS-ISルーティングドメインへのデフォルトルートを生成しま
す。

default-information originate

IS-ISプロトコルにより発見されたルートに割り当てられるア
ドミニストレーティブディスタンスを定義します。

distance

IS-ISドメイン認証パスワードを設定します。domain-password

IS-IS LSPがフルになるように設定します。fast-flood

IS-IS helloをフルMTUサイズに設定します。hello padding

IS-ISダイナミックホスト名機能を有効にします。hostname dynamic

内部チェックサムエラーのある IS-IS LSPを受信した場合に
LSPをパージするのではなく無視するように ASAを設定しま
す。

ignore-lsp-errors

IS-IS隣接関係の確立をフィルタ処理します。isis adjacency-filter

IS-ISインターフェイスで、LSPアドバタイズメントを使用し
て接続中のネットワークの IS-ISプレフィックスをアドバタイ
ズします。

isis advertise-prefix

インターフェイスに対する認証を有効にします。isis authentication key

インターフェイスごとに、インスタンスに対して IS-ISパケッ
トで使用される認証モードのタイプを指定します。

isis authentication mode

送信される（受信ではなく）IS-ISパケットに対してのみ認証
を実行するように、インターフェイスごとの IS-ISインスタン
スを設定します。

isis authentication send-only

IS-ISで使用される隣接関係のタイプを設定します。isis circuit-type
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説明コマンド

ブロードキャストインターフェイス上で定期的にCSNPパケッ
トが送信される間隔を設定します。

isis csnp-interval

IS-ISが連続してhelloパケットを送信する時間の長さを指定し
ます。

isis hello-interval

ネイバーが見落とすことができる IS-IS helloパケット数の最大
値を指定します。見落とされたパケット数がこの値を超える

と、ASAは隣接がダウンしていると宣言します。

isis hello-multiplier

IS-IS helloをインターフェイスごとのフルMTUサイズに設定
します。

isis hello padding

インターフェイスごとの連続する IS-IS LSP送信間の遅延時間
を設定します。

isis lsp-interval

IS-ISメトリックの値を設定します。isis metric

インターフェイスの認証パスワードを設定します。isis password

インターフェイスでの指定された ASAのプライオリティを設
定します。

isis priority

インターフェイスごとに IS-ISプロトコルを無効にします。isis protocol shutdown

インターフェイス上の各 IS-IS LSPの再送信間の時間を設定し
ます。

isis retransmit-interval

インターフェイス上の各 IS-IS LSPの再送信間の時間を設定し
ます。

isis retransmit-throttle-interval

IPプレフィックスが LSPに挿入されたときに、インターフェ
イスに設定された IPアドレスにタグを設定します。

isis tag

IS-ISルーティングプロセスのルーティングレベルを割り当て
ます。

is-type

NLSPIS-IS隣接関係がステートを変更（アップまたはダウン）
する際に、ASAがログメッセージを生成できるようにします。

log-adjacency-changes

PDUがフルになったときに、抑制されるルートを設定します。lsp-full suppress

LSP生成の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。lsp-gen-interval

LSPの更新間隔を設定します。lsp-refresh-interval

IS-ISエリアの追加の手動アドレスを設定します。max-area-addresses
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説明コマンド

LSPが更新されずに ASAのデータベース内で保持される最大
時間を設定します。

max-lsp-lifetime

IS-ISのマルチパスロードシェアリングを設定します。maximum-paths

すべての IS-ISインターフェイスのメトリック値をグローバル
に変更します。

metric

新規スタイル、長さ、および値オブジェクト（TLV）を生成
し、TLVのみを受け入れるように、IS-ISを稼働しているASA
を設定します。

metric-style

ルーティングプロセスの NETを指定します。net

パッシブインターフェイスを設定します。passive-interface

PRCの IS-ISスロットリングをカスタマイズします。prc-interval

インターフェイス上で隣接関係を形成して LSPデータベース
をクリアすることができないように、IS-ISプロトコルをグロー
バルで無効にします。

protocol shutdown

特にレベル 1からレベル 2へ、またはレベル 2からレベル 1
へ、IS-ISルートを再配布します。

redistribute isis

IS-IS IPプレフィックスにハイプライオリティを割り当てま
す。

route priority high

IS-ISルーティングをイネーブルにします。router isis

レベル 1とレベル 2間のルータが Attachビットを設定する必
要がある場合の制約を指定します。

set-attached-bit

SPF計算の中間ホップとして使用できないことを他のルータに
通知するように ASAを設定します。

set-overload-bit

CLNS固有の情報を表示します。show clns

IS-ISの情報を表示します。show isis

IS-ISルートを表示します。show route isis

SPF計算の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。spf-interval

IS-ISの集約アドレスを作成します。summary-address
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show isis topology
すべてのエリア内の接続された全ルータのリストを表示するには、特権 EXECモードで show
isis topologyコマンドを使用します。

show isis [ *| ip [ unicast ] | ipv6 [ unicast ]] topology [ level-1 | level-2 ]

構文の説明 （オプション）すべての IS-ISアドレスファミリを表示します。*

（オプション）IPv4アドレスファミリを表示します。ip

（オプション）IPv6アドレスファミリを表示します。ipv6

（オプション）エリア内のすべてのレベル 1ルータへのパスを表示します。level-1

（オプション）ドメイン内のすべてのレベル2ルータへのパスを表示します。level-2

（オプション）ユニキャストアドレスファミリを表示します。unicast

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.6(1)

使用上のガイドライン show isis topology コマンドを使用すると、すべてのエリア内の全ルータの存在およびルータ間
の接続状態を確認できます。

例 次に、 show isis topology コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show isis topology

IS-IS TID 0 paths to level-1 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
cisco1 --
routerA 10 routerA subint 0025.8407.f2b0
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c3 10
c2 10 c2 subint
c08c.60e6.986f
IS-IS TID 0 paths to level-2 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
cisco1 --
routerA 10 routerA subint 0025.8407.f2b0
c3 10
c2 10 c2 subint
c08c.60e6.986f

表 8 : show isis topologyのフィールド

説明フィールド

エリア内のシステムを識別する 6バイト値。System Id

送信側ルータとアドバタイズされたネイバー間の隣接関係のコスト用の

IS-ISメトリック、またはアドバタイズ元のルータからアドバタイズ対象
の宛先（IPアドレス、エンドシステム [ES]、または CLNSプレフィック
ス）に到達するコスト用のメトリック。

メトリック

ネクストホップルータのアドレス。Next-Hop

システムが学習されたインターフェイス。インターフェイス

サブネットワークポイントオブアタッチメント。これはデータリンク

アドレスです。

SNPA

関連コマンド 説明コマンド

パッシブインターフェイスをアドバタイズするようにASAを
設定します。

advertise passive-only

IS-ISエリア認証パスワードを設定します。area-password

IS-ISの認証をグローバルで有効にします。authentication key

グローバルな IS-ISインスタンスに対して IS-ISパケットで使
用される認証モードのタイプを指定します。

authentication mode

グローバルな IS-ISインスタンスでは、送信される（受信では
なく）IS-ISパケットでのみ認証が実行されるように設定しま
す。

authentication send-only

IS-ISデータ構造をクリアします。clear isis

IS-ISルーティングドメインへのデフォルトルートを生成しま
す。

default-information originate
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説明コマンド

IS-ISプロトコルにより発見されたルートに割り当てられるア
ドミニストレーティブディスタンスを定義します。

distance

IS-ISドメイン認証パスワードを設定します。domain-password

IS-IS LSPがフルになるように設定します。fast-flood

IS-IS helloをフルMTUサイズに設定します。hello padding

IS-ISダイナミックホスト名機能を有効にします。hostname dynamic

内部チェックサムエラーのある IS-IS LSPを受信した場合に
LSPをパージするのではなく無視するように ASAを設定しま
す。

ignore-lsp-errors

IS-IS隣接関係の確立をフィルタ処理します。isis adjacency-filter

IS-ISインターフェイスで、LSPアドバタイズメントを使用し
て接続中のネットワークの IS-ISプレフィックスをアドバタイ
ズします。

isis advertise-prefix

インターフェイスに対する認証を有効にします。isis authentication key

インターフェイスごとに、インスタンスに対して IS-ISパケッ
トで使用される認証モードのタイプを指定します。

isis authentication mode

送信される（受信ではなく）IS-ISパケットに対してのみ認証
を実行するように、インターフェイスごとの IS-ISインスタン
スを設定します。

isis authentication send-only

IS-ISで使用される隣接関係のタイプを設定します。isis circuit-type

ブロードキャストインターフェイス上で定期的にCSNPパケッ
トが送信される間隔を設定します。

isis csnp-interval

IS-ISが連続してhelloパケットを送信する時間の長さを指定し
ます。

isis hello-interval

ネイバーが見落とすことができる IS-IS helloパケット数の最大
値を指定します。見落とされたパケット数がこの値を超える

と、ASAは隣接がダウンしていると宣言します。

isis hello-multiplier

IS-IS helloをインターフェイスごとのフルMTUサイズに設定
します。

isis hello padding

インターフェイスごとの連続する IS-IS LSP送信間の遅延時間
を設定します。

isis lsp-interval
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説明コマンド

IS-ISメトリックの値を設定します。isis metric

インターフェイスの認証パスワードを設定します。isis password

インターフェイスでの指定された ASAのプライオリティを設
定します。

isis priority

インターフェイスごとに IS-ISプロトコルを無効にします。isis protocol shutdown

インターフェイス上の各 IS-IS LSPの再送信間の時間を設定し
ます。

isis retransmit-interval

インターフェイス上の各 IS-IS LSPの再送信間の時間を設定し
ます。

isis retransmit-throttle-interval

IPプレフィックスが LSPに挿入されたときに、インターフェ
イスに設定された IPアドレスにタグを設定します。

isis tag

IS-ISルーティングプロセスのルーティングレベルを割り当て
ます。

is-type

NLSPIS-IS隣接関係がステートを変更（アップまたはダウン）
する際に、ASAがログメッセージを生成できるようにします。

log-adjacency-changes

PDUがフルになったときに、抑制されるルートを設定します。lsp-full suppress

LSP生成の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。lsp-gen-interval

LSPの更新間隔を設定します。lsp-refresh-interval

IS-ISエリアの追加の手動アドレスを設定します。max-area-addresses

LSPが更新されずに ASAのデータベース内で保持される最大
時間を設定します。

max-lsp-lifetime

IS-ISのマルチパスロードシェアリングを設定します。maximum-paths

すべての IS-ISインターフェイスのメトリック値をグローバル
に変更します。

metric

新規スタイル、長さ、および値オブジェクト（TLV）を生成
し、TLVのみを受け入れるように、IS-ISを稼働しているASA
を設定します。

metric-style

ルーティングプロセスの NETを指定します。net

パッシブインターフェイスを設定します。passive-interface

PRCの IS-ISスロットリングをカスタマイズします。prc-interval
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説明コマンド

インターフェイス上で隣接関係を形成して LSPデータベース
をクリアすることができないように、IS-ISプロトコルをグロー
バルで無効にします。

protocol shutdown

特にレベル 1からレベル 2へ、またはレベル 2からレベル 1
へ、IS-ISルートを再配布します。

redistribute isis

IS-IS IPプレフィックスにハイプライオリティを割り当てま
す。

route priority high

IS-ISルーティングをイネーブルにします。router isis

レベル 1とレベル 2間のルータが Attachビットを設定する必
要がある場合の制約を指定します。

set-attached-bit

SPF計算の中間ホップとして使用できないことを他のルータに
通知するように ASAを設定します。

set-overload-bit

CLNS固有の情報を表示します。show clns

IS-ISの情報を表示します。show isis

IS-ISルートを表示します。show route isis

SPF計算の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。spf-interval

IS-ISの集約アドレスを作成します。summary-address
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show kernel
デバッグに使用できる Linux brctlユーティリティが提供する情報を表示するには、特権 EXEC
モードで show kernelコマンドを使用します。

show kernel [ process | bridge | cgroup-controller | ifconfig | module ]

構文の説明 タップのブリッジを表示します。bridge

cgroup-controllerの統計情報を表示します。cgroup-controller

タップおよびブリッジインターフェイスの統計情報を表示します。ifconfig

インストールおよび実行されているモジュールを表示します。module

ASAで実行されているアクティブなカーネルプロセスの現在のステータス
を表示します。

process

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.0(2)

cgroup-controllerキーワードが追加されました。8.4(1)

ifconfig、module、およびbridgeキーワードが追加されました。8.6(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、カーネルで実行されるさまざまなプロセスの統計情報を表示します。

例 次に、show kernel processコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show kernel process
PID PPID PRI NI VSIZE RSS WCHAN STAT RUNTIME COMMAND
1 0 16 0 991232 268 3725684979 S 78 init
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2 1 34 19 0 0 3725694381 S 0 ksoftirqd/0
3 1 10 -5 0 0 3725736671 S 0 events/0
4 1 20 -5 0 0 3725736671 S 0 khelper
5 1 20 -5 0 0 3725736671 S 0 kthread
7 5 10 -5 0 0 3725736671 S 0 kblockd/0
8 5 20 -5 0 0 3726794334 S 0 kseriod
66 5 20 0 0 0 3725811768 S 0 pdflush
67 5 15 0 0 0 3725811768 S 0 pdflush
68 1 15 0 0 0 3725824451 S 2 kswapd0
69 5 20 -5 0 0 3725736671 S 0 aio/0
171 1 16 0 991232 80 3725684979 S 0 init
172 171 19 0 983040 268 3725684979 S 0 rcS
201 172 21 0 1351680 344 3725712932 S 0 lina_monitor
202 201 16 0 1017602048 899932 3725716348 S 212 lina
203 202 16 0 1017602048 899932 0 S 0 lina
204 203 15 0 1017602048 899932 0 S 0 lina
205 203 15 0 1017602048 899932 3725712932 S 6 lina
206 203 25 0 1017602048 899932 0 R 13069390 lina
ciscoasa#

表 9-9に、各フィールドの説明を示します。

表 9 : show kernel processのフィールド

説明フィールド

プロセス ID。PID

親プロセス ID。PPID

プロセスのプライオリティ。PRI

プライオリティの計算に使用されるナイス値。値は 19（最大ナイス値）～ -19
（最小ナイス値）の範囲です。

NI

仮想メモリのサイズ（バイト単位）。VSIZE

プロセスの Resident Set Size（KB単位）。RSS

プロセスが待機しているチャネル。WCHAN

プロセスの状態。

• R：実行中

• S：割り込み可能な待機状態でスリープ中

• D：割り込み不可能なディスクスリープで待機中

• Z：ゾンビ

• T：トレースまたは停止（信号による）

• P：ページング

STAT

show is～ show m
52

show is～ show m
show kernel



説明フィールド

プロセスがユーザーモードまたはカーネルモードでスケジュールされている

jiffyの数。実行時間は utimeと stimeの合計です。
RUNTIME

プロセス名。COMMAND

例 次に、show kernel moduleコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show kernel module
Module Size Used by Tainted: P
cpp_base 861808 2
kvm_intel 44104 8
kvm 174304 1 kvm_intel
msrif 4180 0
tscsync 3852 0

次に、show kernel ifconfigコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show kernel ifconfig

br0 Link encap:Ethernet HWaddr 42:9E:B8:6C:1F:23
UP BROADCAST RUNNING MULTICAST MTU:1500 Metric:1
RX packets:43 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:0
RX bytes:1708 (1.6 KiB) TX bytes:0 (0.0 B)

br1 Link encap:Ethernet HWaddr 6A:03:EC:BA:89:26
UP BROADCAST RUNNING MULTICAST MTU:1500 Metric:1
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:0
RX bytes:0 (0.0 B) TX bytes:0 (0.0 B)

lo Link encap:Local Loopback
inet addr:127.0.0.1 Mask:255.255.255.255
UP LOOPBACK RUNNING MTU:16436 Metric:1
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:0
RX bytes:0 (0.0 B) TX bytes:0 (0.0 B)

tap0 Link encap:Ethernet HWaddr 6A:0C:48:32:FE:F4
inet addr:127.0.2.2 Bcast:127.255.255.255 Mask:255.0.0.0
UP BROADCAST RUNNING MULTICAST MTU:1500 Metric:1
RX packets:148 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:186 errors:0 dropped:13 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:500
RX bytes:10320 (10.0 KiB) TX bytes:12452 (12.1 KiB)

tap1 Link encap:Ethernet HWaddr 8E:E7:61:CF:E9:BD
UP BROADCAST RUNNING PROMISC MULTICAST MTU:1500 Metric:1
RX packets:259 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:187 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:500
RX bytes:19368 (18.9 KiB) TX bytes:14638 (14.2 KiB)

tap2 Link encap:Ethernet HWaddr 6A:03:EC:BA:89:26
UP BROADCAST RUNNING PROMISC MULTICAST MTU:1500 Metric:1
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:500
RX bytes:0 (0.0 B) TX bytes:0 (0.0 B)
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tap3 Link encap:Ethernet HWaddr 42:9E:B8:6C:1F:23
UP BROADCAST RUNNING PROMISC MULTICAST MTU:1500 Metric:1
RX packets:187 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:256 errors:0 dropped:3 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:500
RX bytes:14638 (14.2 KiB) TX bytes:19202 (18.7 KiB)

tap4 Link encap:Ethernet HWaddr 6A:5C:60:BC:9C:ED
UP BROADCAST RUNNING PROMISC MULTICAST MTU:1500 Metric:1
RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:500
RX bytes:0 (0.0 B) TX bytes:0 (0.0 B)

関連コマンド 説明コマンド

ASAにインストールされているモジュールに関する情報を表示します。show
module
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show kernel bridge
デバッグに使用できる各ポート上で学習された Linuxブリッジ、それらのメンバーポート、お
よびMACアドレスを表示するには、特権 EXECモードで show kernel bridgeコマンドを使用
します。

show kernel bridge [ mac-address bridge name ]

構文の説明 ブリッジの名前を表示します。bridge name

各ポートに関連付けられたMACアドレスを表示します。mac-address

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.6(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、デバッグに使用できる各ポート上で学習された Linuxブリッジ、それらのメ
ンバーポート、およびMACアドレス（リモートMACアドレスを含む）を表示します。

例 次に、show kernel bridgeコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show kernel bridge
bridge name bridge id STP enabled interfaces
br0 8000.0e3cd8a8909f no tap1

tap3
br1 8000.26d29f51a490 no tap2

tap4
tap5hostname#

次に、show kernel bridge mac-addressコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show kernel bridge mac-address br1
port no mac addr is local? ageing timer
1 00:21:d8:cb:dc:f7 no 12.93
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3 00:22:bd:d8:7d:da no 12.93
2 26:d2:9f:51:a4:90 yes 0.00
1 4e:a4:e0:73:1f:ab yes 0.00
3 52:04:38:3d:79:c0 yes 0.00

関連コマンド 説明コマンド

ASAにインストールされているモジュールに関する情報を表示します。show
kernel

show is～ show m
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show lacp
EtherChannel LACP情報（トラフィック統計情報、システム ID、およびネイバーの詳細など）
を表示するには、特権 EXECモードで次のコマンドを入力します。

show lacp {[ channel_group_number ]{ counters | internal | neighbor } sys-id }

構文の説明 （オプション）EtherChannelチャネルグループ番号を 1～ 48の範囲で
指定して、このチャネルグループに関する情報だけを表示します。

channel_group_number

送受信されたLACPDU数およびマーカー数のカウンタを表示します。counters

内部情報を表示します。internal

ネイバー情報を表示します。neighbor

LACPシステム IDを表示します。sys-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応—•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.4(1)

例 次に、 show lacp sys-idコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show lacp sys-id
32768,001c.c4e5.cfee

次に、 show lacp countersコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show lacp counters
LACPDUs Marker Marker Response LACPDUs

Port Sent Recv Sent Recv Sent Recv Pkts Err
---------------------------------------------------------------------
Channel group: 1

show is～ show m
57

show is～ show m
show lacp



Gi3/1 736 728 0 0 0 0 0
Gi3/2 739 730 0 0 0 0 0
Gi3/3 739 732 0 0 0 0 0

次に、 show lacp internalコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show lacp internal
Flags: S - Device is requesting Slow LACPDUs

F - Device is requesting Fast LACPDUs
A - Device is in Active mode P - Device is in Passive mode

Channel group 1
LACP port Admin Oper Port Port

Port Flags State Priority Key Key Number State
-----------------------------------------------------------------------------
Gi3/1 SA bndl 32768 0x1 0x1 0x302 0x3d
Gi3/2 SA bndl 32768 0x1 0x1 0x303 0x3d
Gi3/3 SA bndl 32768 0x1 0x1 0x304 0x3d

次に、 show lacp neighborコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show lacp neighbor
Flags: S - Device is requesting Slow LACPDUs

F - Device is requesting Fast LACPDUs
A - Device is in Active mode P - Device is in Passive mode

Channel group 1 neighbors
Partner's information:

Partner Partner LACP Partner Partner Partner Partner Partner
Port Flags State Port Priority Admin Key Oper Key Port Number Port State
-----------------------------------------------------------------------------------
Gi3/1 SA bndl 32768 0x0 0x1 0x306 0x3d
Gi3/2 SA bndl 32768 0x0 0x1 0x303 0x3d
Gi3/3 SA bndl 32768 0x0 0x1 0x302 0x3d

関連コマンド 説明コマンド

EtherChannelにインターフェイスを追加します。channel-group

EtherChannelを設定します。interface port-channel

チャネルグループで許可されるアクティブインターフェイス

の最大数を指定します。

lacp max-bundle

チャネルグループの物理インターフェイスのプライオリティ

を設定します。

lacp port-priority

LACPシステムプライオリティを設定します。lacp system-priority

ロードバランシングアルゴリズムを設定します。port-channel load-balance

ポートチャネルインターフェイスがアクティブになるために

必要な、アクティブインターフェイスの最小数を指定しま

す。

port-channel min-bundle

LACP情報（トラフィック統計情報、システム ID、ネイバー
の詳細など）が表示されます。

show lacp
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説明コマンド

EtherChannel情報が、詳細に 1行のサマリー形式で表示され
ます。このコマンドは、ポートとポートチャネルの情報も表

示します。

show port-channel

ポートチャネル負荷分散情報が、指定のパラメータセットに

対するハッシュ結果および選択されたメンバーインターフェ

イスとともに表示されます。

show port-channel load-balance
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show lacp cluster
cLACPシステムのMACおよび IDを表示するには、特権 EXECモードで show lacp clusterコ
マンドを使用します。

show lacp cluster { system-mac | system-id }

構文の説明 システム IDと、それが自動生成されたのか手動入力されたのかを表示します。system-mac

システム IDおよびプライオリティを表示します。system-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応—•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.0(1)

使用上のガイドライン clacp system-macコマンドを使用して cLACPシステムの IDおよびプライオリティを設定しま
す。

例 次に、show lacp cluster system-macコマンドの出力例を示します。

ciscoasa(cfg-cluster)# show lacp cluster system-mac
lacp cluster system MAC is automatically generated: a300.010a.010a.

次に、show lacp cluster system-idコマンドの出力例を示します。

ciscoasa(cfg-cluster)# show lacp cluster system-id
5 ,a300.010a.010a

関連コマンド 説明コマンド

cLACPシステムの IDおよびプライオリティを設定します。clacp
system-mac
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show license
スマートライセンスのステータスを表示するには、特権 EXECモードで show licenseコマンド
を使用します。

この機能は、ASA仮想だけでサポートされています。（注）

show license [ all | entitlement | cert | pool | registration | features ]

構文の説明 スマートライセンスの状態、スマートエージェントのバージョン、UDI情報、ス
マートエージェントの状態、グローバルコンプライアンスステータス、権限付

与ステータス、ライセンス証明書情報、およびスマートエージェントタスクのス

ケジュールを表示します。

all

使用中の各権限、ハンドル（整数 IDなど）、数、タグ、強制モード（適合、非適
合など）、バージョン、および権限が要求されたタイミングに関する詳細情報を

表示します。

entitlement

アイデンティティ証明書の内容、発行日、および有効期限を表示します。cert

このデバイスが割り当てられる権限付与プールを表示します。pool

現在のスマートライセンスの登録ステータスを表示します。registration

現在のライセンスを表示します。features

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.3(2)
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使用上のガイドライン show activation-keyコマンドは、show license featuresコマンドと同じ出力を提供します。

例 次に、基本ライセンスのみ（現在のライセンス権限なし）の ASA仮想の例を示しま
す。

Serial Number: 9AAHGX8514R
ASAv Platform License State: Unlicensed
No active entitlement: no feature tier configured
Licensed features for this platform:
Maximum Physical Interfaces : 10 perpetual
Maximum VLANs : 50 perpetual
Inside Hosts : Unlimited perpetual
Failover : Active/Standby perpetual
Encryption-DES : Enabled perpetual
Encryption-3DES-AES : Enabled perpetual
Security Contexts : 0 perpetual
GTP/GPRS : Disabled perpetual
AnyConnect Premium Peers : 2 perpetual
AnyConnect Essentials : Disabled perpetual
Other VPN Peers : 250 perpetual
Total VPN Peers : 250 perpetual
Shared License : Disabled perpetual
AnyConnect for Mobile : Disabled perpetual
AnyConnect for Cisco VPN Phone : Disabled perpetual
Advanced Endpoint Assessment : Disabled perpetual
UC Phone Proxy Sessions : 2 perpetual
Total UC Proxy Sessions : 2 perpetual
Botnet Traffic Filter : Enabled perpetual
Intercompany Media Engine : Disabled perpetual
Cluster : Disabled perpetual

関連コマンド 説明コマンド

Smart Call Homeを設定します。スマートライセンスでは、Smart
Call Homeインフラストラクチャが使用されます。

call-home

スマートライセンス設定をクリアします。clear configure license

スマートライセンスの機能層を設定します。feature tier

スマートライセンスおよび Smart Call Homeの HTTP(S)プロキシ
を設定します。

http-proxy

スマートライセンスのライセンス権限付与を要求できます。license smart

ライセンス認証局からデバイスを登録解除します。license smart deregister

デバイスをライセンス認証局に登録します。license smart register

登録またはライセンス権限を更新します。license smart renew

Smart Call Homeをイネーブルにします。service call-home

スマートライセンスのステータスを表示します。show license
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説明コマンド

スマートライセンスの設定を表示します。show running-config
license

スマートライセンスのスループットレベルを設定します。throughput level
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show lisp eid
ASAEIDテーブルを表示するには、特権 EXECモードで show lisp eidコマンドを使用します。

show lisp eid [ site-id id ]

構文の説明 特定のサイトのEIDのみを表示します。site-id
id

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.5(2)

使用上のガイドライン ASAは EIDとサイト IDを相関付ける EIDテーブルを維持します。テーブルを表示するには、
show lisp eidコマンドを使用します。

クラスタフローモビリティの LISPインスペクションについて

ASAは、場所の変更について LISPトラフィックを検査し、シームレスなクラスタリング操作
のためにこの情報を使用します。LISPの統合により、ASAクラスタメンバーは、最初のホッ
プルータと ETRまたは ITRとの間で渡される LISPトラフィックを検査し、その後、フロー
の所有者を新しいサイトへ変更できます。

クラスタフローモビリティには複数の相互に関連する設定が含まれています。

1. （オプション）ホストまたはサーバーの IPアドレスに基づく検査される EIDの限定：最
初のホップルータは、ASAクラスタが関与していないホストまたはネットワークに関す
る EID通知メッセージを送信することがあるため、EIDをクラスタに関連するサーバーま
たはネットワークのみに限定することができます。たとえば、クラスタが 2つのサイトの
みに関連しているが、LISPは 3つのサイトで稼働している場合は、クラスタに関連する 2
つのサイトの EIDのみを含めます。policy-map type inspect lisp、allowed-eid,および
validate-keyコマンドを参照してください。
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2. LISPトラフィックのインスペクション：ASAは、最初のホップルータと ITRまたは ETR
間で送信された EID通知メッセージに関して LISPトラフィックを検査します。ASAは
EIDとサイト IDを相関付ける EIDテーブルを維持します。たとえば、最初のホップルー
タの送信元 IPアドレスと ITRまたは ETRの宛先アドレスをもつ LISPトラフィックを検査
する必要があります。inspect lispコマンドを参照してください。

3. 指定されたトラフィックでのフローモビリティを有効にするサービスポリシー：ビジネ
スクリティカルなトラフィックでフローモビリティを有効にする必要があります。たとえ

ば、フローモビリティを、HTTPSトラフィックのみに制限したり、特定のサーバとの間
でやり取りされるトラフィックのみに制限したりできます。cluster flow-mobility lispコマ
ンドを参照してください。

4. サイト ID：ASAは各クラスタユニットのサイト IDを使用して、新しい所有者を判別しま
す。site-idコマンドを参照してください。

5. フローモビリティを有効にするクラスタレベルの設定：クラスタレベルでもフローモビ
リティを有効にする必要があります。このオン/オフの切り替えを使用することで、特定の
クラスのトラフィックまたはアプリケーションに対してフローモビリティを簡単に有効ま

たは無効にできます。flow-mobility lispコマンドを参照してください。

例 次に、show lisp eid コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show lisp eid
LISP EID Site ID
10.44.33.105 2
10.44.33.201 2
192.168.11.1 4
192.168.11.2 4

関連コマンド 説明コマンド

IPアドレスに基づいて検査される EIDを限定します。allowed-eids

フローモビリティカウンタをクリアします。clear cluster info flow-mobility counters

ASA EIDテーブルから EIDを削除します。clear lisp eid

サービスポリシーのフローモビリティを有効にします。cluster flow-mobility lisp

クラスタのフローモビリティを有効にします。flow-mobility lisp

LISPトラフィックを検査します。inspect lisp

LISP検査をカスタマイズします。policy-map type inspect lisp

クラスタシャーシのサイト IDを設定します。site-id

LISP検査用の ASPテーブルを表示します。show asp table classify domain
inspect-lisp
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説明コマンド

フローモビリティカウンタを表示します。show cluster info flow-mobility counters

LISPフローモビリティの対象となるトラフィックを表
示します。

show conn

ASA EIDテーブルを表示します。show lisp eid

サービスポリシーを表示します。show service-policy

LISPメッセージを検証するための事前共有キーを入力し
ます。

validate-key
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show local-host
ローカルホストのネットワーク状態を表示するには、特権 EXECモードで show local-host を
使用します。

show local-host [ hostname | ip_address ][ detail ][ brief ][ all ][ connection { sctp | tcp | udp |
embryonic } start [ -end ]][ zone [ zone_name ]]

構文の説明 （廃止）ASAに接続するローカルホストと、ASAから接続する
ローカルホストが含まれます。

all

（オプション）ローカルホストに関する簡潔な情報を表示します。brief

（廃止）番号と接続のタイプに基づいて、初期、TCP、UDP、また
は SCTPのフィルタを適用します。 start の数値は、そのタイプの
最小接続数を示します。- end の数値を含めると、10-100などの範
囲を指定できます。これらのフィルタは個別に使用することも、

組み合わせて使用することもできます。

connection { sctp | tcp |
udp | embryonic } start
[-end ]

（任意）アクティブな xlateおよびネットワーク接続の詳細情報を
含めた、ローカルホスト情報の詳細なネットワーク状態を表示し

ます。

detail

（オプション）ローカルホスト名または IPv4/IPv6アドレスを指定
します。

hostname | ip_address

（オプション）ゾーンごとにローカルホストを指定します。zone [zone_name ]

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

ホスト制限があるモデルでは、このコマンドにより、外部インターフェイスと見な

されるインターフェイスが表示されるようになりました。

7.2(1)
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変更内容リリー

ス

新しい 2つのオプション、 connection と briefが show local-hostコマンドに追加さ
れ、出力が内部ホストの接続数でフィルタリングされるようになりました。

7.2(4)

テレメトリベースのアラートとしてシスコに Smart Call Home情報を送信するコマ
ンドが、 show local-hostコマンドから show local-host | include interface コマンドに
変更されました。これは、インターフェイスアドレス情報を提供します。

9.1(2)

zone キーワードが追加されました。9.3(2)

表示が変更され、アスタリスク（*）でバックアップポートのブロックが示される
ようになりました。

9.5(2)

SCTP接続が出力に追加されました。 connection sctp キーワードが追加されまし
た。

9.5(2)

接続フィルタのキーワードの embryonic、TCP、UDP、SCTPは廃止されました。9.14(1)

マルチキャストデータ接続エントリが出力に追加されました。9.16(1)

使用上のガイドライン show local-host コマンドを使用すると、ローカルホストのネットワーク状態を表示できます。
ローカルホストは、トラフィックを ASAに送信するか、またはトラフィックを通じて転送す
る任意のホストに対して作成されます。

9.16以降を実行しているシステムでは、このコマンドの代わりに show conn addressコマンド
を使用することを検討してください。

このコマンドを使用すると、ローカルホストの変換スロットおよび接続スロットを表示できま

す。変換情報には、ホストに割り当てられた PATポートのブロックが含まれます。

ホスト制限のあるモデルの場合、ルーテッドモードで、内部のホスト（ワークゾーンとホー

ムゾーン）は、外部（インターネットゾーン）と通信するときにのみ制限値にカウントされ

ます。インターネットホストは制限値にカウントされません。ワークとホームの間のトラフィッ

クを開始するホストも、制限値にカウントされません。デフォルトルートに関連付けられたイ

ンターフェイスは、インターネットインターフェイスと見なされます。デフォルトルートが

ない場合、すべてのインターフェイス上のホストが制限値にカウントされます。トランスペア

レントモードでは、ホスト数が最小のインターフェイスがホスト制限値にカウントされます。

廃止されたオプション

このコマンドでは、接続の制限数も表示されます。接続制限が設定されていない場合、値とし

て 0が表示され、制限は適用されません。

TCP代行受信が設定されている場合に、SYN攻撃が発生すると、 show local-host コマンド出
力では、代行受信された接続の数が使用回数に計上されます。このフィールドは通常、完全な

オープン接続のみを表示します。
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show local-host コマンド出力では、静的接続を使用するホストに対して最大初期接続の制限値
（TCP代行受信の水準点）が設定されている場合に、 TCP embryonic count to host counter が
使用されます。このカウンタは、他のホストからこのホストに向かう初期接続の合計を示しま

す。この合計が設定された最大制限値を超過すると、このホストへの新規接続に TCP代行受
信が適用されます。

例 次に、 show local-host コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show local-host
Interface mgmt: 2 active, 2 maximum active
local host: <10.24.250.191>,

SCTP flow count/limit = 0/unlimited
TCP flow count/limit = 1/unlimited
TCP embryonic count to host = 0
TCP intercept watermark = unlimited
UDP flow count/limit = 0/unlimited

local host: <10.44.64.65>,
SCTP flow count/limit = 0/unlimited
TCP flow count/limit = 1/unlimited
TCP embryonic count to host = 1
TCP intercept watermark = unlimited
UDP flow count/limit = 5/unlimited

Interface inside: 0 active, 0 maximum active,
Interface outside: 0 active, 0 maximum active
Interface any: 0 active, 0 maximum active, 0 denied

次に、ホスト制限がある ASAでの show local-host コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show local-host
Detected interface 'outside' as the Internet interface. Host limit applies to all other
interfaces.
Current host count: 3, towards licensed host limit of: 50
Interface inside: 1 active, 1 maximum active, 0 denied
Interface outside: 0 active, 0 maximum active, 0 denied

次に、ホスト制限がある ASAでの show local-host コマンドの出力例を示します。た
だし、デフォルトルートがない場合、ホスト制限はすべてのインターフェイスに適用

されます。デフォルトルートインターフェイスは、デフォルトルートまたはルート

が使用するインターフェイスがダウンしている場合は検出できないことがあります。

ciscoasa# show local-host
Unable to determine Internet interface from default route. Host limit applied to all
interfaces.
Current host count: 3, towards licensed host limit of: 50
Interface c1in: 1 active, 1 maximum active
Interface c1out: 0 active, 0 maximum active

次に、ホスト制限がない ASAでの show local-host コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show local-host
Licensed host limit: Unlimited
Interface c1in: 1 active, 1 maximum active
Interface c1out: 0 active, 0 maximum active

次の例では、特定のホストに関する情報に続けて、そのホストの詳細情報を示してい

ます。
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ciscoasa# show local-host 10.1.1.91
Interface third: 0 active, 0 maximum active
Interface inside: 1 active, 1 maximum active
local host: <10.1.1.91>,
SCTP flow count/limit = 0/unlimited
TCP flow count/limit = 1/unlimited
TCP embryonic count to (from) host = 0 (0)
TCP intercept watermark = unlimited
UDP flow count/limit = 0/unlimited
Xlate:
PAT Global 192.150.49.1(1024) Local 10.1.1.91(4984)
Conn:
TCP out 192.150.49.10:21 in 10.1.1.91:4984 idle 0:00:07 bytes 75 flags UI Interface
outside: 1 active, 1 maximum active
ciscoasa# show local-host 10.1.1.91 detail
Interface third: 0 active, 0 maximum active
Interface inside: 1 active, 1 maximum active
local host: <10.1.1.91>,
SCTP flow count/limit = 0/unlimited
TCP flow count/limit = 1/unlimited
TCP embryonic count to (from) host = 0 (0)
TCP intercept watermark = unlimited
UDP flow count/limit = 0/unlimited
Xlate:
TCP PAT from inside:10.1.1.91/4984 to outside:192.150.49.1/1024 flags ri
Conn:
TCP outside:192.150.49.10/21 inside:10.1.1.91/4984 flags UI Interface outside: 1 active,
1 maximum active

関連コマンド 説明コマンド

（廃止） showlocal-hostコマンドによって表示されるローカルホストからの
ネットワーク接続を解放します。

clear local-host

ネットワークをグローバル IPアドレスプールに関連付けます。nat
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show logging
バッファ内のログまたはその他のロギング設定を表示するには、特権 EXECモードで show
loggingコマンドを使用します。

show logging [ message [ syslog_id | all ] | asdm | queue | setting | flow-export-syslogs ]
message

構文の説明 （任意）すべての syslogメッセージ IDと、有効か無効かを表示します。all

（任意）ASDMロギングバッファの内容を表示します。asdm

（オプション）NetFlowに送信されるメッセージと、それらがイネーブ
ルかディセーブルかを表示します。

flow-export-syslogs

（任意）デフォルト以外のレベルにあるメッセージを表示します。メッ

セージレベルを設定するには、 logging message コマンドを参照してく
ださい。

message

（任意）syslogメッセージキューを表示します。queue

（任意）ロギング設定を表示します。ロギングバッファは表示されませ

ん。

setting

（任意）表示するメッセージ番号を指定します。syslog_id

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表は、このコマンドを入力できるモードを示しています。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

syslogサーバーが SSL/TLS接続を使用するように設定されているかどうかを示しま
す。

8.0(2)

flow-export-syslogs キーワードが追加されました。8.1(1)
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変更内容リリー

ス

show logging コマンドでは、監査ブロックの現在の状態に関するエントリが出力に
含まれます。

8.4(1)

このコマンドの出力には、IPv6アドレスで設定された syslogサーバーが含まれてい
ます。

9.7(1)

使用上のガイドライン logging bufferedコマンドを使用している場合、キーワードなしの show loggingコマンドから
は、現在のメッセージバッファと現在の設定が表示されます。

show logging queueコマンドを使用すると、次の情報を表示できます。

•キュー内のメッセージ数

•キュー内に記録されたメッセージの最大数

•処理に利用できるブロックメモリがなかったために廃棄されたメッセージ数

•トラップおよび他の syslogメッセージごとに別々のキュー

出力の UDP Txには、データエンジンから送信された syslogメッセージの数が表示されます。（注）

ゼロは、設定するキューサイズとして許容される数値であり、最大許容キューサイズを示し

ます。設定されたキューサイズが0の場合、show logging queueコマンドの出力に実際のキュー
サイズが表示されます。

（注）

例 次に、 show logging コマンドの出力例を示します。

Timestamp logging: enabled
Standby logging: disabled
Debug-trace logging: disabled
Console logging: disabled
Monitor logging: disabled
Buffer logging: level debugging, 279951603 messages logged
Trap logging: level debugging, facility 20, 1288748922 messages logged

Logging to MGMT x.x.x.x errors: 2 dropped: 32
Logging to MGMT x.x.x.x
Logging to MGMT x.x.x.x
Logging to MGMT x.x.x.x errors: 1 dropped: 2

Permit-hostdown logging: state

History logging: disabled
Device ID: disabled
Mail logging: disabled
ASDM logging: disabled
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state の有効な値は、enabled、disabled、disabled-blocking、および disabled-not blocking
です。

（注）

ASAは、1分ごとに、タイプ別に最大量のログを保存し、残りを削除します。設定さ
れた制限を確認するには、次のコマンドを使用します。

show running-config all logging | in rate-limit

logging rate-limitを使用すると制限を変更できます。

次に、セキュア syslogサーバーが設定された show loggingコマンドの出力例を示しま
す。

ciscoasa(config)# logging host inside 10.0.0.1 TCP/1500 secure
ciscoasa(config)# show logging
Syslog logging: disabled
Facility:
Timestamp logging: disabled
Deny Conn when Queue Full: disabled
Console logging: level debugging, 135 messages logged
Monitor logging: disabled
Buffer logging: disabled
Trap logging: list show _syslog, facility, 20, 21 messages logged
Logging to inside 10.0.0.1 tcp/1500 SECURE
History logging: disabled
Device ID: disabled
Mail logging: disabled
ASDM logging disabled

次に、 show logging queue コマンドの出力例を示します。

ciscoasa(config)# show logging
queue

Logging Queue length limit: 512 msg(s)
0 msg(s) discarded due to queue overflow
0 msg(s) discarded due to memory allocation failure
Current 0 msgs on queue, 0 msgs most on queue

次に、 show logging message all コマンドの出力例を示します。

ciscoasa(config)# show logging message all
syslog 111111: default-level alerts (enabled)
syslog 101001: default-level alerts (enabled)
syslog 101002: default-level alerts (enabled)
syslog 101003: default-level alerts (enabled)
syslog 101004: default-level alerts (enabled)
syslog 101005: default-level alerts (enabled)
syslog 102001: default-level alerts (enabled)
syslog 103001: default-level alerts (enabled)
syslog 103002: default-level alerts (enabled)
syslog 103003: default-level alerts (enabled)
syslog 103004: default-level alerts (enabled)
syslog 103005: default-level alerts (enabled)
syslog 103011: default-level alerts (enabled)
syslog 103012: default-level informational (enabled)
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次に、NetFlowに送信されるメッセージと、それらがイネーブルかディセーブルかを
表示する例を示します。

ciscoasa# show logging flow-export-syslogs

Syslog ID Type Status
302013 Flow Created Enabled
302015 Flow Created Enabled
302017 Flow Created Enabled
302020 Flow Created Enabled
302014 Flow Deleted Enabled
302016 Flow Deleted Enabled
302018 Flow Deleted Enabled
302021 Flow Deleted Enabled
106015 Flow Denied Enabled
106023 Flow Denied Enabled
313001 Flow Denied Enabled
313008 Flow Denied Enabled
710003 Flow Denied Enabled
106100 Flow Created/Denied Enabled

関連コマンド 説明コマンド

ASDMへのロギングをイネーブルにします。logging asdm

バッファへのロギングをイネーブルにします。logging buffered

NetFlowデータに関連付けられている syslogメッセージをイネー
ブルまたはディセーブルにします。

logging flow-export-syslogs

syslogサーバーを定義します。logging host

メッセージレベルを設定するか、またはメッセージをディセー

ブルにします。

logging message

ロギングキューを設定します。logging queue
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show mac-address-table
MACアドレステーブルを表示するには、特権 EXECモードで show mac-address-tableコマン
ドを使用します。

show mac-address-table [ interface_name | count | static | vtep-mapping ]

構文の説明 （任意）ダイナミックおよびスタティックエントリの合計数を一覧します。count

（任意）MACアドレステーブルエントリを表示するインターフェイス名を指
定します。

interface_name

（任意）スタティックエントリのみを一覧します。static

（オプション）リモートVTEP IPアドレスが設定されたVNIインターフェイス
上のレイヤ 2転送テーブル（MACアドレステーブル）を表示します。

vtep-mapping

コマンドデフォルト インターフェイスを指定しない場合、すべてのインターフェイスMACアドレスエントリが表
示されます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

vtep-mappingキーワードが追加されました。9.4(1)

ルーテッドモードのサポートが追加されました。9.7(1)

例 次に、show mac-address-tableコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mac-address-table
interface mac address type Time Left
-----------------------------------------------------------------------
outside 0009.7cbe.2100 static -
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inside 0010.7cbe.6101 static -
inside 0009.7cbe.5101 dynamic 10

次に、内部インターフェイスの show mac-address-tableコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mac-address-table
inside
interface mac address type Time Left
-----------------------------------------------------------------------
inside 0010.7cbe.6101 static -
inside 0009.7cbe.5101 dynamic 10

次に、show mac-address-table count コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mac-address-table count
Static mac-address bridges (curr/max): 0/65535
Dynamic mac-address bridges (curr/max): 103/65535

show mac-address-table vtep-mappingコマンドについては、次の出力を参照してくだ
さい。

ciscoasa# show mac-address-table vtep-mapping
interface mac address type Age(min) bridge-group VTEP
------------------------------------------------------------------------------------------------
vni-outside 00ff.9200.0000 dynamic 5 1 10.9.1.3
vni-inside 0041.9f00.0000 dynamic 5 1 10.9.1.3

関連コマンド 説明コマンド

ファイアウォールモードをトランスペアレントに設定します。firewall transparent

ダイナミックMACアドレスエントリのタイムアウトを設定し
ます。

mac-address-table aging-time

MACアドレステーブルにスタティックアドレスエントリを追
加します。

mac-address-table static

MACアドレスラーニングをディセーブルにします。mac-learn
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show mac-learn
各インターフェイスに対してMACラーニングがイネーブルかディセーブルかを表示するに
は、特権 EXECモードで show mac-learnを使用します。

show mac-learn

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

ルーテッドモードのサポートが追加されました。9.7(1)

使用上のガイドライン デフォルトで、各インターフェイスは着信トラフィックのMACアドレスを自動的に学習し、
システムは対応するエントリをMACアドレステーブルに追加します。インターフェイスごと
にMACラーニングをディセーブルにすることができます。

例 次に、show mac-learnコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mac-learn

no mac-learn flood
interface mac learn
-------------------------------------------
outside enabled
inside1_2 enabled
inside1_3 enabled
inside1_4 enabled
inside1_5 enabled
inside1_6 enabled
inside1_7 enabled
inside1_8 enabled
diagnostic enabled
inside enabled

show is～ show m
77

show is～ show m
show mac-learn



関連コマンド 説明コマン

ド

MACアドレスラーニングをディセーブルにします。mac-learn
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show management-access
管理アクセスに設定された内部インターフェイスの名前を表示するには、特権EXECモードで
show management-accessコマンドを使用します。

show management-access

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン management-accessコマンドを使用すると、mgmt_ifで指定したファイアウォールインターフェ
イスの IPアドレスを使用して、内部管理インターフェイスを定義できます（インターフェイ
ス名は nameifコマンドによって定義され、show interfaceコマンドの出力で引用符 " "に囲ま
れて表示されます）。

例 次に、「inside」という名前のファイアウォールインターフェイスを管理アクセスイ
ンターフェイスとして設定し、結果を表示する例を示します。

ciscoasa(config)# management-access inside
ciscoasa(config)# show management-access
management-access inside

関連コマンド 説明コマンド

ASAの管理アクセスのための、内部インターフェイスのコ
ンフィギュレーションを削除します。

clear configure management-access

管理アクセス用の内部インターフェイスを設定します。management-access
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show-map-domain
マッピングアドレスおよびポート（MAP）ドメインを表示するには、特権EXECモードで show
map-domainコマンドを使用します。

show map-domain

コマンドデフォルト デフォルト設定はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。9.13(1)

使用上のガイドライン show map-domainコマンドによってMAP構成が表示されます（show running-config map-domain
と同様）が、同時にドメイン構成が有効かどうかも示されます。

例 次の例には、2つのドメイン（1と 2）があります。この出力では、MAPドメイン 2
が不完全なためにアクティブではないことが説明されています。

ciscoasa(config)# show map-domain

MAP Domain 1
Default Mapping Rule
IPv6 prefix 2001:db8:cafe:cafe::/64

Basic Mapping Rule
IPv6 prefix 2001:cafe:cafe:1::/64
IPv4 prefix 192.168.3.0 255.255.255.0
share ratio 16
start port 1024
PSID length 4
PSID offset 6
Rule EA-bit length 12

MAP Domain 2
Default Mapping Rule
IPv6 prefix 2001:db8:1234:1234::/64

Warning: map-domain 2 configuration is incomplete and not in effect.
ciscoasa(config)#
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関連コマンド 説明コマンド

MAPドメインの基本マッピングルールを設定します。basic-mapping-rule

MAPドメインのデフォルトマッピングルールを設定します。default-mapping-rule

MAPドメインの基本マッピングルールの IPv4プレフィックスを設定し
ます。

ipv4-prefix

MAPドメインの基本マッピングルールの IPv6プレフィックスを設定し
ます。

ipv6-prefix

マッピングアドレスおよびポート（MAP）ドメインを設定します。map-domain

MAPドメインの基本マッピングルールのポート数を設定します。share-ratio

マッピングアドレスおよびポート（MAP）ドメインに関する情報を表
示します。

show map-domain

MAPドメインの基本マッピングルールの開始ポートを設定します。start-port
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show memory
物理メモリの最大量、およびオペレーティングシステムで現在使用可能な空きメモリ量の要約

を表示するには、特権 EXECモードで show memoryコマンドを使用します。

show memory [ detail ]

構文の説明 （任意）空きメモリおよび割り当て済みシステムメモリの詳細ビューを表示します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

ASA仮想をサポートするために、仮想マシン（VM）の統計情報が出力に追加され
ました。

9.2(1)

内部メモリマネージャが show memory detailコマンドの標準 glibcライブラリに置
き換えられました。

9.3(2)

使用上のガイドライン showmemoryコマンドで、物理メモリの最大量およびオペレーティングシステムで現在使用可
能な空きメモリ量の要約を表示できます。メモリは必要に応じて割り当てられます。

SNMPを使用して show memoryコマンドから情報を表示することもできます。

show memory detailの出力を show memory binsizeコマンドともに使用して、メモリリークを
デバッグできます。

showmemory detailコマンド出力は、要約、DMAメモリ、ヒープメモリの 3つのセクションに
分割できます。要約には、メモリ全体の割り当てが表示されます。DMAにリンクしていない
メモリ、または予約されていないメモリは、ヒープと見なされます。Freememoryの値は、ヒー
プ内の未使用メモリです。Used memoryの値は、割り当て済みのメモリの合計を示します。
ヒープ割り当ての明細は、出力の後半で表示されます。予約メモリおよび DMA予約メモリ
は、別のシステムプロセスおよび主に VPNサービスによって使用されます。
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Free memoryは、Heapcache Pool、Global Shared Pool、および Systemの 3つの部分に分かれて
います。Heapcache Poolと Global Shared Poolは、glibcヒープで利用可能なメモリの空き容量
です。Systemは、基盤となるシステムから割り当てることができる使用可能なメモリです。
ASAで使用可能な Freememoryの総容量は、Heapcache Pool、Global Shared Pool、および System
の合計です。

Used memoryは Heapcache Pool、Global Shared Pool、Reserved、および System Overheadの 4つ
の部分に分かれています。Heapcache Poolと Global Shared Poolプールは、glibcヒープの Used
memoryの容量です。予約メモリ（DMA）は、DMAのプールに予約されているメモリ量です。
Systemオーバーヘッドは、さまざまな実行プロセスの glibcオーバーヘッドおよびプロセス
オーバーヘッドです。

•メモリは、起動時に DMAとヒープキャッシュ用に予約されます。

•最初に、ヒープメモリはヒープキャッシュから割り当てられ、その後にヒープキャッシュ
がなくなると、グローバル共有プールから割り当てられます。

•グローバル共有プールでは、必要に応じてシステムからメモリが渡されます。メモリが解
放されて返せるようになるたびに、システムに返します。

•空きヒープメモリの合計は、ヒープキャッシュとグローバル共有プールのメモリ容量に、
システムの空きメモリ容量を加えたものです。

割り当てられたメモリの統計情報の合計（バイト）列に表示される値は、show memory detail
コマンド出力の実際の値（MEMPOOL_GLOBAL_SHARED POOL STATS）ではありません。

バージョン 9.3(2)より前は、すべてのシステムメモリ（DMAプール用を除き）が
MEMPOOL_GLOBAL_SHAREDの一部として表示されます。つまり、すべての割り当て可能
な空きメモリが、MEMPOOL_GLOBAL_SHAREDにありました。バージョン 9.3(2)では、
MEMPOOL_GLOBAL_SHAREDは、ブートアップ時にすべてのシステムメモリを取得しませ
んが、必要なときは常に、基盤となるオペレーティングシステムにメモリを要求します。同様

に、大量のメモリが解放されたときは、システムにメモリが返されます。その結果、

MEMPOOL_GLOBAL_SHAREDのサイズは需要に応じて増減されて表示されます。割り当て
を高速化するため、最小空きメモリ量は、MEMPOOL_GLOBAL_SHAREDに残されます。

（注）

出力は、サイズ 49,152のブロックが空きプールに割り当てられてから戻され、別のサイズ
131,072のブロックが割り当てられていることを示します。この場合、空きメモリは
131,072-49,152=81,920バイト単位で減少しますが、実際は 100,000バイトずつ減少します（空
きメモリの行を参照）。

ciscoasa# show memory detail
Free memory heap: 1193358928 bytes (13%)
Free memory system: 6596267951 bytes (74%)
Used memory:

Allocated memory in use: 464188448 bytes ( 5%)
Reserved memory (DMA): 513802240 bytes ( 6%)
Memory overhead: 202659216 bytes ( 2%)

----------------------------- ------------------
Total memory: 8970276783 bytes (100%)
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Least free memory: 7963442431 bytes (89%)
Most used memory: 1006834352 bytes (11%)
MEMPOOL_HEAPCACHE_0 POOL STATS:
Non-mmapped bytes allocated = 1541406720
Number of free chunks = 633
Number of mmapped regions = 0
Mmapped bytes allocated = 0
Max memory footprint = 1541406720
Keepcost = 1190961440
Max contiguous free mem = 1190961440
Allocated memory in use = 348047792
Free memory = 1193358928
----- fragmented memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

32 177 5664
48 204 9792
64 161 10304
80 3 240
96 1 96**
112 2 224
160 5 800
192 1 192
208 1 208
224 1 224
240 1 240
256 13 4064
384 2 864
512 3 1648
1024 1 1296
12288 1 13792
24576 2 57424
32768 1 43824
65536 1 65616
262144 1 322672
1572864 1 1843712

1190961440 1 1190961440*
* - top most releasable chunk.
** - contiguous memory on top of heap.
----- allocated memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

80 1637 130960
96 13898 1334208
112 3422 383264
128 1910 244480
144 3677 529488
160 463 74080
176 856 150656
192 357 68544
208 350 72800
224 370 82880
240 337 80880
256 2293 587008
384 596 228864
512 657 336384
768 504 387072
1024 449 459776
1536 1217 1869312
2048 376 770048
3072 137 420864
4096 652 2670592
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6144 73 448512
8192 212 1736704
12288 643 7901184
16384 598 9797632
24576 31 761856
32768 77 2523136
49152 31 1523712
65536 200 13107200
98304 30 2949120
131072 20 2621440
196608 28 5505024
262144 14 3670016
393216 23 9043968
524288 5 2621440
786432 9 7077888
1048576 11 11534336
1572864 10 15728640
2097152 5 10485760
3145728 3 9437184
4194304 3 12582912
6291456 1 6291456
8388608 1 8388608
12582912 7 88080384

MEMPOOL_DMA POOL STATS:
Non-mmapped bytes allocated = 513802240
Number of free chunks = 153
Number of mmapped regions = 0
Mmapped bytes allocated = 0
Max memory footprint = 513802240
Keepcost = 190724944
Max contiguous free mem = 190724944
Allocated memory in use = 322994736
Free memory = 190807504
----- fragmented memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

48 30 1440
96 1 96**
112 28 3136
160 1 160
208 1 208
224 1 224
240 2 480
256 1 288
384 19 9104
512 65 40656
768 1 800
1024 2 2608

190724944 1 190724944*
* - top most releasable chunk.
** - contiguous memory on top of heap.
----- allocated memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

160 1 160
240 92 22080
256 2 512
512 2 1024
1024 163 166912
2048 5 10240
8192 1 8192
12288 18 221184
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16384 1 16384
32768 38 1245184
49152 1 49152
65536 1 65536
131072 4 524288
196608 3 589824
262144 8 2097152
393216 6 2359296
524288 2 1048576
786432 1 786432
1048576 11 11534336
1572864 7 11010048
3145728 8 25165824
6291456 5 31457280
8388608 1 8388608
12582912 7 88080384

MEMPOOL_GLOBAL_SHARED POOL STATS:
Non-mmapped bytes allocated = 135168
Number of free chunks = 4
Number of mmapped regions = 0
Mmapped bytes allocated = 0
Max memory footprint = 0
Keepcost = 51616
Max contiguous free mem = 51616
Allocated memory in use = 4064
Free memory = 131104
----- fragmented memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

432 1 432
40960 1 50848

----- allocated memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

96 1 96
112 1 112
160 1 160
208 3 624

Summary for all pools:
Non-mmapped bytes allocated = 2055344128
Number of free chunks = 790
Number of mmapped regions = 0
Mmapped bytes allocated = 0
Max memory footprint = 2055208960
Keepcost = 1381738000
Allocated memory in use = 671046592
Free memory = 1384297536

次の出力では、131,072の代わりにサイズ 149,0327のブロックが割り当てられたことを確認し
ます。

ciscoasa# show memory binsize 131072
MEMPOOL_HEAPCACHE_0 pool bin stats:
pc = 0x7f739a97db9f, size = 1490327 , count = 9
pc = 0x7f7399be30a0, size = 309008 , count = 2
pc = 0x7f7399be31f4, size = 1255704 , count = 9
MEMPOOL_DMA pool bin stats:
pc = 0x7f73984ba38d, size = 323486 , count = 2
pc = 0x7f73984b8e55, size = 320286 , count = 2
MEMPOOL_GLOBAL_SHARED pool bin stats:
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show memory detailコマンドの出力に合計バイト数の概算が示されるのは仕様によるもので
す。これには次の 2つの理由があります。

•各フラグメントサイズに対して、すべてのフラグメントの合計を取得する必要があると、
単一のフラグメントサイズの割り当て数が非常に多くなることで、パフォーマンスに影響

する可能性があり、かつ、正確な値を取得するには、数千ものチャンクを実行することが

必要になります。

•各 binsizeに対して、二重にリンクされた割り当てリスト全体を確認する必要があり、割
り当ては多数存在する可能性があります。この場合、CPUを長期間占有できないため、割
り当てを定期的に停止する必要があります。割り当てを再開した後、他のプロセスがメモ

リを割り当てまたは割り当て解除したことによって、メモリ状態が変化している可能性が

あります。このため、合計バイト列には、実際の値ではなく近似値が示されます。

例 次に、show memoryコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory
Free memory: 3208100250 bytes (72%)
Used memory: 1247711232 bytes (28%)
------------- ------------------
Total memory: 4455811482 bytes (100%)

注：Free memoryは、システムの空きメモリです。さらに、ASAプロセス内部のメモ
リプールで使用可能なメモリを追加できる可能性があります。この情報を表示するに

は、showmemorydetailコマンドを使用します。ただし、CPUの占有や、ロード時のパ
ケット損失が発生する可能性があるため慎重に使用してください。

次に、show memory detail コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory detail
Heap Memory:

Free Memory:
Heapcache Pool: 447109376 bytes ( 10% )
Global Shared Pool: 131152 bytes ( 0% )
System: 3208100250 bytes ( 72% )

Used Memory:
Heapcache Pool: 257533696 bytes ( 6% )
Global Shared Pool: 4016 bytes ( 0% )
Reserved (Size of DMA Pool): 234881024 bytes ( 5% )
System Overhead: 308051968 bytes ( 7% )

------------------------------------- ----------------
Total Memory: 4455811482 bytes ( 100% )

Warning: The information reported here is computationally expensive to
determine, and may result in CPU hogs and performance impact.

-----------------------------------------------------------------------
MEMPOOL_HEAPCACHE_0 POOL STATS:
Non-mmapped bytes allocated = 704643072
Number of free chunks = 309
Number of mmapped regions = 0
Mmapped bytes allocated = 0
Max memory footprint = 704643072
Keepcost = 446723584
Max contiguous free mem = 446723584
Allocated memory in use = 257533696
Free memory = 447109376
----- fragmented memory statistics -----
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fragment size count total
(bytes) (bytes)

---------------- ---------- --------------
32 91 2912
48 116 5568
64 83 5312
96 1 96**
96 3 288
112 1 112
160 2 320
224 2 448
240 1 240
256 2 544
384 1 384
512 2 1392
768 2 1904

32768 1 44704
446723584 1 446723584*

* - top most releasable chunk.
** - contiguous memory on top of heap.
----- allocated memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

80 937 74960
96 10758 1032768
112 2051 229712
128 898 114944
144 2887 415728
160 290 46400
176 300 52800
192 164 31488
208 246 51168
224 183 40992
240 208 49920
256 1396 357376
384 474 182016
512 305 156160
768 322 247296
1024 240 245760
1536 321 493056
2048 171 350208
3072 45 138240
4096 259 1060864
6144 47 288768
8192 174 1425408
12288 94 1155072
16384 571 9355264
24576 17 417792
32768 51 1671168
49152 16 786432
65536 121 7929856
98304 14 1376256
131072 9 1179648
196608 19 3735552
262144 12 3145728
393216 15 5898240
524288 2 1048576
786432 9 7077888
1048576 12 12582912
1572864 5 7864320
2097152 3 6291456
3145728 2 6291456
4194304 4 16777216
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6291456 3 18874368
8388608 1 8388608
12582912 3 37748736

MEMPOOL_DMA POOL STATS:
Non-mmapped bytes allocated = 234881024
Number of free chunks = 162
Number of mmapped regions = 0
Mmapped bytes allocated = 0
Max memory footprint = 234881024
Keepcost = 90103152
Max contiguous free mem = 90103152
Allocated memory in use = 144701888
Free memory = 90179136
----- fragmented memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

96 1 96**
112 1 112
256 64 20480
384 32 15360
512 64 39936

90103152 1 90103152*
* - top most releasable chunk.
** - contiguous memory on top of heap.
----- allocated memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

160 2 320
256 2 512
512 1 512
1024 160 163840
2048 5 10240
8192 1 8192
12288 18 221184
16384 1 16384
32768 37 1212416
49152 2 98304
65536 1 65536
131072 4 524288
196608 2 393216
262144 4 1048576
393216 2 786432
524288 2 1048576
786432 1 786432
1048576 3 3145728
1572864 2 3145728
3145728 3 9437184
6291456 2 12582912
12582912 3 37748736

MEMPOOL_GLOBAL_SHARED POOL STATS:
Non-mmapped bytes allocated = 135168
Number of free chunks = 4
Number of mmapped regions = 0
Mmapped bytes allocated = 0
Max memory footprint = 0
Keepcost = 96368
Max contiguous free mem = 96368
Allocated memory in use = 4016
Free memory = 131152
----- fragmented memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
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---------------- ---------- --------------
448 1 448

20480 1 23296
----- allocated memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

96 1 96
112 1 112
160 1 160
192 3 576

Summary for all pools:
Non-mmapped bytes allocated = 939659264
Number of free chunks = 475
Number of mmapped regions = 0
Mmapped bytes allocated = 0
Max memory footprint = 939524096
Keepcost = 536923104
Allocated memory in use = 402239600
Free memory = 537419664
On 5585:
========
ciscoasa# show memory
Free memory: 4544618496 bytes (73%)
Used memory: 1714343936 bytes (27%)
------------- ------------------
Total memory: 6258962432 bytes (100%)
Note: Free memory is the free system memory. Additional memory may

be available from memory pools internal to the ASA process.
Use ‘show memory detail’ to see this information, but use it
with care since it may cause CPU hogs and packet loss under load.

ciscoasa# show memory detail
Heap Memory:

Free Memory:
Global Shared Pool: 283589104 bytes ( 5% )
System: 4544618496 bytes ( 73% )

Used Memory:
Global Shared Pool: 41813520 bytes ( 1% )
Reserved (Size of DMA Pool): 445095936 bytes ( 7% )
System Overhead: 943845376 bytes ( 15% )

------------------------------------- ----------------
Total Memory: 6258962432 bytes ( 100% )

Warning: The information reported here is computationally expensive to
determine, and may result in CPU hogs and performance impact.

-----------------------------------------------------------------------
MEMPOOL_DMA POOL STATS:
Non-mmapped bytes allocated = 445095936
Number of free chunks = 161
Number of mmapped regions = 0
Mmapped bytes allocated = 0
Max memory footprint = 445095936
Keepcost = 250149264
Max contiguous free mem = 250149264
Allocated memory in use = 194871536
Free memory = 250224400
----- fragmented memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

64 1 64
96 1 96**
112 1 112
256 63 20192
384 32 15360
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512 63 39312
250149264 1 250149264*

* - top most releasable chunk.
** - contiguous memory on top of heap.
----- allocated memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

80 1 80
144 1 144
160 2 320
256 2 512
512 1 512
1024 160 163840
2048 5 10240
8192 5 40960
12288 27 331776
16384 1 16384
32768 39 1277952
49152 1 49152
65536 1 65536
98304 4 393216
131072 4 524288
196608 1 196608
262144 3 786432
393216 2 786432
524288 2 1048576
786432 5 3932160
1048576 3 3145728
1572864 2 3145728
3145728 4 12582912
12582912 4 50331648

MEMPOOL_GLOBAL_SHARED POOL STATS:
Non-mmapped bytes allocated = 43286528
Number of free chunks = 474
Number of mmapped regions = 156
Mmapped bytes allocated = 282116096
Max memory footprint = 0
Keepcost = 11200
Max contiguous free mem = 132816
Allocated memory in use = 41813520
Free memory = 1473008
----- fragmented memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

32 135 4320
48 203 9744
64 38 2432
80 2 160
80 20 1600
96 3 288
96 3 288
112 90 10080
112 10 1120
128 20 2560
144 1 144
240 1 240
384 1 384
400 1 400
448 1 448
480 1 480
544 1 544
560 6 3360

show is～ show m
91

show is～ show m
show memory



656 1 656
816 1 816
832 1 832
880 1 880
1088 3 3360
1664 1 1680
3136 1 3280
3584 1 3776
8704 1 8704
24576 1 25728
40960 1 50064

----- allocated memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

64 354 22656
80 1234 98720
96 12337 1184352
112 1202 134624
128 970 124160
144 2777 399888
160 435 69600
176 155 27280
192 323 62016
208 250 52000
224 86 19264
240 388 93120
256 1478 378368
384 304 116736
512 304 155648
768 314 241152
1024 410 419840
1536 1188 1824768
2048 136 278528
3072 42 129024
4096 814 3334144
6144 56 344064
8192 174 1425408
12288 123 1511424
16384 584 9568256
24576 30 737280
32768 60 1966080
49152 30 1474560
65536 139 9109504
98304 25 2457600
131072 19 2490368
196608 32 6291456
262144 18 4718592
393216 29 11403264
524288 7 3670016
786432 8 6291456
1048576 13 13631488
1572864 11 17301504
2097152 6 12582912
3145728 2 6291456
4194304 4 16777216
8388608 1 8388608
12582912 6 75497472

Summary for all pools:
Non-mmapped bytes allocated = 488382464
Number of free chunks = 635
Number of mmapped regions = 0
Mmapped bytes allocated = 282116096
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Max memory footprint = 445095936
Keepcost = 250160464
Allocated memory in use = 236685056
Free memory = 251697408

次に、jumbo-frame reservationコマンドをイネーブルにしてwrite memoryコマンドと
reloadコマンドを発行した後の、5525での show memoryコマンドの出力例を示しま
す。

ciscoasa# show memory
Free memory: 3208100250 bytes (72%)
Used memory: 1247711232 bytes (28%)
------------- ------------------
Total memory: 4455811482 bytes (100%)

次に、jumbo-frame reservationコマンドをイネーブルにしない ASA 5525での show
memoryコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory
Free memory: 3208100250 bytes (72%)
Used memory: 1247711232 bytes (28%)
------------- ------------------
Total memory: 4455811482 bytes (100%)

次に、jumbo-frame reservationコマンドをイネーブルにした後の、ASA5515での show
memoryコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory
Free memory: 3276619472 bytes (76%)
Used memory: 1018347824 bytes (24%)
------------- ------------------
Total memory: 4294967296 bytes (100%)

次に、jumbo-frame reservationコマンドをイネーブルにしない ASA 5515での show
memoryコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory
Free memory: 3481145472 bytes (81%)
Used memory: 813821824 bytes (19%)
------------- ------------------
Total memory: 4294967296 bytes (100%)

次に、jumbo-frame reservationコマンドをイネーブルにした後の、ASA5585での show
memoryコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory
Free memory: 8883297824 bytes (69%)
Used memory: 4001604064 bytes (31%)
------------- ------------------
Total memory: 12884901888 bytes (100%)

次に、jumbo-frame reservationコマンドをイネーブルにしない ASA 5585での show
memoryコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory
Free memory: 9872205104 bytes (77%)
Used memory: 3012696784 bytes (23%)
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------------- ------------------
Total memory: 12884901888 bytes (100%)

次に、jumbo-frameコマンドをサポートしていない 5520での show memoryコマンド
の出力例を示します。

ciscoasa# show memory
ree memory: 206128232 bytes (38%)
Used memory: 330742680 bytes (62%)
------------- -----------------
Total memory: 536870912 bytes (100%)

次に、jumbo-frameコマンドをサポートしていない 5505での show memoryコマンド
の出力例を示します。

ciscoasa# show memory
Free memory: 48457848 bytes (18%)
Used memory: 219977608 bytes (82%)
------------- -----------------
Total memory: 268435456 bytes (100%

次に、ASA仮想に対する show memoryコマンドの出力例を示します。

Free memory: 2694133440 bytes (63%)
Used memory: 1600833856 bytes (37%)
------------- ------------------
Total memory: 4294967296 bytes (100%)
Virtual platform memory
-----------------------
Provisioned 4096 MB
Allowed 4096 MB
Status Compliant

関連コマンド 説明コマンド

ASAのメモリ使用状況（プロファイリング）に関する情報を表示しま
す。

show memory
profile

特定のバイナリサイズに割り当てられているチャンクの要約情報を表示

します。

show memory
binsize
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show memory all
物理メモリの最大量、およびオペレーティングシステムで現在使用可能な空きメモリ量の要約

を表示するには、特権 EXECモードで show memory allコマンドを使用します。この値には、
Linaと Snortのメモリ使用状況が含まれます。

show memory all

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。9.16(1)

使用上のガイドライン show memory allコマンドで、物理メモリの最大量およびオペレーティングシステムで現在使
用可能な空きメモリ量の要約を表示できます。メモリは必要に応じて割り当てられます。

ciscoasa#show memory all
Data Path:
Free memory: 3161408675 bytes (72%)
Used memory: 1203826208 bytes (28%)
------------- ------------------
Total memory: 4365234883 bytes (100%)
Inspection Engine:
Free memory: 0 bytes ( 0%)
Used memory: 0 bytes ( 0%)
------------- ------------------
Total memory: 0 bytes (100%)
System:
Free memory: 0 bytes ( 0%)
Used memory: 0 bytes ( 0%)
------------- ------------------
Total memory: 0 bytes (100%)
ciscoasa#
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show memory api
システムに登録されている mallocスタック APIを表示するには、特権 EXECモードで show
memory apiコマンドを使用します。

show memory api

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応—•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、システムに登録されている mallocスタック APIを表示します。

メモリデバッグ機能（つまり、delay-free-poisoner、メモリトラッカー、またはメモリプロファ
イラ）がオンになっている場合、APIが show memory apiコマンドの出力に表示されます。

例 次に、show memory apiコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory api
Resource Manager (0) ->
Tracking (0) ->
Delayed-free-poisoner (0) ->
Core malloc package (0)

関連コマンド 説明コマンド

ASAのメモリ使用状況（プロファイリング）に関する情報を表示しま
す。

show memory
profile

特定のバイナリサイズに割り当てられているチャンクの要約情報を表示

します。

show memory
binsize
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show memory app-cache
アプリケーションによるメモリ使用状況を確認するには、特権 EXECモードで show memory
app-cacheコマンドを使用します。

show memory app-cache [ threat-detection | host | flow | tcb | http | access-list | tcb-ibs ][ detail ]

構文の説明 （任意）アクセスリストでのアプリケーションレベルのメモリキャッシュ

を表示します。

access-list

（任意）空きメモリおよび割り当て済みシステムメモリの詳細ビューを表示

します。

detail

（任意）フローでのアプリケーションレベルのメモリキャッシュを表示しま

す。

flow

（任意）ホストでのアプリケーションレベルのメモリキャッシュを表示しま

す。

host

（任意）HTTPでのアプリケーションレベルのメモリキャッシュを表示しま
す。

http

（任意）TCBでのアプリケーションレベルのメモリキャッシュを表示しま
す。

tcb

（オプション）TCB-IPSのアプリケーションレベルメモリキャッシュを表
示します。

tcb-ips

（オプション）脅威検出のアプリケーションレベルメモリキャッシュを表

示します。

threat-detection

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

show is～ show m
97

show is～ show m
show memory app-cache



コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.0(1)

access-listおよびhttpオプションが追加されました。8.1(1)

tcb-ipsオプションが追加されました。9.10(1)

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、アプリケーションによるメモリ使用状況を確認できます。

例 次に、show memory app-cache threat-detectionコマンドの出力例を示します。

ciscoasa(config)# show memory app-cache threat-detection
LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
TOTAL 1350 460 115167 0 130926168

次に、show memory app-cache threat-detection detail コマンドの出力例を示します。

ciscoasa(config)# show memory app-cache threat-detection detail
CACHE NAME LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
TD ACE stats 50 0 2 0 1936
TD Host/Port counte 100 0 2 0 48
TD Host/Port counte 100 0 2 0 48
TD Host/Port counte 100 0 2 0 48
TD Host/Port counte 100 0 2 0 48
TD Host stats 50 50 16120 0 116515360
TD Subnet stats 50 2 113 0 207016
TD Host/Port counte 100 100 24618 0 3544992
TD Host/Port counte 100 100 24618 0 3544992
TD Host/Port counte 100 100 24618 0 3544992
TD Host/Port counte 100 100 24618 0 3544992
TD Host/Port counte 100 2 113 0 5424
TD Host/Port counte 100 2 113 0 5424
TD Host/Port counte 100 2 113 0 5424
TD Host/Port counte 100 2 113 0 5424
LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
TOTAL 1350 460 115167 0 130926168

次に、show memory app-cache host detail コマンドの出力例を示します。

ciscoasa(config)# show memory app-cache host detail
CACHE NAME LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
SNP Host Core 0 1000 1000 5116 0 961808
SNP Host Core 1 1000 1000 4968 0 933984
SNP Host Core 2 1000 1000 5413 0 1017644
SNP Host Core 3 1000 1000 4573 0 859724
LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
TOTAL 4000 4000 20070 0 3773160

次に、show memory app-cache flow detail コマンドの出力例を示します。

ciscoasa(config)# show memory app-cache flow detail
CACHE NAME LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
SNP Conn Core 0 1000 1000 893 0 639388
SNP Conn Core 1 1000 948 980 0 701680
SNP Conn Core 2 1000 1000 1175 0 841300
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SNP Conn Core 3 1000 1000 901 0 645116
LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
TOTAL 4000 3948 3949 0 2827484

次に、show memory app-cache access-list detail コマンドの出力例を示します。

ciscoasa(config)# show memory app-cache access-list detail
CACHE NAME LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
NP ACL log c Core 0 1000 0 1 0 68
NP ACL log c Core 1 1000 0 6 0 408
NP ACL log c Core 2 1000 0 19 0 1292
NP ACL log c Core 3 1000 0 0 0 0
NP ACL log f Core 0 1000 0 0 0 0
NP ACL log f Core 1 1000 0 0 0 0
NP ACL log f Core 2 1000 0 0 0 0
NP ACL log f Core 3 1000 0 0 0 0
LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
TOTAL 8000 0 26 0 1768

次に、show memory app-cache http detail コマンドの出力例を示します。

ciscoasa(config)# show memory app-cache http detail
CACHE NAME LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
Inspect HTTP Core 0 1000 0 0 0 0
Inspect HTTP Core 1 1000 0 0 0 0
Inspect HTTP Core 2 1000 0 0 0 0
Inspect HTTP Core 3 1000 0 0 0 0
HTTP Result Core 0 1000 0 0 0 0
HTTP Result Core 1 1000 0 0 0 0
HTTP Result Core 2 1000 0 0 0 0
HTTP Result Core 3 1000 0 0 0 0
LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
TOTAL 8000 0 0 0 0

次に、show memory app-cache tcb detail コマンドの出力例を示します。

ciscoasa(config)# show memory app-cache tcb detail
CACHE NAME LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
SNP TCB Core 0 1000 1000 968 0 197472
SNP TCB Core 1 1000 1000 694 0 141576
SNP TCB Core 2 1000 1000 1304 0 266016
SNP TCB Core 3 1000 1000 1034 0 210936
LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
TOTAL 4000 4000 4000 0 816000

次に、show memory app-cache tcb-ips detail コマンドの出力例を示します。

ha-asa5512a(config)# show memory app-cache tcb-ips detail
CACHE NAME LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
SNP TCB IPS Core 00 625 0 0 0 0
LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
TOTAL 625 0 0 0 0
ha-asa5512a(config)# show memory app-cache
CACHE NAME LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
[...]
SNP TCB IPS Core 00 625 0 0 0 0
SNP TCB IPS Total 625 0 0 0 0
[...]
LIMIT COUNT ALLOC FAILED BYTES USED
TOTAL 61972 149 188 0 50212
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関連コマンド 説明コマンド

ASAのメモリ使用状況（プロファイリング）に関する情報を表示しま
す。

show memory
profile

特定のバイナリサイズに割り当てられているチャンクの要約情報を表示

します。

show memory
binsize

物理メモリの最大量とオペレーティングシステムで現在使用可能な空き

メモリ量について要約を表示します。

show memory
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show memory appcache-threshold
memory appcache-thresholdのステータスとヒットカウントを表示するには、特権 EXECモード
でshow memory appcache-thresholdコマンドを使用します。

show memory appcache-threshold

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応—•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。9.10(1)

使用上のガイドライン 管理対象アプリケーションのヒットカウントとメモリ割り当てしきい値のステータスを表示す

るには、show memory appcache-thresholdコマンドを使用します。

例 次に、管理対象アプリケーションの memory appcache thresholdのステータスを表示す
る例を示します。

ciscoasa# show memory appcache-threshold
CACHE NAME STATUS THRESHOLD HIT COUNT

SNP Conn Core 00 ENABLED 85 5

ciscoasa# show memory appcache-threshold
CACHE NAME STATUS THRESHOLD HIT COUNT

SNP Conn Core 00 DISABLED 85 5

表 10 : show memory appcache-thresholdのフィールド

説明フィールド

管理対象のアプリケーションキャッシュの名前。ASA9.10.1リリースでは、SNP
Conn Core 00アプリケーションのキャッシュタイプのみが管理されます。

Cache
Name
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説明フィールド

このアプリケーションキャッシュタイプの appcache-threshold機能が有効か無効
かを示します。

Status

このアプリケーションキャッシュタイプのしきい値。たとえば、「85」はシス
テムメモリの 85%が使用されていることを意味します。

Threshold

カウンタが最後にクリアされてからこのしきい値にヒットした回数。Hit Count

関連コマンド 説明コマンド

特定のメモリしきい値に達した後のアプリケーション

キャッシュの割り当てを制限するには、memory
appcache-thresholdを有効にします。

memory appcache-threshold enable

memory appcache-thresholdのヒットカウントをクリアしま
す。

clear memory appcache-threshold
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show memory binsize
特定のバイナリサイズに割り当てられているチャンクの要約情報を表示するには、特権EXEC
モードで show memory binsizeコマンドを使用します。

show memory binsize size

構文の説明 特定のバイナリサイズのチャンク（メモリブロック）を表示します。バイナリサイズは

show memory detailコマンド出力の「fragment size」列から取得されます。
size

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.2(1)

使用上のガイドライン このコマンドには使用上のガイドラインがありません。

例 次に、バイナリサイズ 500に割り当てられたチャンクについての要約情報を表示する
例を示します。

ciscoasa# show memory binsize 500
pc = 0x00b33657, size = 460 , count = 1

関連コマンド 説明コマンド

ASA上に設定されているアドレス範囲を表示します。show memory-caller
address

ASAのメモリ使用状況（プロファイリング）に関する情報を表示
します。

show memory profile
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説明コマンド

物理メモリの最大量とオペレーティングシステムで現在使用可能

な空きメモリ量について要約を表示します。

show memory
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show memory caller-address
ASAで設定されたアドレス範囲を表示するには、特権EXECモードで showmemorycaller-address
コマンドを使用します。

show memory caller-address

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応—•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.2(1)

使用上のガイドライン アドレス範囲を show memory-caller addressコマンドで表示する前に、memory caller-address
コマンドで設定する必要があります。

例 次に、memory caller-addressコマンドでアドレス範囲を設定する方法、および show
memory-caller addressコマンドの出力結果の例を示します。

ciscoasa# memory caller-address 0x00109d5c 0x00109e08
ciscoasa# memory caller-address 0x009b0ef0 0x009b0f14
ciscoasa# memory caller-address 0x00cf211c 0x00cf4464

ciscoasa# show memory-caller address
Move down stack frame for the addresses:
pc = 0x00109d5c-0x00109e08
pc = 0x009b0ef0-0x009b0f14
pc = 0x00cf211c-0x00cf4464

アドレス範囲が show memory-caller addressコマンドを入力する前に設定されていな
かった場合、アドレスは表示されません。

ciscoasa# show memory-caller address
Move down stack frame for the addresses:

show is～ show m
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関連コマンド 説明コマンド

発信元PCのメモリブロックを設定します。memory
caller-address

show is～ show m
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show memory delayed-free-poisoner
memory delayed-free-poisonerキューの使用状況の要約を表示するには、特権 EXECモードで
showmemorydelayed-free-poisonerコマンドを使用します。

show memory delayed-free-poisoner

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応—•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン キューおよび統計情報をクリアするには、clear memory delayed-free-poisonerコマンドを使用
します。

例 次に、show memory delayed-free-poisonerコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory delayed-free-poisoner
delayed-free-poisoner statistics:

3335600: memory held in queue
6095: current queue count

0: elements dequeued
3: frees ignored by size

1530: frees ignored by locking
27: successful validate runs
0: aborted validate runs

01:09:36: local time of last validate

表 9-11で、show memory delayed-free-poisonerコマンドの出力に表示される重要な
フィールドについて説明します。

show is～ show m
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表 11 : show memory delayed-free-poisonerコマンド出力の説明

説明フィールド

delayed free-memorypoisonerツールキューに保留されたメモリ。delayed
free-memory poisonerツールがイネーブルになっていない場合、このよ
うなメモリは、通常、show memory出力では「空き」容量になりま
す。

memory held in queue

キューにある要素の数。current queue count

キューから削除された要素の数。この数は、システム内の空きメモリ

だったメモリの大部分またはすべてが最終的にキューに保持されるこ

とになった場合に増加し始めます。

elements dequeued

要求が小さすぎて必要なトラッキング情報を保持できなかったため、

キューに配置されなかった解放要求の数。

frees ignored by size

複数のアプリケーションがメモリを使用しているため、キューに配置

されずに、ツールによって代行受信された解放要求の数。最後にメモ

リを解放してシステムに戻したアプリケーションが、このメモリ領域

をキューに割り当てます。

frees ignored by locking

clear memory delayed-free-poisonerコマンドを使用して、モニタリン
グがイネーブルにされた後、またはクリアされた後で、キューの内容

が（自動的に、またはmemory delayed-free-poisoner validateコマンド
によって）検証された回数。

successful validate runs

clear memory delayed-free-poisonerコマンドを使用して、モニタリン
グがイネーブルにされた後、またはクリアされた後で、複数のタスク

（定期的な実行またはCLIからの検証要求）が同時にキューを使用し
ようとしたため、キューの内容をチェックする要求が中止された回

数。

aborted validate runs

最後の検証の実行が完了したときのローカルシステム時刻。local time of last validate

関連コマンド 説明コマンド

delayed free-memory poisonerツールのキューおよび統計
情報をクリアします。

clear memory delayed-free-poisoner

delayed free-memory poisonerツールをイネーブルにしま
す。

memory delayed-free-poisoner enable

delayed free-memory poisonerツールのキュー内要素の検
証を強制実行します。

memory delayed-free-poisoner validate

show is～ show m
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show memory logging
ロギング用のメモリ使用状況を表示するには、特権 EXECモードで show memory logging コ
マンドを使用します。

show memory logging [ brief | wrap | include [ address ][ caller ][ operator ][ size ][ process
][ time ][ context ]]

構文の説明 （オプション）アドレス情報を表示します。address

（オプション）要約されたメモリ使用状況のロギングを表示します。brief

（オプション）発信者情報を表示します。caller

（オプション）仮想コンテキスト情報を表示します。コンテキス

ト

指定したフィールドのみを出力に含めます。任意の順序でフィールドを指定で

きますが、必ず次の順序で表示されます。

1. プロセス

2. 時刻

3. コンテキスト（シングルモード以外）

4. 処理（free/malloc/など）

5. アドレス

6. サイズ

7. 発信者

出力形式は、次のとおりです。

process=[XXX] time=[XXX] context=[XXX] oper=[XXX] address=0xXXXXXXXX
size=XX @ XXXXXXXX

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX

最大 4つの発信者アドレスが表示されます。例に示すように、処理の種類（番
号）が出力に列挙されます。

include

（オプション）オペレータ情報を表示します。operator

（オプション）プロセス情報を表示します。process

（オプション）サイズ情報を表示します。size

（オプション）時間情報を表示します。time

show is～ show m
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（オプション）メモリ使用状況のロギングのラップされたデータを表示しま

す。これらの重複するデータが表示されたり保存されたりしないように、重複

するデータは、このコマンドの入力後に消去されます。

wrap

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。9.4(1)

使用上のガイドライン showmemory loggingコマンドは、ログのメモリ割り当てとメモリ使用状況を表示し、ユーザー
がメモリロギングラップイベントに対処できるようにします。

例
The following is sample output from the show memory logging
command on the ASA:
ciscoasa# show memory logging
Number of free 6
Number of calloc 0
Number of malloc 8
Number of realloc-new 0
Number of realloc-free 0
Number of realloc-null 0
Number of realloc-same 0
Number of calloc-fail 0
Number of malloc-fail 0
Number of realloc-fail 0
Total operations 14
Buffer size: 50 (3688 x2 bytes)
process=[ci/console] time=[13:26:33.407] oper=[malloc]
addr=0x00007fff2cd0a6c0 size=72 @ 0x00000000016466ea 0x0000000002124542 0x000000000131911a

0x0000000000442bfd process=[ci/console] time=[13:26:33.407] oper=[free]
addr=0x00007fff2cd0a6c0 size=72 @ 0x00000000021246ef 0x00000000013193e8
0x0000000000443455 0x0000000001318f5b
process=[CMGR Server Process] time=[13:26:35.964] oper=[malloc]
addr=0x00007fff2cd0aa00 size=16 @ 0x00000000016466ea 0x0000000002124542 0x000000000182774d

0x000000000182cc8a process=[CMGR Server Process] time=[13:26:35.964] oper=[malloc]
addr=0x00007fff224bb9f0 size=512 @ 0x00000000016466ea 0x0000000002124542 0x0000000000bfef9a

0x0000000000bff606 process=[CMGR Server Process] time=[13:26:35.964] oper=[free]

show is～ show m
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addr=0x00007fff224bb9f0 size=512 @ 0x00000000021246ef 0x0000000000bff3d8
0x0000000000bff606 0x000000000182ccb0
process=[CMGR Server Process] time=[13:26:35.964] oper=[malloc]
addr=0x00007fff224b9460 size=40 @ 0x00000000016466ea 0x0000000002124542
0x0000000001834188 0x000000000182ce83
process=[CMGR Server Process] time=[13:26:37.964] oper=[free]
addr=0x00007fff2cd0aa00 size=16 @ 0x00000000021246ef 0x0000000001827098 0x000000000182c08d

0x000000000182c262 process=[CMGR Server Process] time=[13:26:37.964] oper=[free]
addr=0x00007fff224b9460 size=40 @ 0x00000000021246ef 0x000000000182711b 0x000000000182c08d

0x000000000182c262 process=[CMGR Server Process] time=[13:26:38.464] oper=[malloc]
addr=0x00007fff2cd0aa00 size=16 @ 0x00000000016466ea 0x0000000002124542 0x000000000182774d

0x000000000182cc8a process=[CMGR Server Process] time=[13:26:38.464] oper=[malloc]
addr=0x00007fff224bb9f0 size=512 @ 0x00000000016466ea 0x0000000002124542 0x0000000000bfef9a

0x0000000000bff606 process=[CMGR Server Process] time=[13:26:38.464] oper=[free]
addr=0x00007fff224bb9f0 size=512 @ 0x00000000021246ef 0x0000000000bff3d8
0x0000000000bff606 0x000000000182ccb0
process=[CMGR Server Process] time=[13:26:38.464] oper=[malloc]
addr=0x00007fff224b9460 size=40 @ 0x00000000016466ea 0x0000000002124542
0x0000000001834188 0x000000000182ce83
process=[ci/console] time=[13:26:38.557] oper=[malloc]
addr=0x00007fff2cd0a6c0 size=72 @ 0x00000000016466ea 0x0000000002124542 0x000000000131911a

0x0000000000442bfd process=[ci/console] time=[13:26:38.557] oper=[free]
addr=0x00007fff2cd0a6c0 size=72 @ 0x00000000021246ef 0x00000000013193e8
0x0000000000443455 0x0000000001318f5b
The following is sample output from the show memory logging include process operation
size
command on the ASA:
ciscoasa# show memory logging include process operation size
Number of free 6
Number of calloc 0
Number of malloc 8
Number of realloc-new 0
Number of realloc-free 0
Number of realloc-null 0
Number of realloc-same 0
Number of calloc-fail 0
Number of malloc-fail 0
Number of realloc-fail 0
Total operations 14
Buffer size: 50 (3688 x2 bytes)
process=[ci/console] oper=[malloc] size=72 process=[ci/console] oper=[free] size=72
process=
[CMGR Server Process] oper=[malloc] size=16 process=[CMGR Server Process] oper=[malloc]

size=512 process=[CMGR Server Process] oper=[free] size=512 process=[CMGR Server Process]

oper=[malloc] size=40 process=[CMGR Server Process] oper=[free] size=16 process=[CMGR
Server
Process] oper=[free] size=40 process=[CMGR Server Process] oper=[malloc] size=16
process=[CMGR
Server Process] oper=[malloc] size=512 process=[CMGR Server Process] oper=[free] size=512

process=[CMGR Server Process] oper=[malloc] size=40 process=[ci/console] oper=[malloc]
size=72
process=[ci/console] oper=[free] size=72
The following is sample output from the show memory logging brief
command on the ASA:
ciscoasa# show memory logging brief
Number of free 6

show is～ show m
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Number of calloc 0
Number of malloc 8
Number of realloc-new 0
Number of realloc-free 0
Number of realloc-null 0
Number of realloc-same 0
Number of calloc-fail 0
Number of malloc-fail 0
Number of realloc-fail 0
Total operations 14
Buffer size: 50 (3688 x2 bytes)

関連コマンド 説明コマンド

ASAのメモリ使用状況（プロファイリング）に関する情報を表示しま
す。

show memory profile

特定のバイナリサイズに割り当てられているチャンクの要約情報を表

示します。

show memory binsize

show is～ show m
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show memory profile
ASAのメモリ使用率（プロファイリング）に関する情報を表示するには、特権 EXECモード
で show memory profileコマンドを使用します。

show memory profile [ peak ][ detail | collated | status ]

構文の説明 （任意）表示されるメモリ情報を整形します。collated

（任意）メモリの詳細情報を表示します。detail

（オプション）「使用中」のバッファではなく、ピークキャプチャバッファを表示

します。

peak

（任意）メモリプロファイリングとピークキャプチャバッファの現在の状態を表示

します。

status

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応—•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン show memory profileコマンドを使用して、メモリ使用状況レベルとメモリリークをトラブル
シューティングします。プロファイリングが停止されている場合でも、プロファイルバッファ

の内容を表示できます。プロファイリングを開始すると、バッファは自動的にクリアされま

す。

メモリプロファイリングをイネーブルにすると、ASAのパフォーマンスが一時的に低下する場
合があります。

（注）

show is～ show m
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例 次に、show memory profileコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory profile

Range: start = 0x004018b4, end = 0x004169d0, increment = 00000004
Total = 0

show memory profile detailコマンドの出力は、6つのデータ列と 1つのヘッダー列に
区分され、左揃えで表示されています。ヘッダー列には、先頭のデータ列に対応する

メモリバケットのアドレスが表示されます（16進数）。データ自体は、バケットア
ドレスにあるテキストまたはコードが保持しているバイト数です。データカラム内の

ピリオド（.）は、このバケットのテキストによってメモリが保持されていないことを
意味します。行内の他のカラムは、前のカラムから増分値に従って増分したバケット

アドレスを表しています。たとえば、最初の行の先頭のデータカラムのアドレスバ

ケットは 0x001069e0です。最初の行の 2番めのデータカラムのアドレスバケットは
0x001069e4で、以降も同様に増分していきます。通常は、ヘッダーカラムにあるアド
レスが次のバケットアドレスです。これは、前の行の最後のデータカラムのアドレス

に増分値を加算したものです。使用状況が含まれない行は表示されません。このよう

な非表示になる行が、複数連続していることもあります。この場合は、ヘッダーカラ

ムに 3個のピリオド（...）で示されます。

次に、show memory profile detailコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory profile detail

Range: start = 0x00100020, end = 0x00e006e0, increment = 00000004
Total = 48941152
...
0x001069e0 . 24462 . . . .
...
0x00106d88 . 1865870 . . . .
...
0x0010adf0 . 7788 . . . .
...
0x00113640 . . . . 433152 .
...
0x00116790 2480 . . . . .
<snip>

次に、show memory profile collatedコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory profile collated
Range: start = 0x00100020, end = 0x00e006e0, increment = 00000004
Total = 48941152
24462 0x001069e4
1865870 0x00106d8c
7788 0x0010adf4
433152 0x00113650
2480 0x00116790
<More>

次に、show memory profile peakコマンドの出力例を示します。このコマンドでは、
ピークキャプチャバッファを表示します。

show is～ show m
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ciscoasa# show memory profile peak
Range: start = 0x004018b4, end = 0x004169d0, increment = 00000004 Total = 102400

次に、show memory profile peak detailコマンドの出力例を示します。このコマンドで
は、ピークキャプチャバッファと、対応するバケットアドレスにあるテキスト/コード
が保持しているバイト数を表示します。

ciscoasa# show memory profile peak detail

Range: start = 0x004018b4, end = 0x004169d0, increment = 00000004
Total = 102400
...
0x00404c8c . . 102400 . . .

次に、show memory profile statusコマンドの出力例を示します。このコマンドでは、
メモリプロファイリングとピークキャプチャバッファの現在の状態を表示します。

ciscoasa# show memory profile status

InUse profiling: ON
Peak profiling: OFF
Memory used by profile buffers: 11518860 bytes
Profile:
0x00100020-0x00bfc3a8(00000004)

関連コマンド 説明コマンド

メモリ使用状況（メモリプロファイリング）のモニタリングをイネー

ブルにします。

memory profile
enable

プロファイルするメモリのプログラムテキスト範囲を設定します。memory profile text

メモリプロファイリング機能によって保持されるメモリバッファをク

リアします。

clear memory profile

show is～ show m
115

show is～ show m
show memory profile



show memory region
プロセスマップを表示するには、特権 EXECモードで show memory regionコマンドを使用し
ます。

show memory region

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン show memory regionコマンドを使用すると、プロセスメモリマップを表示できます。

例 次に、show memory regionコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory region

ASLR enabled, text region 7f7397701000-7f739bc186c4

Address Perm Offset Dev Inode Pathname

7f7391a06000-7f7391d09000 rw-p 00000000 00:00 0 [stack:2161]

7f7391d2a000-7f739212e000 rw-p 00000000 00:00 0 [stack:2157]

7f7392530000-7f7392631000 rw-p 00000000 00:00 0 [stack:2156]

7f7392647000-7f7392849000 rw-p 00000000 00:00 0 [stack:2154]

7f7392895000-7f7392897000 r-xp 00000000 00:01 989 /lib64/libutil-2.18.so

7f7392897000-7f7392a96000 ---p 00002000 00:01 989 /lib64/libutil-2.18.so

7f7392a96000-7f7392a97000 r--p 00001000 00:01 989 /lib64/libutil-2.18.so

7f7392a97000-7f7392a98000 rw-p 00002000 00:01 989 /lib64/libutil-2.18.so

show is～ show m
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7f7392a98000-7f7392c9a000 r-xp 00000000 00:01 2923 /usr/lib64/libcrypto.so.1.0.0

7f7392c9a000-7f7392e99000 ---p 00202000 00:01 2923 /usr/lib64/libcrypto.so.1.0.0

7f7392e99000-7f7392ec3000 rw-p 00201000 00:01 2923 /usr/lib64/libcrypto.so.1.0.0

7f7392ec7000-7f7392f28000 r-xp 00000000 00:01 3114 /usr/lib64/libssl.so.1.0.0

7f7392f28000-7f7393127000 ---p 00061000 00:01 3114 /usr/lib64/libssl.so.1.0.0

7f7393127000-7f7393132000 rw-p 00060000 00:01 3114 /usr/lib64/libssl.so.1.0.0

7f7393132000-7f739316a000 r-xp 00000000 00:01 3202 /usr/lib64/libxslt.so.1.1.28

7f739316a000-7f739336a000 ---p 00038000 00:01 3202 /usr/lib64/libxslt.so.1.1.28

7f739336a000-7f739336c000 rw-p 00038000 00:01 3202 /usr/lib64/libxslt.so.1.1.28

7f739336c000-7f73933ca000 r-xp 00000000 00:01 3439 /usr/lib64/libxmlsec1.so.1.2.20

7f73933ca000-7f73935ca000 ---p 0005e000 00:01 3439 /usr/lib64/libxmlsec1.so.1.2.20

7f73935ca000-7f73935ce000 rw-p 0005e000 00:01 3439 /usr/lib64/libxmlsec1.so.1.2.20

7f73935ce000-7f7393606000 r-xp 00000000 00:01 2950 /usr/lib64/libxmlsec1-openssl.so.1.2.20

7f7393606000-7f7393805000 ---p 00038000 00:01 2950 /usr/lib64/libxmlsec1-openssl.so.1.2.20

7f7393805000-7f7393809000 rw-p 00037000 00:01 2950 /usr/lib64/libxmlsec1-openssl.so.1.2.20

7f739380a000-7f7393811000 r-xp 00000000 00:01 2976 /usr/lib64/libffi.so.6.0.1

7f7393811000-7f7393a11000 ---p 00007000 00:01 2976 /usr/lib64/libffi.so.6.0.1

7f7393a11000-7f7393a12000 rw-p 00007000 00:01 2976 /usr/lib64/libffi.so.6.0.1

7f7393a12000-7f7393b94000 r-xp 00000000 00:01 2929 /usr/lib64/libpython2.7.so.1.0

7f7393b94000-7f7393d94000 ---p 00182000 00:01 2929 /usr/lib64/libpython2.7.so.1.0

7f7393d94000-7f7393dd3000 rw-p 00182000 00:01 2929 /usr/lib64/libpython2.7.so.1.0

7f7393de1000-7f7393df6000 r-xp 00000000 00:01 948 /lib64/libz.so.1.2.8

7f7393df6000-7f7393ff5000 ---p 00015000 00:01 948 /lib64/libz.so.1.2.8

7f7393ff5000-7f7393ff6000 rw-p 00014000 00:01 948 /lib64/libz.so.1.2.8

7f7393ff6000-7f739419a000 r-xp 00000000 00:01 961 /lib64/libc-2.18.so

7f739419a000-7f7394399000 ---p 001a4000 00:01 961 /lib64/libc-2.18.so

7f7394399000-7f739439d000 r--p 001a3000 00:01 961 /lib64/libc-2.18.so

7f739439d000-7f739439f000 rw-p 001a7000 00:01 961 /lib64/libc-2.18.so

7f73943a3000-7f73943b8000 r-xp 00000000 00:01 949 /lib64/libgcc_s.so.1

7f73943b8000-7f73945b8000 ---p 00015000 00:01 949 /lib64/libgcc_s.so.1

7f73945b8000-7f73945b9000 rw-p 00015000 00:01 949 /lib64/libgcc_s.so.1

7f73945b9000-7f73946bb000 r-xp 00000000 00:01 999 /lib64/libm-2.18.so

7f73946bb000-7f73948ba000 ---p 00102000 00:01 999 /lib64/libm-2.18.so

7f73948ba000-7f73948bb000 r--p 00101000 00:01 999 /lib64/libm-2.18.so
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7f73948bb000-7f73948bc000 rw-p 00102000 00:01 999 /lib64/libm-2.18.so

7f73948bc000-7f73948be000 r-xp 00000000 00:01 3641 /asa/lib/libplatcap.so

7f73948be000-7f7394abd000 ---p 00002000 00:01 3641 /asa/lib/libplatcap.so

7f7394abd000-7f7394ac5000 rw-p 00001000 00:01 3641 /asa/lib/libplatcap.so

7f7394ac5000-7f7394b12000 r-xp 00000000 00:01 3213 /usr/lib64/libgobject-2.0.so.0.3600.4

7f7394b12000-7f7394d12000 ---p 0004d000 00:01 3213 /usr/lib64/libgobject-2.0.so.0.3600.4

7f7394d12000-7f7394d14000 rw-p 0004d000 00:01 3213 /usr/lib64/libgobject-2.0.so.0.3600.4

7f7394d14000-7f7394e3d000 r-xp 00000000 00:01 3120 /usr/lib64/libglib-2.0.so.0.3600.4

7f7394e3d000-7f739503d000 ---p 00129000 00:01 3120 /usr/lib64/libglib-2.0.so.0.3600.4

7f739503d000-7f739503f000 rw-p 00129000 00:01 3120 /usr/lib64/libglib-2.0.so.0.3600.4

7f739503f000-7f73950ce000 r-xp 00000000 00:01 3143 /usr/lib64/liblasso.so.3.11.1

7f73950ce000-7f73952ce000 ---p 0008f000 00:01 3143 /usr/lib64/liblasso.so.3.11.1

7f73952ce000-7f73952d9000 rw-p 0008f000 00:01 3143 /usr/lib64/liblasso.so.3.11.1

7f73952d9000-7f73952e9000 r-xp 00000000 00:01 3175 /usr/lib64/libprotobuf-c.so.0.0.0

7f73952e9000-7f73954e8000 ---p 00010000 00:01 3175 /usr/lib64/libprotobuf-c.so.0.0.0

7f73954e8000-7f73954e9000 rw-p 0000f000 00:01 3175 /usr/lib64/libprotobuf-c.so.0.0.0

7f73954e9000-7f739551b000 r-xp 00000000 00:01 3629 /asa/lib/libmsglyr.so

7f739551b000-7f739571b000 ---p 00032000 00:01 3629 /asa/lib/libmsglyr.so

7f739571b000-7f7395720000 rw-p 00032000 00:01 3629 /asa/lib/libmsglyr.so

7f7395720000-7f739576c000 r-xp 00000000 00:01 3146 /usr/lib64/libzmq.so.3.1.0

7f739576c000-7f739596c000 ---p 0004c000 00:01 3146 /usr/lib64/libzmq.so.3.1.0

7f739596c000-7f7395970000 rw-p 0004c000 00:01 3146 /usr/lib64/libzmq.so.3.1.0

7f7395970000-7f7395ac0000 r-xp 00000000 00:01 2952 /usr/lib64/libxml2.so.2.9.1

7f7395ac0000-7f7395cc0000 ---p 00150000 00:01 2952 /usr/lib64/libxml2.so.2.9.1

7f7395cc0000-7f7395cca000 rw-p 00150000 00:01 2952 /usr/lib64/libxml2.so.2.9.1

7f7395ccb000-7f7395ceb000 r-xp 00000000 00:01 3628 /asa/lib/libpdts.so

7f7395ceb000-7f7395eea000 ---p 00020000 00:01 3628 /asa/lib/libpdts.so

7f7395eea000-7f7395eec000 rw-p 0001f000 00:01 3628 /asa/lib/libpdts.so

7f7395eec000-7f7395eff000 r-xp 00000000 00:01 2057 /lib64/libresolv-2.18.so

7f7395eff000-7f73960ff000 ---p 00013000 00:01 2057 /lib64/libresolv-2.18.so

7f73960ff000-7f7396100000 r--p 00013000 00:01 2057 /lib64/libresolv-2.18.so

7f7396100000-7f7396101000 rw-p 00014000 00:01 2057 /lib64/libresolv-2.18.so

7f7396103000-7f7396110000 r-xp 00000000 00:01 955 /lib64/libudev.so.0.13.1

7f7396110000-7f739630f000 ---p 0000d000 00:01 955 /lib64/libudev.so.0.13.1
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7f739630f000-7f7396310000 rw-p 0000c000 00:01 955 /lib64/libudev.so.0.13.1

7f7396310000-7f7396322000 r-xp 00000000 00:01 964 /lib64/libcgroup.so.1.0.38

7f7396322000-7f7396521000 ---p 00012000 00:01 964 /lib64/libcgroup.so.1.0.38

7f7396521000-7f7396523000 rw-p 00011000 00:01 964 /lib64/libcgroup.so.1.0.38

7f739677d000-7f7396784000 r-xp 00000000 00:01 2067 /lib64/librt-2.18.so

7f7396784000-7f7396983000 ---p 00007000 00:01 2067 /lib64/librt-2.18.so

7f7396983000-7f7396984000 r--p 00006000 00:01 2067 /lib64/librt-2.18.so

7f7396984000-7f7396985000 rw-p 00007000 00:01 2067 /lib64/librt-2.18.so

7f7396985000-7f7396988000 r-xp 00000000 00:01 2060 /lib64/libdl-2.18.so

7f7396988000-7f7396b87000 ---p 00003000 00:01 2060 /lib64/libdl-2.18.so

7f7396b87000-7f7396b88000 r--p 00002000 00:01 2060 /lib64/libdl-2.18.so

7f7396b88000-7f7396b89000 rw-p 00003000 00:01 2060 /lib64/libdl-2.18.so

7f7396b89000-7f7396ba2000 r-xp 00000000 00:01 1001 /lib64/libpthread-2.18.so

7f7396ba2000-7f7396da1000 ---p 00019000 00:01 1001 /lib64/libpthread-2.18.so

7f7396da1000-7f7396da2000 r--p 00018000 00:01 1001 /lib64/libpthread-2.18.so

7f7396da2000-7f7396da3000 rw-p 00019000 00:01 1001 /lib64/libpthread-2.18.so

7f7396da7000-7f7396dce000 r-xp 00000000 00:01 3434 /usr/lib64/libexpat.so.1.6.0

7f7396dce000-7f7396fcd000 ---p 00027000 00:01 3434 /usr/lib64/libexpat.so.1.6.0

7f7396fcd000-7f7396fd0000 rw-p 00026000 00:01 3434 /usr/lib64/libexpat.so.1.6.0

7f7396fd0000-7f73970b6000 r-xp 00000000 00:01 3113 /usr/lib64/libstdc++.so.6.0.18

7f73970b6000-7f73972b5000 ---p 000e6000 00:01 3113 /usr/lib64/libstdc++.so.6.0.18

7f73972b5000-7f73972bd000 r--p 000e5000 00:01 3113 /usr/lib64/libstdc++.so.6.0.18

7f73972bd000-7f73972bf000 rw-p 000ed000 00:01 3113 /usr/lib64/libstdc++.so.6.0.18

7f73972d4000-7f73972de000 r-xp 00000000 00:01 3174 /usr/lib64/libnuma.so.1

7f73972de000-7f73974dd000 ---p 0000a000 00:01 3174 /usr/lib64/libnuma.so.1

7f73974dd000-7f73974de000 rw-p 00009000 00:01 3174 /usr/lib64/libnuma.so.1

7f73974de000-7f73974fe000 r-xp 00000000 00:01 950 /lib64/ld-2.18.so

7f73976fe000-7f73976ff000 r--p 00020000 00:01 950 /lib64/ld-2.18.so

7f73976ff000-7f7397700000 rw-p 00021000 00:01 950 /lib64/ld-2.18.so

7f7397701000-7f739bc19000 r-xp 00000000 00:01 3650 /asa/bin/lina

7f739be18000-7f739cc16000 rw-p 04517000 00:01 3650 /asa/bin/lina

7ffffe1fc000-7ffffe21d000 rw-p 00000000 00:00 0 [stack]

7ffffe2f1000-7ffffe2f3000 r-xp 00000000 00:00 0 [vdso]
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関連コマンド 説明コマンド

メモリ使用状況（メモリプロファイリング）のモニタリングをイネー

ブルにします。

memory profile
enable

プロファイルするメモリのプログラムテキスト範囲を設定します。memory profile text

メモリプロファイリング機能によって保持されるメモリバッファをク

リアします。

clear memory profile

show is～ show m
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show memory top-usage
show memory detailコマンドから割り当てられたフラグメントサイズの上位いくつかを表示す
るには、特権 EXECモードで show memory top-usageコマンドを使用します。

show memory top-usage [ num ]

構文の説明 （オプション）リストにバイナリサイズの数を表示します。有効な値は 1～ 64です。num

コマンドデフォルト numのデフォルトは 10です。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応—•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.4(6)

使用上のガイドライン show memory detailコマンドから割り当てられたフラグメントサイズの上位いくつかを表示す
るには、show memory top-usageコマンドを使用します。

このコマンドは、クラスタリングを使用しません。クラスタリングがイネーブルの場合にクラ

スタリングをディセーブルにする必要はありません。

例 次に、show memory top-usageコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory top-usage 3
MEMPOOL_DMA pool binsize allocated byte totals:
----- allocated memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

1572864 9 14155776
12582912 1 12582912
6291456 1 6291456

----- Binsize PC top usage -----
Binsize: 1572864 total (bytes): 14155776
pc = 0x805a870, size = 16422399 , count = 9
Binsize: 12582912 total (bytes): 12582912
pc = 0x805a870, size = 12960071 , count = 1
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Binsize: 6291456 total (bytes): 6291456
pc = 0x9828a6c, size = 7962695 , count = 1
MEMPOOL_GLOBAL_SHARED pool binsize allocated byte totals:
----- allocated memory statistics -----
fragment size count total

(bytes) (bytes)
---------------- ---------- --------------

12582912 1 12582912
2097152 6 12582912
65536 181 11862016

----- Binsize PC top usage -----
Binsize: 12582912 total (bytes): 12582912
pc = 0x8249763, size = 37748736 , count = 1
Binsize: 2097152 total (bytes): 12582912
pc = 0x8a7ebfb, size = 2560064 , count = 1
pc = 0x8aa4413, size = 2240064 , count = 1
pc = 0x8a9bb13, size = 2240064 , count = 1
pc = 0x8a80542, size = 2097152 , count = 1
pc = 0x97e7172, size = 2097287 , count = 1
pc = 0x8996463, size = 2272832 , count = 1
Binsize: 65536 total (bytes): 11862016
pc = 0x913db2b, size = 11635232 , count = 161
pc = 0x91421eb, size = 138688 , count = 2
pc = 0x97e7172, size = 339740 , count = 4
pc = 0x97e7433, size = 197229 , count = 3
pc = 0x82c3412, size = 65536 , count = 1
pc = 0x8190e09, size = 155648 , count = 2
pc = 0x8190af6, size = 77824 , count = 1
pc = 0x93016a1, size = 65536 , count = 1
pc = 0x89f1a40, size = 65536 , count = 1
pc = 0x9131140, size = 163968 , count = 2
pc = 0x8ee56c8, size = 66048 , count = 1
pc = 0x8056a01, size = 66528 , count = 1
pc = 0x80569e5, size = 66528 , count = 1

関連コマンド 説明コマンド

現在収集されているすべての情報を表示します。show memory
tracking
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show memory tracking
ツールによって追跡される、現在割り当て済みのメモリを表示するには、特権EXECモードで
show memory trackingコマンドを実行します。

show memory tracking [ address | dump | detail ]

構文の説明 （任意）アドレスごとのメモリのトラッキングを表示します。address

（オプション）内部メモリのトラッキング状態を表示します。detail

（オプション）メモリのトラッキングアドレスを表示します。dump

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応—•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.2(1)

使用上のガイドライン show memory trackingコマンドを使用して、ツールにより追跡されている、現在割り当て済み
のメモリを表示します。

例 次に、show memory trackingコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory tracking
memory tracking by caller:
17 bytes from 1 allocates by 0x080c50c2
37 bytes from 1 allocates by 0x080c50f6
57 bytes from 1 allocates by 0x080c5125
20481 bytes from 1 allocates by 0x080c5154

次に、show memory tracking addressコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show memory tracking address
memory tracking by caller:
17 bytes from 1 allocates by 0x080c50c2
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37 bytes from 1 allocates by 0x080c50f6
57 bytes from 1 allocates by 0x080c5125
20481 bytes from 1 allocates by 0x080c5154
memory tracking by address:
37 byte region @ 0xa893ae80 allocated by 0x080c50f6
57 byte region @ 0xa893aed0 allocated by 0x080c5125
20481 byte region @ 0xa8d7cc50 allocated by 0x080c5154
17 byte region @ 0xa8a6f370 allocated by 0x080c50c2

次に、show memory tracking dumpコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show
memory tracking dump
Tracking data for the 57 byte region at 0xa893aed0:
Timestamp: 05:59:36.309 UTC Sun Jul 29 2007
Traceback:
0x080c5125
0x080b3695
0x0873f606
0x08740573
0x080ab530
0x080ac788
0x080ad141
0x0805df8f
Dumping 57 bytes of the 57 byte region:
a893aed0: 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c | ................
a893aee0: 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c | ................
a893aef0: 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c | ................
a893af00: 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c 0c | .........

関連コマンド 説明コマンド

現在収集されているすべての情報をクリアします。clear memory
tracking

show is～ show m
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show memory utilization
Show memory utilizationコマンドを使用して、ASAに設定されているリロードしきい値の制限
とクラッシュ情報を表示します。

show memory-utilization [ reload-threshold ]

構文の説明 設定されているシステムメモリのリロードしきい値の制限、および、シス

テムのリロードの前にクラッシュ情報が保存されているかどうかを表示しま

す。

reload-threshold

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応グローバルコ

ンフィギュ

レーション

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。9.7(1)

使用上のガイドライン リロードしきい値が設定されているかどうかを確認するには、show memory utilizationコマン
ドを使用します。設定されている場合は、しきい値の制限と、リロードが設定される前にク

ラッシュ情報を保存するオプションを選択するかどうかを確認できます。

例 次に、ASA上にメモリ使用状況機能を設定する例を示します。

ciscoasa# show memory-utilization reload-threshold
Memory-Utilization reload-threshold is not configured.
ciscoasa# show memory-utilization reload-threshold
Memory-Utilization reload-threshold is configured:
Reload at: 93%
Crashinfo Generation: yes
ciscoasa# show memory-utilization reload-threshold
Memory-Utilization reload-threshold is configured:
Reload at: 90%
Crashinfo Generation: no
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show memory webvpn
WebVPNのメモリ使用状況の統計情報を生成するには、特権 EXECモードで show memory
webvpn コマンドを使用します。

show memory webvpn [ allobjects | blocks | dumpstate [ cache | disk0 | disk1 | flash | ftp | system
| tftp ] | pools | profile [ clear | dump | start | stop ] | usedobjects {{ begin | exclude | grep | include
} line line }]

構文の説明 プール、ブロック、すべての使用済みオブジェクトおよび解放済みオブジェク

トについて、WebVPNメモリ使用量の詳細を表示します。
allobjects

一致する行から開始します。begin

メモリブロックについて、WebVPNメモリ使用量の詳細を表示します。blocks

WebVPNメモリキャッシュ状態のダンプのファイル名を指定します。cache

WebVPNメモリプロファイルをクリアします。clear

WebVPNメモリ disk0状態のダンプのファイル名を指定します。disk0

WebVPNメモリ disk1状態のダンプのファイル名を指定します。disk1

WebVPNメモリプロファイルをファイルに出力します。dump

WebVPNメモリ状態をファイルに出力します。dumpstate

一致する行を除外します。exclude

WebVPNメモリフラッシュ状態のダンプのファイル名を指定します。flash

WebVPNメモリ FTP状態のダンプのファイル名を指定します。ftp

一致する行を含めるか、または除外します。grep

一致する行を含めます。include

一致する行を特定します。line

一致する行を指定します。line

メモリプールについて、WebVPNメモリ使用量の詳細を表示します。プール

WebVPNメモリプロファイルを収集して、ファイルに出力します。プロファイ

ル

WebVPNメモリシステム状態のダンプのファイル名を指定します。system

WebVPNメモリプロファイルの収集を開始します。start
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WebVPNメモリプロファイルの収集を停止します。stop

WebVPNメモリ TFTP状態のダンプのファイル名を指定します。tftp

使用済みオブジェクトについて、WebVPNメモリ使用量の詳細を表示します。usedobjects

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

——•対応—•対応グローバルコ

ンフィギュ

レーション

——•対応—•対応webvpnコン
フィギュレー

ション

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.1(1)

例 次に、 show memory webvpn allobjects コマンドの出力例を示します。

ciscoasa
#
show memory webvpn

allobjects

Arena 0x36b14f8 of 4094744 bytes (61 blocks of size 66048), maximum 134195200
130100456 free bytes (97%; 1969 blocks, zone 0)
Arena is dynamically allocated, not contiguous
Features: GroupMgmt: SET, MemDebugLog: unset
Pool 0xd719a78 ("cp_entries" => "pool for class cpool entries") (next 0xd6d91d8)
Size: 66040 (1% of current, 0% of limit)
Object frame size: 32
Load related limits: 70/50/30
Callbacks: !init/!prep/!f2ca/!dstr/!dump
Blocks in use:
Block 0xd719ac0..0xd729cb8 (size 66040), pool "cp_entries"
Watermarks { 0xd7098f8 <= 0xd70bb60 <= 0xd719a60 } = 57088 ready
Block size 66040 not equal to arena block 66048 (realigned-to-8)
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Used objects: 0
Top allocated count: 275
Objects dump:
0. Object 0xd70bb50: FREED (by "jvclass_pool_free")

関連コマンド 説明コマンド

WebVPNが使用できるASAのメモリ量を設定します。memory-size

show is～ show m
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show mfib
転送エントリおよびインターフェイスの観点からMFIBを表示するには、特権EXECモードで
show mfibコマンドを使用します。

show mfib [ group [ source ]] [ verbose ][ cluster ]

構文の説明 （オプション）MFIBのエポック番号と現在のタイマー値を表示します。cluster

（オプション）マルチキャストグループの IPアドレスを表示します。group

（オプション）マルチキャストルートの送信元の IPアドレスを表示します。これ
は、4分割ドット付き 10進表記のユニキャスト IPアドレスです。

source

（任意）エントリに関する追加情報を表示します。verbose

コマンドデフォルト 任意の引数を指定しないと、すべてのグループの情報が表示されます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応ユーザー

EXECまたは
特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

cluster キーワードが追加されました。ASA 5580および 5585-Xにのみ適用されま
す。

9.0(1)

例 次に、 show mfib コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mfib 224.0.2.39
Entry Flags: C - Directly Connected, S - Signal, IA - Inherit A flag,

AR - Activity Required, D - Drop
Forwarding counts: Pkt Count/Pkts per second/Avg Pkt Size/Kbits per second
Other counts: Total/RPF failed/Other drops
Interface flags: A - Accept, F - Forward, NS - Negate Signalling

IC - Internal Copy, NP - Not platform switched
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SP - Signal Present
Interface Counts: FS Pkt Count/PS Pkt Count
(*,224.0.1.39) Flags: S K
Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0

関連コマンド 説明コマンド

転送エントリおよびインターフェイスに関する詳細情報を表示します。show mfib verbose
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show mfib active
アクティブなマルチキャスト送信元を表示するには、ユーザーEXECモードまたは特権EXEC
モードで show mfib activeコマンドを使用します。

show mfib [ group ] active [ kbps ]

構文の説明 （任意）マルチキャストグループの IPアドレスです。group

（任意）この値以上のマルチキャストストリームのみに表示を制限します。kbps

このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト kbpsのデフォルト値は 4です。groupを指定しない場合、すべてのグループが表示されます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応ユーザー

EXECまたは
特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン showmfib activeコマンドの出力では、PPSのレートに正または負の数値が表示されます。ASA
が負の数値を表示するのは、RPFパケットが失敗した場合か、ルータが発信インターフェイス
（OIF）リストを使用してRPFパケットをモニターしている場合です。このような現象が発生
している場合は、マルチキャストルーティングに問題がある可能性があります。

例 次に、show mfib activeコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mfib active
Active IP Multicast Sources - sending >= 4 kbps
Group: 224.2.127.254, (sdr.cisco.com)

Source: 192.168.28.69 (mbone.ipd.anl.gov)
Rate: 1 pps/4 kbps(1sec), 4 kbps(last 1 secs), 4 kbps(life avg)

Group: 224.2.201.241, ACM 97
Source: 192.168.52.160 (webcast3-e1.acm97.interop.net)
Rate: 9 pps/93 kbps(1sec), 145 kbps(last 20 secs), 85 kbps(life avg)
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Group: 224.2.207.215, ACM 97
Source: 192.168.52.160 (webcast3-e1.acm97.interop.net)
Rate: 3 pps/31 kbps(1sec), 63 kbps(last 19 secs), 65 kbps(life avg)

関連コマンド 説明コマンド

アクティブなマルチキャストストリームを表示します。show mroute
active
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show mfib count
MFIBルートとパケット数データを表示するには、ユーザー EXECモードまたは特権 EXEC
モードで show mfib countコマンドを使用します。

show mfib [ group [ source ]] count

構文の説明 （任意）マルチキャストグループの IPアドレスです。group

（任意）マルチキャストルート送信元の IPアドレスです。これは、4分割ドット付き
10進表記のユニキャスト IPアドレスです。

source

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応ユーザー

EXECまたは
特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、パケットのドロップに関する統計情報を表示します。

例 次に、show mfib countコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mfib count
MFIB global counters are :
* Packets [no input idb] : 0
* Packets [failed route lookup] : 0
* Packets [Failed idb lookup] : 0
* Packets [Mcast disabled on input I/F] : 0

関連コマンド 説明コマンド

MFIBルータパケットカウンタをクリアします。clear mfib
counters
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説明コマンド

マルチキャストルートカウンタを表示します。show mroute
count
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show mfib interface
MFIBプロセスに関係しているインターフェイスのパケット統計情報を表示するには、ユーザー
EXECモードまたは特権 EXECモードで show mfib interfaceコマンドを使用します。

show mfib interface [ interface ]

構文の説明 （任意）インターフェイス名。指定されたインターフェイスのみに表示を制限しま

す。

interface

コマンドデフォルト すべてのMFIBインターフェイスの情報が表示されます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応ユーザー

EXECまたは
特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、show mfib interfaceコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mfib interface
IP Multicast Forwarding (MFIB) status:

Configuration Status: enabled
Operational Status: running

MFIB interface status CEF-based output
[configured,available]

Ethernet0 up [ no, no]
Ethernet1 up [ no, no]
Ethernet2 up [ no, no]

関連コマンド 説明コマンド

転送する側のエントリおよびインターフェイスに関するMFIB情報を表示します。show
mfib
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show mfib reserved
予約済みグループを表示するには、ユーザー EXECモードまたは特権 EXECモードで show
mfib reservedコマンドを使用します。

show mfib reserved [ count | verbose | active [ kpbs ]]

構文の説明 （任意）アクティブなマルチキャスト送信元を表示します。active

（任意）パケットおよびルートの数に関するデータを表示します。count

（オプション）この値以上のアクティブなマルチキャスト送信元に表示を制限しま

す。

kpbs

（任意）追加情報を表示します。verbose

コマンドデフォルト kbpsのデフォルト値は 4です。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応ユーザー

EXECまたは
特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、224.0.0.0～ 224.0.0.225の範囲のMFIBエントリを表示します。

例 次に、show mfib reservedコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# command example
Entry Flags: C - Directly Connected, S - Signal, IA - Inherit A flag,

AR - Activity Required, D - Drop Forwarding Counts: Pkt Count/Pkts per
second/Avg Pkt Size/Kbits per second Other counts: Total/RPF failed/Other drops Interface
Flags: A - Accept, F - Forward, NS - Negate Signalling

IC - Internal Copy, NP - Not platform switched
SP - Signal Present

Interface Counts: FS Pkt Count/PS Pkt Count
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(*,224.0.0.0/4) Flags: C K
Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0

(*,224.0.0.0/24) Flags: K
Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0

(*,224.0.0.1) Flags:
Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
outside Flags: IC
dmz Flags: IC
inside Flags: IC

関連コマンド 説明コマンド

アクティブなマルチキャストストリームを表示します。show mfib
active
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show mfib status
MFIBの全般的なコンフィギュレーションと動作ステータスを表示するには、ユーザー EXEC
モードまたは特権 EXECモードで show mfib statusコマンドを使用します。

show mfib status

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応ユーザー

EXECまたは
特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、show mfib statusコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mfib status
IP Multicast Forwarding (MFIB) status:

Configuration Status: enabled
Operational Status: running

関連コマンド 説明コマンド

転送する側のエントリおよびインターフェイスに関するMFIB情報を表示します。show
mfib
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show mfib summary
MFIBのエントリとインターフェイスの数に関する要約情報を表示するには、ユーザー EXEC
モードまたは特権 EXECモードで show mfib summaryコマンドを使用します。

show mfib summary

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応ユーザー

EXECまたは
特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、show mfib summaryコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mfib summary
IPv6 MFIB summary:
54 total entries [1 (S,G), 7 (*,G), 46 (*,G/m)]
17 total MFIB interfaces

関連コマンド 説明コマンド

マルチキャストルーティングテーブルの要約情報を表示します。show mroute
summary
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show mfib verbose
転送エントリとインターフェイスに関する詳細情報を表示するには、ユーザーEXECモードま
たは特権 EXECモードで show mfib verboseコマンドを使用します。

show mfib verbose

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応ユーザー

EXECまたは
特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、show mfib verboseコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mfib verbose
Entry Flags: C - Directly Connected, S - Signal, IA - Inherit A flag,

AR - Activity Required, D - Drop
Forwarding counts: Pkt Count/Pkts per second/Avg Pkt Size/Kbits per second
Other counts: Total/RPF failed/Other drops
Interface flags: A - Accept, F - Forward, NS - Negate Signalling

IC - Internal Copy, NP - Not platform switched
SP - Signal Present

Interface Counts: FS Pkt Count/PS Pkt Count
(*,224.0.1.39) Flags: S K
Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0

(*,224.0.1.40) Flags: S K
Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0

(*,224.0.0.0/8) Flags: K
Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
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関連コマンド 説明コマンド

転送する側のエントリおよびインターフェイスに関するMFIB情報を表
示します。

show mfib

MFIBのエントリとインターフェイスの数に関する要約情報を表示しま
す。

show mfib
summary
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show mgcp
MGCPのコンフィギュレーションとセッション情報を表示するには、特権EXECモードでmgcp
コマンドを使用します。

show mgcp { commands | sessions } [ detail ]

構文の説明 コマンドキュー内のMGCPコマンドの数を表示します。commands

（任意）各コマンド（またはセッション）に関する追加情報を出力に表示します。detail

既存のMGCPセッションの数を表示します。sessions

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン show mgcp commandsコマンドは、コマンドキュー内のMGCPコマンド数を表示します。show
mgcp sessionsコマンドは、既存のMGCPセッション数を表示します。detailオプションは、各
コマンド（またはセッション）に関する追加情報を出力に含めます。

例 次に、show mgcpコマンドオプションの例を示します。

ciscoasa# show mgcp commands
1 in use, 1 most used, 200 maximum allowed
CRCX, gateway IP: host-pc-2, transaction ID: 2052, idle: 0:00:07
ciscoasa#
ciscoasa# show mgcp commands detail
1 in use, 1 most used, 200 maximum allowed
CRCX, idle: 0:00:10
Gateway IP | host-pc-2
Transaction ID 2052
Endpoint name | aaln/1
Call ID | 9876543210abcdef
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Connection ID |
Media IP | 192.168.5.7
Media port | 6058
ciscoasa#
ciscoasa# show mgcp sessions
1 in use, 1 most used
Gateway IP host-pc-2, connection ID 6789af54c9, active 0:00:11
ciscoasa#
ciscoasa# show mgcp sessions detail
1 in use, 1 most used
Session active 0:00:14
Gateway IP | host-pc-2
Call ID | 9876543210abcdef
Connection ID | 6789af54c9
Endpoint name | aaln/1
Media lcl port 6166
Media rmt IP | 192.168.5.7
Media rmt port 6058
ciscoasa#

関連コマンド 説明コマンド

セキュリティアクションを適用するトラフィッククラスを定義します。class-map

MGCPのデバッグ情報をイネーブルにします。debug mgcp

MGCPアプリケーションインスペクションをイネーブルにします。inspect
mgcp

MGCPマップを定義し、MGCPマップコンフィギュレーションモードをイネー
ブルにします。

mgcp-map

さまざまな接続タイプの接続状態を表示します。show conn
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show mmp
既存のMMPセッションに関する情報を表示するには、特権 EXECモードで show mmpコマン
ドを使用します。

show mmp [ address ]

構文の説明 MMPクライアント/サーバーの IPアドレスを指定します。address

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

—•対応•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。8.0(4)

例 次に、既存のMMPセッションに関する情報を表示する show mmpコマンドの使用例
を示します。

ciscoasa
# show mmp
10.0.0.42
MMP session:: inside:10.0.0.42/5443 outside:172.23.62.204/2442
session-id=71AD3EB1-7BE8-42E0-8DC3-E96E41D4ADD5
data:: rx-bytes=1258, tx-bytes=1258

関連コマンド 説明コマンド

MMP検査イベントを表示します。debug mmp

MMPインスペクションエンジンを設定します。inspect mmp

MMPインスペクションモジュールの現在のデバッグ設定を表示します。show debug
mmp
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show mode
実行中のソフトウェアイメージ、およびフラッシュメモリ内の任意のイメージのためのセキュ

リティコンテキストモードを表示するには、特権 EXECモードで show modeコマンドを使用
します。

show mode

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

例 次に、show modeコマンドの出力例を示します。次に、現在のモードと、実行されて
いないイメージ「image.bin」のモードの例を示します。

ciscoasa# show mode flash:/image.bin
Firewall mode: multiple

モードは、マルチまたはシングルのいずれかです。

関連コマンド 説明コマン

ド

システムコンフィギュレーションにセキュリティコンテキストを作成し、コンテ

キストコンフィギュレーションモードを開始します。

context

コンテキストモードをシングルまたはマルチに設定します。mode
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show module
ASAにインストールされているモジュールに関する情報を表示するには、ユーザーEXECモー
ドで show module コマンドを使用します。

show module [ id | all ][ details | recover | log [ console ]]

構文の説明 （デフォルト）すべてのモジュールの情報を表示します。all

（オプション）モジュールのコンソールログ情報を表示します。console

（オプション）モジュールのリモート管理設定などの追加情報を表示します。details

モジュール IDを指定します。ハードウェアモジュールの場合、 0（ASAの場合）
または 1（インストールされたモジュールの場合）のいずれかのスロット番号を指
定します。ソフトウェアモジュールの場合、次の名前のいずれかを指定します。

• sfr：ASA FirePOWERモジュール。

• ips：IPSモジュール

• cxsc：ASA CXモジュール

id

（オプション）モジュールのログ情報を表示します。log

（オプション） hw-moduleまたは sw-module module recover コマンドの設定を表
示します。

recover

コマンドデフォルト デフォルトでは、すべてのモジュールの情報が表示されます。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応ユーザー
EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

このコマンドは、より多くの詳細情報を出力するように変更されました。7.1(1)

show is～ show m
146

show is～ show m
show module



変更内容リリー

ス

SSCに関する情報が出力に含まれています。8.2(1)

ASA 5585-Xと、ASA 5585-X上の IPS SSPのサポートに関する情報が追加されまし
た。

8.2(5)

ASA CXモジュールのサポートが追加されました。8.4(4.1)

ASA 5512-X～ ASA 5555-Xでは、 log および console キーワードが追加されまし
た。さらに、 ips のデバイス IDが追加されました。

8.6(1)

ASA CXソフトウェアモジュールのサポートが、 cxsc モジュール IDの追加によっ
て追加されました。

9.1(1)

sfr キーワードを含め、ASAFirePOWERモジュールのサポートが追加されました。9.2(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、ASAにインストールされているモジュールに関する情報を表示します。ASA
自体もディスプレイにモジュールとして表示されます（スロット 0）。

例 次に、 show moduleコマンドの出力例を示します。モジュール 0はベースデバイス。
モジュール 1は CSC SSMです。

ciscoasa# show module
Mod Card Type Model Serial No.
--- -------------------------------------------- ------------------ -----------
0 ASA 5520 Adaptive Security Appliance ASA5520 P3000000034
1 ASA 5500 Series Security Services Module-20 ASA-SSM-20 0

Mod MAC Address Range Hw Version Fw Version Sw Version
--- --------------------------------- ------------ ------------ ---------------
0 000b.fcf8.c30d to 000b.fcf8.c311 1.0 1.0(10)0 7.1(0)5
1 000b.fcf8.012c to 000b.fcf8.012c 1.0 1.0(10)0 CSC SSM 5.0 (Build#1187)

Mod SSM Application Name SSM Application Version
--- ------------------------------ --------------------------
1 CSC SSM scan services are not
1 CSC SSM 5.0 (Build#1187)

Mod Status Data Plane Status Compatibility
--- ------------------ --------------------- -------------
0 Up Sys Not Applicable
1 Up Up

次の表に、出力に表示される各フィールドを示します。

表 12 : show moduleの出力フィールド

説明フィールド

モジュール番号、0または 1。Mod

ポート番号。ポート
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説明フィールド

モジュール0に表示されるデバイスの場合、タイプはプラットフォー
ムモデルです。モジュール 1の SSMの場合、タイプは SSMタイプ
です。

Card Type

このモジュールのモデル番号。モデル

シリアル番号。Serial No.

この SSM、またはデバイス、組み込みインターフェイスのMACア
ドレス範囲。

MAC Address Range

ハードウェアのバージョン。Hw Version

ファームウェアのバージョン。Fw Version

ソフトウェアのバージョン。Sw Version

SSMで実行されているアプリケーションの名前。SSM Application Name

SSMで実行されているアプリケーションのバージョン。SSMApplication Version

モジュール0のデバイスの場合、ステータスはUpSysです。モジュー
ル 1の SSMのステータスは、次のいずれかです。

• Initializing：SSMが検出され、デバイスによってコントロール通
信が初期化されます。

• Up：SSMがデバイスによる初期化を完了しました。

• Unresponsive：このSSMとの通信中にデバイスでエラーが発生し
ました。

• Reloading：SSMがリロード中です。

• Shutting Down：SSMをシャットダウンしています。

• Down：SSMがシャットダウンされました。

• Recover：SSMが回復イメージをダウンロードしようとしていま
す。

• No ImagePresent：IPSソフトウェアがインストールされていませ
ん。

Status

データプレーンの現在の状態。Data Plane Status

残りのデバイスに関連した SSMの互換性。互換性

物理スロット番号（デュアル SSPモードでのみ有効）。スロット
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show module details コマンドの出力は、インストールされているモジュールによって
異なります。たとえば、CSC SSMの出力には、CSC SSMソフトウェアのコンポーネ
ントに関するフィールドが含まれます。

次に、 show module 1 detailsコマンドの一般的な出力例を示します。

ciscoasa# show module 1 details
Getting details from the Service Module, please wait...
ASA 5500 Series Security Services Module-20
Model: ASA-SSM-20
Hardware version: V1.0
Serial Number: 12345678
Firmware version: 1.0(7)2
Software version: 4.1(1.1)S47(0.1)
MAC Address Range: 000b.fcf8.0156 to 000b.fcf8.0156
Data plane Status: Up
Status: Up
Mgmt IP addr: 10.89.147.13
Mgmt web ports: 443
Mgmt TLS enabled: true

次の表に、出力の追加フィールドを示します。

表 13 : show module detailsの追加出力フィールド

説明フィールド

（ASA FirePOWERのみ）モジュールを管理するManagement Centerのア
ドレス。

DC address

（表示なし）

モジュールの管理インターフェイスの IPアドレスを表示します。Mgmt IP addr

管理アドレスのサブネットマスクを表示します。MgmtNetworkMask

（表示なし）

管理アドレスのゲートウェイ。Mgmt Gateway

（表示なし）

モジュールの管理インターフェイスに設定されたポートを表示します。Mgmt web ports

モジュールの管理インターフェイスの接続に対してTransportLayerSecurity
がイネーブルであるかどうか（Trueまたは False）を表示します。

Mgmt TLS enabled

ソフトウェアモジュールを設定できるモデルの場合、 show module コマンドは可能な
すべてのモジュールを一覧表示します。ステータス情報は、これらの1つがインストー
ルされているかどうかを表示します。

ciscoasa# show module

Mod Card Type Model Serial No.
---- -------------------------------------------- ------------------ -----------

0 ASA 5555-X with SW, 8 GE Data, 1 GE Mgmt ASA5555 FCH1714J6HP
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ips Unknown N/A FCH1714J6HP
cxsc Unknown N/A FCH1714J6HP
sfr FirePOWER Services Software Module ASA5555 FCH1714J6HP
Mod MAC Address Range Hw Version Fw Version Sw Version
---- --------------------------------- ------------ ------------ ---------------

0 bc16.6520.1dcd to bc16.6520.1dd6 1.0 2.1(9)8 100.8(66)11
ips bc16.6520.1dcb to bc16.6520.1dcb N/A N/A
cxsc bc16.6520.1dcb to bc16.6520.1dcb N/A N/A
sfr bc16.6520.1dcb to bc16.6520.1dcb N/A N/A 5.3.1-100
Mod SSM Application Name Status SSM Application Version
---- ------------------------------ ---------------- --------------------------
ips Unknown No Image Present Not Applicable
cxsc Unknown No Image Present Not Applicable
sfr ASA FirePOWER Up 5.3.1-100
Mod Status Data Plane Status Compatibility
---- ------------------ --------------------- -------------

0 Up Sys Not Applicable
ips Unresponsive Not Applicable
cxsc Unresponsive Not Applicable
sfr Up Up
Mod License Name License Status Time Remaining
---- -------------- --------------- ---------------
ips IPS Module Enabled 172 days

次に、 show module 1 recoverコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show module 1 recover
Module 1 recover parameters. . .
Boot Recovery Image: Yes
Image URL: tftp://10.21.18.1/ids-oldimg
Port IP Address: 10.1.2.10
Port Mask : 255.255.255.0
Gateway IP Address: 10.1.2.254

次に、SSCがインストールされているときの show module 1 details コマンドの出力例
を示します。

ciscoasa# show module 1 details
Getting details from the Service Module, please wait...
ASA 5505 Security Services Card
Model: ASA-SSC
Hardware version: 0.1
Serial Number: JAB11370240
Firmware version: 1.0(14)3
Software version: 6.2(1)E2
MAC Address Range: 001d.45c2.e832 to 001d.45c2.e832
App. Name: IPS
App. Status: Up
App. Status Desc:
App. Version: 6.2(1)E2
Data plane Status: Up
Status: Up
Mgmt IP Addr: 209.165.201.29
Mgmt Network Mask: 255.255.224.0
Mgmt Gateway: 209.165.201.30
Mgmt Access List: 209.165.201.31/32

209.165.202.158/32
209.165.200.254/24

Mgmt Vlan: 20

次に、ASA 5585-Xに IPS SSPがインストールされているときの show module 1 details
コマンドの出力例を示します。
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ciscoasa# show module 1 details
Getting details from the Service Module, please wait...
ASA 5500 Series Security Services Module-20
Model: ASA-SSM-20
Hardware version: V1.0
Serial Number: 12345678
Firmware version: 1.0(7)2
Software version: 4.1(1.1)S47(0.1)
MAC Address Range: 000b.fcf8.0156 to 000b.fcf8.0156
Data plane Status: Up
Status: Up
Mgmt IP addr: 10.89.147.13
Mgmt web ports: 443
Mgmt TLS enabled: true

次に、ASA 5585-Xに CXSC SSPがインストールされているときの show module all コ
マンドの出力例を示します。

ciscoasa# show module all
Mod Card Type Model Serial No.
--- -------------------------------------------- ------------------ -----------
0 ASA 5585-X Security Services Processor-10 wi ASA5585-SSP-10 JAF1504CBRM
1 ASA 5585-X CXSC Security Services Processor-1 ASA5585-SSP-IPS10 JAF1510BLSE

Mod MAC Address Range Hw Version Fw Version Sw Version
--- --------------------------------- ------------ ------------ ---------------
0 5475.d05b.1d54 to 5475.d05b.1d5f 1.0 2.0(7)0 100.7(14)13
1 5475.d05b.248c to 5475.d05b.2497 1.0 0.0(0)0 1.0

Mod SSM Application Name Status SSM Application Version
--- ------------------------------ ---------------- --------------------------
1 CXSC Security Module Up 1.0

Mod Status Data Plane Status Compatibility
--- ------------------ --------------------- -------------
0 Up Sys Not Applicable
1 Up Up

次に、ASA5585-XにCXSCSSPがインストールされているときの show module 1 details
コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show module 1 details
Getting details from the Service Module, please wait...
ASA 5500 Series Security Services Module-20
Model: ASA5585-S10C10-K8
Hardware version: 1.0
Serial Number: 123456789
Firmware version: 1.0(9)0
Software version: CXSC Security Module Version 1.0
App. name: CXSC Security Module
App. version: Version 1.0
Data plane Status: Up
Status: Up
HTTP Service: Up
Activated: Yes
Mgmt IP addr: 100.0.1.4
Mgmt web port: 8443
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関連コマンド 説明コマンド

モジュールのブートプロセスに関するデバッグメッセージを

表示します。

debug module-boot

回復イメージをTFTPサーバーからロードして、モジュールを
回復します。

hw-module module recover

モジュールをシャットダウンし、ハードウェアリセットを実

行します。

hw-module module reset

モジュールソフトウェアをリロードします。hw-module module reload

コンフィギュレーションデータを失わずに電源を切るための

準備として、モジュールソフトウェアを閉じます。

hw-module module shutdown

ソフトウェアモジュールを設定します。sw-module
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show monitor-interface
フェールオーバーのためにモニター対象にするインターフェイスの情報を表示するには、特権

EXECモードで show monitor-interfaceコマンドを使用します。

show monitor-interface

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

•対応•対応•対応•対応•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

IPv6アドレスが出力に追加されました。8.2(2)

使用上のガイドライン インターフェイスには複数の IPv6アドレスを設定できるため、show monitor-interfaceコマン
ドではリンクローカルアドレスのみが表示されます。IPv4と IPv6の両方のアドレスがインター
フェイスで設定されている場合は、両方のアドレスが出力に表示されます。インターフェイス

に IPv4アドレスが設定されていない場合、出力の IPv4アドレスは 0.0.0.0として表示されま
す。インターフェイスに IPv6アドレスが設定されていない場合、アドレスは単純に出力から
省かれます。

モニター対象のフェールオーバーインターフェイスには、次のステータスが設定されます。

• Unknown：初期ステータスです。このステータスは、ステータスを特定できないことを意
味する場合もあります。

• Normal：インターフェイスはトラフィックを受信しています。

• Normal (Waiting)：インターフェイスは起動していますが、ピアユニットの対応するイン
ターフェイスからまだ helloパケットを受信していません。インターフェイスのスタンバ
イ IPアドレスが設定されていること、および 2つのインターフェイス間の接続が存在す
ることを確認してください。
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• Testing：ポーリング 5回の間、インターフェイスで helloメッセージが検出されていませ
ん。

• Link Down：インターフェイスまたは VLANは管理上ダウンしています。

• No Link：インターフェイスの物理リンクがダウンしています。

• Failed：インターフェイスではトラフィックを受信していませんが、ピアインターフェイ
スではトラフィックを検出しています。

例 次に、show monitor-interfaceコマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show monitor-interface
This host: Primary - Active

Interface outside (10.86.94.88): Normal (Waiting)
Interface management (192.168.1.1): Normal (Waiting)
Interface failif (0.0.0.0/fe80::223:4ff:fe77:fed): Normal (Waiting)

Other host: Secondary - Failed
Interface outside (0.0.0.0): Unknown (Waiting)
Interface management (0.0.0.0): Unknown (Waiting)
Interface failif (0.0.0.0): Unknown (Waiting)

関連コマンド 説明コマンド

特定のインターフェイスでのヘルスモニタリングをイネーブルにします。monitor-interface
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show mrib client
MRIBクライアント接続に関する情報を表示するには、ユーザーEXECモードまたは特権EXEC
モードで show mrib clientコマンドを使用します。

show mrib client [ filter ] [ name client_name ]

構文の説明 （任意）クライアントフィルタを表示します。各クライアントが所有する

MRIBフラグと、各クライアントが関連するフラグに関する情報を表示する
ために使用します。

filter

（任意）PIMまたは IGMPなど、MRIBのクライアントとして動作するマル
チキャストルーティングプロトコルの名前。

name
client_name

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応ユーザー

EXECまたは
特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン filterオプションを使用して、さまざまなMRIBクライアントが登録されているルートおよび
インターフェイスレベルフラグの変更を表示します。このコマンドオプションからは、MRIB
クライアントが所有するフラグも表示されます。

例 次に、show mrib clientコマンドで filterキーワードを指定した場合の出力例を示しま
す。

ciscoasa# show mrib client filter
MFWD:0 (connection id 0)
interest filter:
entry attributes: S C IA D
interface attributes: F A IC NS DP SP
groups:
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include 0.0.0.0/0
interfaces:
include All
ownership filter:
groups:
include 0.0.0.0/0
interfaces:
include All
igmp:77964 (connection id 1)
ownership filter:
interface attributes: II ID LI LD
groups:
include 0.0.0.0/0
interfaces:
include All
pim:49287 (connection id 5)
interest filter:
entry attributes: E
interface attributes: SP II ID LI LD
groups:
include 0.0.0.0/0
interfaces:
include All
ownership filter:
entry attributes: L S C IA D
interface attributes: F A IC NS DP
groups:
include 0.0.0.0/0
interfaces:
include All

関連コマンド 説明コマンド

MRIBテーブルのエントリを表示します。show mrib
route
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show mrib route
MRIBテーブルのエントリを表示するには、ユーザー EXECモードまたは特権 EXECモードで
show mrib routeコマンドを使用します。

show mmp [[ source |* ][ group [/ prefix-length ]]]

構文の説明 （任意）共有ツリーエントリを表示します。*

（任意）MRIBルートのプレフィックス長。プレフィックス（アドレスのネット
ワーク部分）を構成するアドレスの上位連続ビット数を示す 10進値です。10進
数値の前にスラッシュ記号が必要です。

/prefix-length

（任意）グループの IPアドレスまたは名前。group

（任意）ルート送信元の IPアドレスまたは名前。source

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応ユーザー

EXECまたは
特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)

使用上のガイドライン MFIBテーブルには、MRIBから更新されるエントリとフラグのサブセットが保持されます。
フラグは、マルチキャストパケットの転送ルールのセットに従って、転送およびシグナリング

の動作を決定します。

インターフェイスとフラグのリストに加えて、各ルートエントリにはさまざまなカウンタが表

示されます。バイト数は、転送されたバイトの合計数です。パケット数は、このエントリにつ

いて受信されたパケット数です。show mfib countコマンドは、ルートとは無関係にグローバ
ルなカウンタを表示します。
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例 次に、show mrib route コマンドの出力例を示します。

ciscoasa# show mrib route
IP Multicast Routing Information Base
Entry flags: L - Domain-Local Source, E - External Source to the Domain,

C - Directly-Connected Check, S - Signal, IA - Inherit Accept, D - Drop
Interface flags: F - Forward, A - Accept, IC - Internal Copy,

NS - Negate Signal, DP - Don't Preserve, SP - Signal Present,
II - Internal Interest, ID - Internal Disinterest, LI - Local Interest,

LD - Local Disinterest
(*,224.0.0.0/4) RPF nbr: 10.11.1.20 Flags: L C

Decapstunnel0 Flags: NS
(*,224.0.0.0/24) Flags: D
(*,224.0.1.39) Flags: S
(*,224.0.1.40) Flags: S

POS0/3/0/0 Flags: II LI
(*,238.1.1.1) RPF nbr: 10.11.1.20 Flags: C

POS0/3/0/0 Flags: F NS LI
Decapstunnel0 Flags: A

(*,239.1.1.1) RPF nbr: 10.11.1.20 Flags: C
POS0/3/0/0 Flags: F NS
Decapstunnel0 Flags: A

関連コマンド 説明コマンド

MFIBテーブルのルートとパケット数データを表示します。show mfib count

MRIBテーブルエントリの要約を表示します。show mrib route
summary
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show mroute
IPv4マルチキャストルーティングテーブルを表示するには、特権EXECモードで show mroute
コマンドを使用します。

show mroute [ group [ source ] | reserved ][ active [ rate ] | count | pruned | summary ]

構文の説明 （任意）アクティブなマルチキャスト送信元のみを表示します。アクティブな

送信元とは、指定された rate 以上で送信を実行している送信元です。 rate が
指定されていない場合、アクティブな送信元は 4 kbps以上のレートで送信を実
行している送信元です。

active rate

（任意）グループと送信元に関する統計情報を表示します。この情報には、パ

ケットの数、1秒あたりのパケット数、パケットの平均サイズ、および1秒あた
りのビット数が含まれています。

count

（任意）DNSホストテーブルで定義されているマルチキャストグループの IP
アドレスまたは名前。

group

（任意）プルーニングされたルートを表示します。pruned

（任意）予約済みグループを表示します。reserved

（任意）送信元のホスト名または IPアドレス。source

（任意）マルチキャストルーティングテーブル内の各エントリの要約を 1行で
表示します。

summary

コマンドデフォルト rate 引数を指定しない場合、デフォルトでは 4 Kbpsになります。

コマンドモード 次の表に、コマンドを入力できるモードを示します。

セキュリティコンテキストファイアウォールモードコマンドモー

ド
マルチシングルトランスペア

レント

ルーテッド

システムコンテキスト

——•対応—•対応特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが追加されました。7.0(1)
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使用上のガイドライン show mroute コマンドは、マルチキャストルーティングの内容を表示します。ASAは、PIM
プロトコルメッセージ、IGMPレポート、およびトラフィックに基づいて (S,G)および (*,G)エ
ントリを作成して、マルチキャストルーティングテーブルにデータを入力します。アスタリ

スク（*）は、すべての送信元アドレスを示し、「S」は単一ソースアドレスを示し、「G」は
宛先マルチキャストグループアドレスを示します。(S,G)エントリを作成する場合、ソフト
ウェアはユニキャストルーティングテーブル内で（RPFを経由して）見つかった宛先グルー
プへの最適パスを使用します。

実行コンフィギュレーション内の mroute コマンドを表示するには、 show running-config
mroute コマンドを使用します。

例 次に、 show mroute コマンドの出力例を示します。

ciscoasa(config)# show mroute
Multicast Routing Table
Flags: D - Dense, S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group,

C - Connected, L - Local, I - Received Source Specific Host Report,
P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag, T - SPT-bit set,
J - Join SPT

Timers: Uptime/Expires
Interface state: Interface, State
(*, 239.1.1.40), 08:07:24/never, RP 0.0.0.0, flags: DPC
Incoming interface: Null
RPF nbr: 0.0.0.0
Outgoing interface list:
inside, Null, 08:05:45/never
tftp, Null, 08:07:24/never

(*, 239.2.2.1), 08:07:44/never, RP 140.0.0.70, flags: SCJ
Incoming interface: outside
RPF nbr: 140.0.0.70
Outgoing interface list:
inside, Forward, 08:07:44/never

show mroute の出力には、次のフィールドが含まれています。

• Flags：エントリに関する情報を提供します。

• D—Dense .エントリはデンスモードで動作しています。

• S—Sparse .エントリはスパースモードで動作しています。

• B—Bidir Group .マルチキャストグループが双方向モードで動作しているこ
とを示します。

• s—SSM Group .マルチキャストグループが SSMの IPアドレス範囲内である
ことを示します。このフラグは、SSMの範囲が変更されるとリセットされま
す。

• C—Connected .マルチキャストグループのメンバーは、直接接続されたイン
ターフェイス上に存在します。

• L—Local . ASA自体が、マルチキャストグループのメンバーです。グループ
は、（設定済みのグループに対する） igmp join-group コマンドによってロー
カルに加入されています。
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• I—Received Source Specific Host Report . (S,G)エントリが (S,G)レポートに
よって作成されたことを示します。この (S,G)レポートは IGMPによって作
成された可能性があります。このフラグが設定されるのは、DRに対してのみ
です。

• P—Pruned .ルートがプルーニングされています。ソフトウェアは、この情報
を保持して、ダウンストリームメンバーが送信元に加入できるようにしま

す。

• R—RP-bit set . (S,G)エントリが RPをポイントしていることを示します。

• F—Register flag .ソフトウェアがマルチキャスト送信元に登録されているこ
とを示します。

• T—SPT-bit set .パケットが最短パス送信元ツリーで受信されていることを示
します。

• J—JoinSPT . (*,G)エントリの場合、共有ツリーの下方向に流れるトラフィッ
クの速度が、グループの SPTしきい値設定を超えていることを示します（デ
フォルトのSPTしきい値設定は 0 kbpsです）。J - Join最短パスツリー（SPT）
フラグが設定されている場合に、共有ツリーの下流で次の (S,G)パケットが
受信されると、送信元の方向に (S,G) joinがトリガーされます。これにより、
ASAは送信元ツリーに加入します。

(S, G)エントリの場合、グループの SPTしきい値を超過したためにエントリが作成さ
れたことを示します。(S,G)エントリに J - JoinSPTフラグが設定されている場合、ASA
は送信元ツリー上のトラフィック速度をモニターします。送信元ツリーのトラフィッ

ク速度がグループの SPTしきい値を下回っている状況が 1分以上継続した場合、ルー
タはこの送信元の共有ツリーに再び切り替えようとします。

ASAは共有ツリー上のトラフィック速度を測定し、この速度とグループのSPTしきい
値を 1秒ごとに比較します。トラフィック速度が SPTしきい値を超えた場合は、トラ
フィック速度の次の測定が行われるまで、(*, G)エントリに J - Join SPTフラグが設定
されます。共有ツリーに次のパケットが着信し、新しい測定間隔が開始されると、フ

ラグが解除されます。

（注）

グループにデフォルトの SPTしきい値（0 Kbps）が使用されている場合、(*, G)エン
トリには常に J - Join SPTフラグが設定され、解除されません。デフォルトの SPTしき
い値が使用されている場合に、新しい送信元からトラフィックを受信すると、ASAは
最短パス送信元ツリーにただちに切り替えます。

• Timers:Uptime/Expires：Uptimeは、エントリが IPマルチキャストルーティング
テーブルに格納されていた期間（時間、分、秒）をインターフェイスごとに示し

ます。Expiresは、IPマルチキャストルーティングテーブルからエントリが削除
されるまでの期間（時間、分、秒）をインターフェイスごとに示します。
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• Interface state：着信インターフェイスまたは発信インターフェイスの状態を示し
ます。

• Interface：着信インターフェイスまたは発信インターフェイスのリストに表
示されるインターフェイス名。

• State：アクセスリストまたはTime to Live（TTL）しきい値による制限がある
かどうかに応じて、インターフェイス上で転送、プルーニング、ヌル値化の

いずれの処理がパケットに対して実行されるかを示します。

• (*, 239.1.1.40) と (* , 239.2.2.1)：IPマルチキャストルーティングテーブルのエン
トリ。エントリは、送信元の IPアドレスと、それに続くマルチキャストグループ
の IPアドレスで構成されます。送信元の位置に置かれたアスタリスク（*）は、
すべての送信元を意味します。

• RP：RPのアドレス。スパースモードで動作するルータおよびアクセスサーバー
の場合、このアドレスは常に 224.0.0.0です。

• Incoming interface：送信元からのマルチキャストパケットが着信する予定のイン
ターフェイス。パケットがこのインターフェイスに着信しなかった場合、廃棄さ

れます。

• RPF nbr：送信元に対するアップストリームルータの IPアドレス。

• Outgoing interface list：パケットの転送に使用されるインターフェイス。

関連コマンド 説明コマンド

実行コンフィギュレーションから mroute コマンドを削除しま
す。

clear configure mroute

スタティックマルチキャストルートを設定します。mroute

IPv4マルチキャストルーティングテーブルを表示します。show mroute

設定されているマルチキャストルートを表示します。show running-config mroute
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


